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建築と社会

特集

国際花と緑の博覧会

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OCI E T Y  

J UNE  

E J m]  

日本建築協会



照明の技術者や専門デザイナーたちが

あなたの景観照明フランをお手伝いしますL

たとえば、話題の花博ではエリアに合わせた照明の

イメー ジづくリや各種，{ ビリオンのライトアッフ. を

担当 しました 。松下電工では、このようなイベン 卜

の他にも、歴史的建造物、オフィスビルや商業施設、

橋梁や街路の景観照明まで幅広く手がけていまれ

照明設計のプ口集団が建築設計意図を解して

景観照明プランをご提案。光源の選定カ、ら

器具のデザインや照度計算まで、きめ細

かいプランニングと高度な技術であなた

のライトアッフ。計画にお応えしまれ

日本の穫を豊かにしたい

. 景観照明のあれこれをお気軽に

お問い合わせください。一一一一一一一一

松 下電 工 大 阪 E C7i (06)943- 1630 

議

あかりは3ど化・ lリj るL 、街づ〈り一一一- A &I 京ー観照明キャンペーン

。

A&; 



比

政府 苑r 都市 ・環境館』内部

膜と木の優しさを

活かしました。

日本人が長年親しんできたイメージを

現代風にアレンジした木トラス工法。

木が人に与えてくれる優しし、温もり、肢を?透 かして入る

柔らかな光。日本人! . t . 長い歴史を通 じて、自然に親しみ、

その優しさを，建築の中 に活かしてきました。太陽工業の

11莫商梢造物と木トラスは、自然の優しさを現代の技術で

再現。これらの技術ぞ駆使して、 E X P O'90国際花と緑の

博覧会て. 多数のパピリオン建設をお手伝いしています。

。

太 陽 工 業 株 式 会 社

環境事業部

大阪市淀川区木川東 4 - 8 - 4 干532 fi (06)  306- 3065 

東 京 都 目 黒 区 東 山 3 - 22ー | 干153 fi (03)  71 4 - 3461 

名 古屋 市 中村区名駅 南2- 8- 11 干450 公 (052) 541- 5111

福岡 ・広 烏 ・札 幌・仙台 ・新 潟・埼玉 ・千葉 ・横 浜・浜松・ サンフランシスコ

・一 組 喧 後士事暗所 ・符定壇股穣老大臣許可 [特 ー日) 第381 号 ・日本牌揖造協会正会員

政府苑全集

政 府 苑 設計建設省近畿地方建設局営絡部、東畑建築事務所

施工・ 銭高組、住友建設、奥村組共同企業体



選惨花開情
E X P O宅拍

自然界に贈る

ロマンチック

ストーリーも

ワrnヲ 水装

lくリI ) l ) tl l

花博という自然をテーマにした博覧会に、

クボタはセソングループと共同で水景芸術作品" アレフ" を出展しました。

人と自然の美しい調和、自然のもつダイナミックなエネルギー

そんな生態系を形成する宇宙観・生命観にも似たイメージを、

クボタは" アレフ" に込めました。それは同時に、

自然の本来在るべき姿殺人と自然の豊かな共存を考えていこうとする、

クボタのメッセージで、もあり、自身の方向性に対するテーゼでもあります。

暮らしに潤いを与えてきた「水の技術」の進化が、

“ アレフ" という壮大な水の舞となり、生活水という枠を超えて、

さまざまな空間に快適で豊かな安らぎをつくりだしていく。

そんな、水によって生まれる人と自然の豊かな接点を、

これからもクボタは噴水装置を通してお届けします。

- 国際花と緑の博賞会場

いのちの海

株式会社ワ; t t " ヲ〈ポンプ営業部〉

本 社 干556-" 式阪市，目速区敷津東1丁目2霞47号 TEL  06. 648. 2245/47 

東 京 本 社 干 103 東京都中央区82利昌室町3丁目1番3号 TEL.03- 245.3431 /47

北海道支社 TEL011 . 214・3161 四国支社 TEL 0878. 36・3930

東 北 支 社 TEL022. 267. 8961 九州支社 TEL 092. 473. 2481 

中 部 亘 社 TEL 052. 564. 5041 横浜支后 TEL045. 681. 6014 

中 国 主 往 TEL 082. 225. 5552 

良市90' 1"月 1日より久保田鉄工線式会社U 揖式会社クボタに杜名宜更置し孟した



日本建 築協 会 会 告

第 2 回日本建築協会賞入選発表

日本建築協会の創立70周年を契機として、建築界における総合団体としての性格にもとづ

き、建設に関わるあらゆる分野において社会に賞献した団体または個人に対して、その業

績を讃えるとともに、わが国文化 の向上、公共の福祉に寄与することを目的として、創設

いたしました日本建築協会貨の第 2 回をこのたび実施いたしました。( 作品は表彰対象から

外す)

各界に広〈応募を呼びかけましたところ、締切日( 平成 2 年 3 月30 日) までに、 13件の応

募がありました。 これが選考については、第 2 回日本建築協会賞選考委員会( 委員長: 薬

袋公明、同委員 10名) で、応募者及びすいせん者の説明を聞く会なども含めて、数回に及

ぶ選考を重ねました。

その結果、下記のとおり 、 日本建築協会賞 4 件、日本建築協会賞特別立 1 件を選定しまし

た。 日本建築協会立には賞状並びに賞牌、高1J 1' t として 50万円 を贈呈( 大阪市は副賞なし)

し、日本建築協会賞特別賞には、賞状並びに1 ' t 牌を贈呈することになりました。

表彰式は、平成 2 年 6 月27 日、社団法人日本建築協会会議室で挙行されます。

第 2 回 日本 建 築協 会 賞

大 阪 市 の 総 合 設 計 制 度

大阪市では、総合設計制度を全国に先駆け、いち早〈取り入れ、大

阪市の特殊性を加味し、運用している 。 こうした積極的な取り組み

の結果、この制度を利用した建築計画は年々増加しており、市街地

環境の向上や土地の有効利用に効果を上げるとともに、優良な市街

地住宅の供給の促進に役立つている。

大 阪 市 長 西 尾 正 也

電 気 工 事 士 技 能 競 技 大 会 の 継 続 実 施

電気工事士の技術を高め、自信と技術の修得を図るため、昭和47年

に第 l 国技能競技大会を開催し、以後18年間にわたり毎年競技大会

を開催。高度情報化社会の進展とともに年々高度な課題に取り組み、

技能の向上、能率の増進に寄与し、社会的地位の向上を図るととも

に、業界の健全な進歩と発展に貢献している。

社 団 法 人 大 阪 電 業 協 会 会 長 若 山 繁

R C造超高層建物の建設システムの確立

他社に先駆けて経済的な R C造の超高層建物の実現に取り組み、 R C

部材の耐震性向上、耐震設計システム及び施工システムを確立した。

数多くの研究、実験から生まれた新技術、新工法は、 R C造の超高層

建物のみならず、一般の R C 迭の技術・工法をも革新するものであ

り、広〈社会に貢献している 。

鹿 島 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 鹿 島 昭 一

大阪ビジネスパークの開発推進

昭和45年に大阪ビジネスパーク開発協議会を発足させ、以来20年間

にわたり、都心では得がたい太陽と豊富な緑をベースに、大阪の情

報 ・文化及び国際化の新しい拠点並びに大阪城公園と 一体となった

公園のなかのビジネス街をめざす開発理念に沿 って、調和のある都

市空間の形成と良好な都市環境の増進を計るなど、社会に貢献する

ところ大である。

大阪ビジネスパーク開発協議会

第 2 回 日 本 建 築 協 会 賞 特別 賞一 「

神 戸 市 北 野 ・ 山 本 地 区 の 都 市 景 観 保 全

神戸市では、 北野 ・山本地区において、都市景観条例による「都市

景観形成地域」及び「伝統的建造物群保存地区」の指定を行い、異

人館をはじめとする伝統的建造物の保存、再生に積極的に取り組ん

でいる。

神 戸 市 長 笹 山 幸 俊

建築と社会/ 1蜘 年 6 月号 3  
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桜宮リバーシティ( 仮称) MK Oマンション建設工事見学会

桜宮リバーシティは、旧国鉄淀川貨物駅跡地約4. 6ha を対象に大

阪市H OP E計画の一環として昭和61年に実施された「都市型集合住

宅プ ロジェクト闘発設計競技」で、松下興産( 株) 、近鉄不動産( 株) 、

( 株) 大林組のグループが提案した最優秀案を基に進められているプ

ロジェク トである 。

この桜宮リバーシティの中核をなす、地上41階、地下 l 階、軒高

129. 38mの超高層集合住宅が( 仮称) MK O ? ンションである 。本建

物は大川のウォーターフロントに立地する新しいランドマークにふ

さわしい三層構成の外観デザインと、多様な住戸プランと充実した

コミュニティ空間 を有するように設計された分譲住宅であ り、平成

4 年 2 月末竣工( 予定) を目指し、躯休工事中である。

構造上の特徴は、 R C造超高層住宅としては日本一高〈、かつ日本

てゆJめてチューブ構造を採用している 。柱列で囲まれた居室スペー

スは、 中空ア ンポン ドハーフ P C合成スラブにより、梁型の出ないす

っき りとした室 内空間 とした。 1 階柱は鋼板でコンク リートを拘束

した高拘束柱とし、大梁は X 型配筋梁とするなど、耐震安全性を高

めた精進部材を用いた。

施工は、システム型枠を 用いた V H分離打設工法を基本とする シ

ステム化工法を採用しているほか、 ロポ y ト化、自動化等の種々の

工夫がなされている。 ( 大林組)

日 時 1990年 7 月27日(金) 14:  00- 16 :  00 

集合場所 現地( 大阪市都島区中野町5- 1- 449、451、462)

* 地下鉄谷町線 「都島」駅下車、酋へ徒歩約10分

*J R環状線 「桜ノ宮」駅下車、 北へ徒歩約10分

定 員 40名

参 加 費 会民 1，000円、一般 1，500円 (含、消費税)

* 当 11 、受付にていただきます。

( 仮称 ) MK Oマン シ ョン

建築概要

・所在地

大阪市都島区中野町ト

1- 449、451、462

・誠十監理

対本t且本広一級忍築士事

務 所

・施工

対 欄

・聖幻自面積

15，852. 14m'  

・忍袋蘭積

1，529. 84m'  

・延床問責

47，1l 4.38m'  

・階数

81. 41F、Pl

・軒高

129. 38m 

・住戸数

304戸

・工.JtI1

1989年3月- 1992年2月

(予定)

申込方法 ハガキ、 F A X、電話で7月19 日(木) までに (社) 日本建築

協会事業課へお申込みください。催し名 (桜宮リバーシ

ティ( 仮称) MK Oマ ンショ ン建設工事見学会) 、氏名、会

員 ・一般の別、勤務先、参加証送付先、電話番号をお知

らせ願います。

(社) 日本建築協会事業製

干530 大阪市北区篠田1- 1- 3- 2100

F A X  348- 0634 T E L  348- 0633 

ホ申込者多数の場合は参加者 を抽選で決定 します。

* 参加鉦を 7 月20日(金) に発送 します。

ビ デ オ 映 写 会 現 代 建 築 家 ビ デ オ シ リ ー ズ 第 四

制作・ 監1! } : " ' 7イケ J レ プラ， 7 ウ y ド

日本訴版制作 ー党先 J 己 デル 7 ァイ 研究所 党先 ) Lj可

日 時 1990年 7月 23 日( 月) 1 8 :  30  - 20  :  30  

会 場 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 会 議 室

( 大 阪 駅 前 第 3 ビノレ21階 )

ミース ・プァン・デル・ ローエ リチ ヤード・ マイヤー

4  

l  ミース・フ ァン・デル・ローエ MI 白 川 D E R R OHE  Ｈ ＵＸ ｾＩ＠
近代建築に大きな影響を及ぼした巨匠の生誕百年記念作品。 自身

の哲学 ・デザインアプローチを語 り、そ の作品 を紹介する 。

2  リチヤード・マイヤー RI CHARD MEI 配 的 )

明るく洗練された 「白い世界」の建築作品を紹介し、次の時代に

向けて飛躍する 7 イヤーを採る 。

定 員 30名

参 加 食 会員 500円、 一般1，000円 (合、缶ジ ュース、消費税)

申込方法 ハガキ、 F A X、電話で 7 月16 日( 月) までに (社) 日本建築

協会事業謀へお申込みください。催し名 ( ビデオ l映写会・

現代建築家ビデオシリーズ第 5 回) 、氏名、会員 ・一般の別、

勤務先、参加証送付先、電話番号をお知らせ願います。

(社) 日本建築協会事業謀

干530 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

F AX  348- 0634 T E L  348- 0633 

* 申込者多数の場合は抽選で参加者を決定 します。

* 参加E正を 7 月17 日( 火) に発送 します。
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神戸女学院とヴォーリズの住宅を訪ねる ' 憧れのキャンパスを散策

“ ゥーォ ー リズ ( w. M.  Vories)  n の名を耳にされたことのある方は、

大勢おられると思います。彼の名を世に広めた仕掛け人のお一人で、

ヴ、ォーリズの建築に関しての研究では第一 人者の山形政昭氏にご案

内いただき、見学会を行います。

ヴォーリズは、関西学院をはじめ多くの ミッション ・スク ールを

設計しています。神戸女学院は、その中ても彼の理想を最もよく 表

したキャンパスであり、ヴ‘ ォ ー リズの作品の中でも周指の名作とし

て知られています。 その神戸女学院を訪ね、まず、キャンパス計画

に関するお話を伺い、代表的な校舎 ・チャペル等を見学します。 そ

の後、近くのヴォーリズの設計による住宅の見学を行います。

土H濯の昼下がり、憧れのキャ ンパスを一緒に散策してみませんか。

日 時

集合場所

1990年 7 月14日( 土) 集合13 :  30→閉会17 :  30 

阪急電鉄今津線門戸厄神駅前

( 詳細は参加証にてお知らせします)

山形政昭氏( 大阪芸術大学建築学科助教授)
議

定

師

員 25名

L>. .  

立文 会員 1，000門 会員外1，500円 (消費税含む)

ハガキかF AXまたは電話にて、氏名 ・勤務先名( 学校

名) ・連絡電話番号 ・参加証送付ー先及び所在地 ・郵便番

号 ・催し名称 ( i神戸女学院とヴ、ォ ー リズの住宅を訪ね

るJ) ・会員 ・会員外の種別をご連絡下さい。 申込締切

1990年 7 月 6 日幽。 申込多数の場合は刻! せんにて決定

の上、参加証をお送りいたします。

(  EI本建築協会事 業 課 大 阪 市 北 区 梅 田 ト1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 T EL. 06-348-0633 FAX.  

06-348-0634)  

費

申込方法

会山形政昭氏 プロ7 ィ- ) レ

1949年三 重県生 まれ. 京祁工15繊維大学建築T . 芸学科 卒 業。同大学院修七謀総修 r0 現在、

大阪立芸術 大'芋建築学科助教授。 11 本ili: 代 挫築専 攻。梓由、 r ヴ ォー リズのwもJ (住まいの

凶 ｾ ｾｾ官。 ￭ｈ｜ 版 ｉ ， ｊ 、 ＱＹＸＸ 年 Ｉ rヴォ ー リズ的建 築 J (自1I 元祉、 1989年) 等 多数。

※ 積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社 よ り 協賛 い た だ き ま し た。

4 日本建築協会新入会者ご斡旋

お思頁い

本会は大正 6 年 3 月創立以来、建築法規の法11，IJ 化に努めたほか、

わが国初の住宅博覧会の開催、四会連合工事請負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、建築界をリードするとともに、 一般社会との

結ぴつきを深めてまいりました。 また、建築界の総合団体として常

に建築関係各部門の連繋と調整に当たり、相互の親l陸、共存共栄に

立を注ぎ、会誌 「建築と社会」の発行や、朝食会、慾親会の実施、

笑務に直結した諸種の事業活動を行っております。

これらの事業をますます発展させるため、会只増強運動を展開し

て会勢の伸展をはかりたく、新入会者のご斡旋をお願い申し上げま

す。事務局は、屯話06-348-0635です。

‘ 'B  9，..._，9  0年版日本建築協会会員名簿

頒布お知らせ

日本建築協会発行の ' 89- 90年版会員名簿に残音11があります。

この名簿は、建築界に活動される会員の現況 ( /I j 身校 ・現住所 ・

勤務先・所在地) を紹介するばかりでなく、官公庁 ・学校 ・関係諸

団体のほか、建築事務所、建設、建材、設備その他関係業者の主要

なものを業稜別に収録しており、円常業務に大いに役立つものとお

もわれます 。 何卒お只い求め下さるようにおＡｾＮｉ￮ぃ欲します 。

購入申し込みは、本会事務局 (06-348-0635) へ。

記

1. 休 裁 B 5  f lJ  280貞 本 文 lょ質 紙

1 . 定 価 3，000円( 消費税含む) 干310円

「 谷 山 隆 さ ん を 偲 ぶ 会 」 と 追 悼 展 の お 知 ら せ

住 築家 谷山除 さんが、今年 4 IJ 15 目、 ジョギング'1'i こ屯1泌さ れ ました。 大阪 ・

梅 m貨物跡地利用情惣 " GATHERSHl i 怨" を発表するなど、 住民に兵書1I に まちづく

りを1mいかけていた谷山 さんを 低 ぴ、友 人、知l人が発起人とな ってiEぷ会 (発 起人

代 表 :l¥il J t 氏) と迫仲泌が行われます. 協 力は、新 日本ill 築家協会、十l 本主主築協

会 、大阪府主s築 仁会、新証s築 家技術. { ' ; 集問の F定。

- 谷 山隆 さんを偲ぶ会

11  11与 1  990
i
l' 7 月17 11ω 午後 5 時30分 - 8 時

ｊｾｩ＠ I許 制，:1; 会館 8 JIl'i Ｈ 大阪 ，ＱｩＧｬ Ｇｾｬ ｬ 備後町 Ｒ Ｍ Ｕ Ｍ Ｘ T E L  06-231  4881)  

11日合 先 参加l希望者 は、竹 Jf. U量二( 無イ1主I! 築 U J} T E L  06-443  2250) さん へ 7 1I  7  

ＱＱ まで に申 込むこと 。 会 Ｇ ｬｾ 10 .0001'1。

・谷山 隆追怖展

11 I1年 1990年 10月 1 II UIト 1011 7 11 (11)

場 所 町110 制センタ ー ( 大阪 市' 1' 央lメ釣節目f2 1  7  T E L 06  946 6114)  
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平 成 2 年 度

‘ 日本建築協会評議員 (敬称略)

一 一 一 一 一 日 本建 築 協会 会 告

平 成 2 年 度

4 日本建築協会役員会務分掌 (敬称略)

( 電気部門)

恭 士 ( き ん で ん )

貞 雄 ( 八 千 代 11 l 設工業)

騰 (中 央 電 気 工 業)

信 英 ( 莱 係 工 業 )

永 造 ( ヤ マ ト 電 気)

( 管工観門)

弘 ( 須 賀 工 業 )

甲 子 雄 (扶 桑 11 工 業)

守 弘 ( 朝 日 工 業 社 )

至 成 ( 日 比 谷 総 合 設 備 )

昭 秀 個 原 衛 生 工 業 所)

(連材部門)

忠 三 郎 (平 田 タ イ ノレ)

義 夫 ( 主 主s 工 業 )

年 光 (タ ジ " 7 )

孝 太 郎 (原因セメ ント 化工)

: 荒

岩

( 妓術部門) :  L > -

寸

幸 男 ( 多 弁 建 築 研 究 所 ) : 草

俊 彦( 大剛平建設監理協会) : 山

政 昭 伏 阪 芸 術 大 学) :  

治 徳 (清 水 建 設) ; 臼

輿 ー ほ 畿 地 建 計 画 謀) :  

:  )1 1  

昭 夫 ( 大 阪 建 物) :摂

年 人 (里 村 建 築 事 務 所) : 日

兆 右 {大阪市都市艶備局，) :  

:  i半

健 治( 修成建設専門学校)

宏 彦 ( ミ サ ワ ホ ー ム )

力日

裕 紀 t大阪府建築部営繕室) ，よ

( 総合郵門) : 小

俊 夫 (松 村 組) ，岡

俊 一 伏 日 本 土 木) : …  

修 二 (鴻 池 組)

点 甚 (西 松 建 設)

消 次 (三 井 建 設)

公 普 俊 史 建 建 設 ) ，林

賞 久 雄 後 藤 建 設) ; 盛

宏 ( 問 中 建 設 ) : 森

義 雄 (水 /l11  組) :宮

隆 二 (UlI 組) : 福

日 出 夫 (浅 沼 組) : 井

秀 雄 機 木 工 務 庖 ) ，稲

正 世 (戸 聞 建 設) : 消

保 夫 (銭 高 組) : 雑

敏 男 (奥 村 組) : 永

利 隆 (金 剛 組) : 神

朝 男 (中 道 組) ・山

夫 ( 銭 高 紛

男 (多井議築研究所)

巻

崎

村

原

本

保

幸

橋

井

隊 長 潟

耐. 畏 多

平

井

印

形

川

田

一

之 (愛 知 工 業 大 学 )

!JJ  (中京テレビホーム C)

文( 伊晶磁E築設計事務所)

tJJc ( 宮崎辰五郎建築事務所)

男 ( 初 氷 建 設 )

美 ( ア オ ケ ン )

登 伏 之 木 建 設)

ー ( m m 工 務 庖)

央 伐 佐 賀 設 計 )

博 休 長 建 設 )

治 ( 仲 治 昼 )

明 ( 伏 見 工 業 高 校 )

金

輝

雅

辰

敏

弘

向日

幹

井

瀬

谷

崎

四

日

崎

永

上

築

田

賀

長

谷

口

藤

原

山

田

村

笠

村

手

出

中

間

井

塚

出

僑

木

剛

道

藤

村

石

尾

尾

川

多

片

山

荒

金

楠

星

下

下

名

前

三 ( 束 畑 建 築 事 務 所)

次 (日 建 設 計)

一 俊 蝿 袋 詰 計 輯 府)

潔 (京 都 大 学) )  

) 総務 ・会計・編集1f!当

明 (日 建 設 計) J  

宏 保 畑 建 築 事 務 所) )  

ト会 勢・ ｾ ｊｫｬＧｩＧｾ刑事 ｦ 旦 当
ー (鴻 池 組) J  

謙

猛

正

y 、i

.L>、

畑

本

野

多

袋

川

池

名誉会長 束

" 塚

会 畏 佐

副 会 長 金

ヨE

市

鴻 藤

伊

内

白

瀬

問

中

富

田

水

石

大

上

楠

高

三

金

中

( 0印常任理事)

敏

克

昇 伏 林 組 )

普 ( 昭 和 設 計 )

夫 ( 川 伴 窯 業 )

ｾ ｉ ｉ＠ (住 友 電 設)

季 ( 鴻 池 組 )

平( 大阪域口研究所)

ー ( フ ジ タ 工 業)

ー( 愛 知 工 業 大 学)

宗( 清 水 建 設)

{言( 戸 田 建 設)

二 (竹 中 工 務 脂)

雄 G丘 畿 大 学)

自11 ( ユ ニ オ ン )

治 ( 大 成 建 設 )

治 ( 日本撞畢構造住情者協会)

朗 ( 大阪府建築部)

理事

( 総務) 6名 : 0大 岡

浅 海 正 雄 ( 浅 海 電 気 ) : 0 岡 本

伊 藤 良 彦 (三 晃 空 調)。 川 岸

大 林 芳 郎 ( 大 林 組 ) : 0 小 林

中 西 孝 ( マ ン テ ン ) ・ 鴻 池

松 村 雄 吾 (松 村 組) : 0 城 口

O 村 上 秀 夫 伏 阪 域 ホ ーノレ) : 0 辰 巳

( 会計) 5名 (  中 島

奥 村 俊 夫 (奥 村 組) ｾ成瀬

銭 高 普 雄 (銭 高 組 ) ・ 西 川 秀

平 尾 勝 (ダ イ ダ ン) : 0 八 十 島 健

堀 亀 久 治 (三 機 工 業) :  ( 事業) 7名

0 前 野 段 太 郎 ( あ め り か 屋) : 坂 井 亨 介 ( 熊 谷 組)

( 編集) 10名 ;  今 村 祐 三 郎 伏 阪 池設業協会)

井 上 笠 伏 阪 大 学 ) : 鈴 木 雅 夫 伏 阪市都市野備局)

O 金 井 弘 次 (日本建畢総合試駐所) : 0 西 村 良 平 ( ンアターデザイン)

O 小 山 雄 (鹿 島 建 設) : 藤 木 鍬 三 ( 藤 木 工 務 庖)

城 悠 一( 住宅都市竪備公団) ， 堀 内 史 自11 (第 一 工 業 )

O 須 賀 好 w ( i l i : 畿大学) : 0 三 品 哲 夫 伏 阪 市 建 築 技 術 協 会 )

竹 中 錬 ー (竹 中 工 務 庖 ) :  (研修) 5 名

0 深 江 笑( 大 裳) : 0 片 倉 健

O松 村 俊 三 ( 浦 辺 設 計 ) : 立 野 -

O 精 神 宏至良月後井建聾訟計事務所) ， 平 島

若 山 繁 ( き ん で ん ) : 0 久 徳

(会努) 121， 和 問

浅 沼 敏 夫 ( 浅 沼 組) :  

行

繁

四

一

服

輿

日L至回松専務理事

調)ｾ＠晃清四良11 (三i (l. 尾組)井治{ 新組員

( 監事)

牧 回

平 成 2 年 度

4 日本建築協会特別委員会委員敬桝) 4 日本建築協会支部長 (敬称略

一 ( 愛 知 工 業 大 学 )

己 (首切磁祭器十事務所)

俊 Ｈ日新 建 設工ｾ

秋 (日 興)

正

{変

島

出

山

本

中

井

北

平

東 海

京 都

和敏山

中 国

- 企画委員会

協会の今後の運営を検討、審議する。

片 倉 健 雄 G丘畿大学建築学科)

松 村 隆 三( 布I i 辺 設 計)

三 木 敏 男 (奥 村 組j

三 品 有 夫伏阪市建紛支持協会)

村 上 秀 夫 ( 大 阪 城 ホ 一 川

山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

和 田 克 朗 ( : ; k阪府 建 築 部)
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日本建築協会会告一一一一一

平 成 2 年 度

4 日本建築協会常設委員会委員

- 編集委員会

会誌「建築と社会J の 企 画 編 集

・・集理事

井 上 盟 ( 大 阪 大 学 )

金 井 弘 次( 日本建築総合試験所)

小 山 雄 ( 鹿 砧 建 設 )

城 慾 ー (住宅 ・都市墜備公団)

須 賀 好 t J G l i : 畿 大 学)

竹 中 鎌 一 (竹 中 工 務 応)

深 江 笑 伏 装)

松 村 峰 三 (浦 辺 設 計)

構 事11 宏 至朗 俊井建事蹟計事務所)

若 山 繁 ( き ん で ん )

. . 集委員長

。 構 1111 宏 至朗 自正井控築設計事務所)

. . 集顧問

* 束 孝 光 伏 阪 大 学)

. 特集小委員会

計画系分科会

( 計画系)

梅 村 宏 尚 ( 伏大阪市計踊 1勾品羽)  

f河可 立端描 ヲ秀号 直( 但日 建 設 計刊)  

小 詰泊浦1首I 久 子韓総悲合剥在設 骨計刊|り)  

如 雨 幸 子 ( 伏 太 脇船)  

企鈴 木 克 彦 係 都 工芸滋維太学紛)  

ど/::;回 中 直 人 (榊事紳h戸市 l開羽発}，川白'U

中 井 省 吾 巳 井 不 動 産)

松 川 敏 正 (肘 竹 中 工 務 庖)

山 尾 弘 子 G位主活環境文刻{化じ研究斯附)  

検 l関刻 3其z 紀 (繍積水ハウス刈)  

吉 村 英 祐 伏 阪 大 学 制)  

( 建築計画系)

石 山 道

ム 上 杉 秀

江 副 敏

北 村

A 佐 藤

塚 本

刃 金

三 沢

森 田

矢 野

山 中

山 本

男 後J問築設計事務所)

隆 (浦 辺 設 計)

史 (日 建 設 計 )

潤 併E畑建築事務所)

不 二 男 伏 阪 大 学)

史 郎 (鴻 池 組)

国 男 伏 林 組i )

真 理 ( 大 成 独 政 )

H育 美 悦 ぬ 主II 設)

裕 芳 (i! 'i 水 建 設)

恵 子( 山中恵子建築設計約

匡( 竹 中 工務J i S )

( イン テリ ア・住宅系)

石 倉 健 彦( 住宅・都市隻備公団)

大 森 智 子 (武庫川女子大学)

大 橋 n: 由 美 (大 林 組 )

ム 力n m轟 カ( 京都工芸繊維太学)

事11 谷 剛 (竹 中 工 務 J苫)

企 北 浦 か は る (大 阪 市 立 大 学 )

駒 問 哲 男 ( AD &  A )  

西 川 純 一 [昭 和 設 計)

編 凹 由 利 ( アト リエ ・ドゥ)

増 地 秀 夫 (積 水 ハ ウ ス)

事構造分科会

和 泉 一 義 (束畑建築事務所)

稲 葉 繁 夫 機 建 築 情 造 設 計 )

角 彰 (竹 中 工 務 1百)

多 賀 謙 蔵 (日 建 設 m

馬場研介ｾ阪大学 Ｉ

ム 山 崎 雅 生 伏 林 組 )

般信分科会

安 倍 浩 一 ( 邑錯薗コンサルFント)

池 田 秀 行 衡 菱 冷 熱 -C l ! )

ム 遠 藤 進 ( き ん で ん)

梶 井 宏 修 G l i : 畿 大 学 )

ｦ 百ｾ t:1! 1隆 之 (河津隆之事務所)

伊 達 正 雄 伏阪 市縮市盤備局)

別 所 iif (.松 Fi lt 器 産 業)

施工材料分科会

ム 有 光 利 治 (成 品 建 設)

植 問 実 (il 'i 水 建 設)

河 戸 峰 。 白 水 ハ ウ ス)

志水史ｾ伏林組Ｉ

松 村 衛 伏 阪 府 営 繕 室)

村 上 信 直 (竹 中 工 務 庖)

法令分科会

佐 藤 勝 (京 招府土木建築部)

ム 島 田 総 至 L兵庫県都市住宅部)

高 橋 l噂 之 伶l'戸 市 住 宅 局 )

寺 田 恭 信 伏 阪 市 建 築 指 導 部)

松 井 H召 伏 阪 府 建 築 部)

. 作品作風小委員会

荒 川 朱 美 t京都芸術短期大学)

遠 藤 公 介 (竹 中 工 務 庖)

尾 崎 久 純 (束畑建築事務所)

岡 本 隆 (日 建 設 計)

@ 北 部 修 一 関鴎築設計事務所)

玉 崎 良 平 日 伏 阪 府 建 築 部)

富 回 目 義 t大 林 組 ! )

福 地 一 彦 (il 'i 水 建 設 )

前 川 治 彦( 出i川治彦建築研究所)

松 Hl 普 弘 (昭 和 設 計)

O 宮 下 幹 雄 ( 大 建 設 計 )

水 川 尚 彦 ( 住友信託銀行)

宮 崎 ひ ろ 芯 侠雌県郷市住宅部)

・会員企画小委員会

仔f ｊＨｾ 有 Ｑ Ｑ "'11  (日 建 設 計)

稲 木 緒 子 。J7II，-f コZ以神戸支社)

上 査を 京 子 ('17トトコ日付置支社)

尾 崎 俊 文 低 畿 地 建)

大 沢 智 弘 (il'l 水 建 設)

北 村恭 Ｍｾ建設計Ｉ

小 板橋鉄雄 Ｈ尉工コーかＭｾ，ＯＩ

小 林 本 - Gl i : 畿 H 本 鉄 道)

@ 佐 伯 由紀子後 ｪｾ 漣聾 設計事 務所 Ｉ

柴 聞 j写 ( t I 本 設 計)

O 高 日 l 光 雄 (京 都 大 学)

@ 高 橋 胞 子( デザイン・オフィスレイ)

塚 口 明 洋( 塚口1911地築研究竜)

増 淵! 日 利 ( 神戸市住宅供給公社)

. 広告企画小委員会

@ 池 淵l 俊 男 ( タ ジ マ )

佐 野 党 志 (松 村 組)

O下 村 市 (竹 中 工 務 庖)

橋 本 龍二 郎 ( 消 水 建 設 )

原 凹 常 介 (ク リ ヤ ?)

藤 日 l 孝 吉 (鹿 島 建 設)

山 下 修 司俊財線設計事務所)

O渡 辺 忠 保 洋 ン ヤ y タ )

- 事業委員会

見学 ・講演 ・説明 ・1民示 ・映画・慰税会

若い会只のよI ! いなどの企j i I Iiおよび実施

。 西 村 良 平 (ン 7 '1 ーデザイン)

②鶴 岡 ug 一 伏 林 組)

O 三 好 嚇 (竹 中 工 務 庖 )

. 見学会小委員会

南 次 且11 ( 浅 沼 組 )

A 伊 東 史 民11 (大 林 組)

ム 久 保 町 ヲ 苦 労 ( 円 建 設 計 )

ム 中 川 滋 ( 竹 中 工 務 庖 )

伊 藤 博 (松 村 組)

印 藤 義 博 伏 阪 市 港 湾 局)

平 成 2 年 4 月25 日開 催の 定例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設 委 員 会

委 rr を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬 紘 略 。 向l 委H 長 ③ 向l 委H 長代h 0 印刷委H J是

｀印 刷 委 ｈ 長代行 ａ 向 ＱＧ［Ｇ 刊 ｾ ... 向I幹事代行 本向1顧 問 職 場 名 1; 1略紘をmいました)

越 "''' ，1  ] . 支範傍証本 1: . t 草応)

悦 川 容 樹 (n'l 水 生II 投)

jゐ IH 民 彦 (紛 水 ハ ウ ス )

稲 山 前 夫 (成 品 挫 設)

郁 家 敬 伏 阪 府主II 築 部)

J i!_ 野 博 彦 (鴻 池 組)

松本ｾ草俊 Ｈ 束知 ｬ 挫築 Ｇ Ｑ ＾ 務所 Ｉ

.lIll HI  芳 次 (1ej F n築設計事務所)

敵 本 文 彦 伏 成 建 設 )

会

昌

良

重

武

光

山

川

孝

公

哲

員噴

見

村

部

村

井

勝

笹

川

阿

場

本

藤

村

橋

続

本

村

西

内

閣

原

奥

州

川

酒

伊

小

門

紙

木

坂

佐

下

両

側

谷

川

中

山円

・
0

ム

ム

A

ム

志後予防E藁4師事務所)

進 (東側主II 築事務所)

禰 ( 住宅 目前打世間崎公団)

次 ( 紅毛 榔il瑠備公団)

治( 野村 ill 設工業)

夫 伏 林 組 )

彦 ( ラ汁 ，7計画事前i)

行 (竹 中 工 務 応)

彦 ( 昭 和 設 計 )

ｾ伏阪府主主築部 Ｉ

自I1 (1刻凶l( t 力建設部)

稔 (束畑建築司王務所)

ム 尾 崎 光 広 (竹 中 工 務 !日

ム藤 井 俊 彦 ( 大 成 建 設 )

上 即 刻 (1血 品 建 設)

問 忠 生 ( 銭 高 組 )

i山 橋 慾 117{ (松 村* l l )

中 川 徹 (h'l 水 建 設)

. 工高生教育小委員会

Ｐ 中野吉 ｉｾｾ (凶野 IJ 1工業高校)

A 植 松 村f ぶ( l j 畑氏附・定時劃)

A 和 問 版 Ij 1 伏匝市立工芸高校)

今 村 h'J 二 保 畑 建 築 事務所)

小 山 将 史 (堺市立工業高校)

武 日1 雄 二 ( 刊J:t 高位定時制)

出 溺左 目恐 怖11 品 工 業 高 校)

永 島 敏 郎 後Jrn聾設計事事所)

三 宅 育 児 (布 施 工 業 高 校)

水 山 鳥 羽 目11 ( トl 挫 設 計)

- 建材委員会

建材コ ンサルタント 新挫材の紹介

阿 部 修 (松 村 組)

緒 野 達 雄 (竹 中 工 務 応)

岩 円 勝 (大 ill 設 計)

岡 山 川 (奥 村 組)

。 金 井 弘 次 (11柑事総合試験所)

ノl、i ! S 努 υ三 成 建 設)

O近 藤 達 夫 (大 11 本 土 木)

末 木 俊 1 I i { ( 11 建 設 計)

問 中 立J は 阪 セ メ ン ト )

竹 間 三 犬 ( 湖 池 組 )

近 様 - 'JL (H凶悪縫合試量所)

中 係 正 治 ( 大阪 府 建 築 部)

土 屋 勝 俊 ( 鹿 山 建 設 )

戸 ER 111¥ 二 ( 雌 木 工 務 庖)

轟 泰 輔 ( 熊 谷 組 )

西 川 純 一 (I I { { 利設計)

広 瀬 消 奈 (大 林 組)

文 屋 淳( 住主国，Ii 盤情企団)

伯 待 和l' t正胤E聾設計事務所)

* 場 内 三 自11 (Ji; . 京 都 大 学)

牧 聞 ， wi 治 (新 j l 組)

松 町 、 義 夫 σ; 1lI 建 設)

松 村 勝 実 (消 水 建 設)

松 本 市( 点畑ill 築事務所)

三 輪 哲 也 (銭 高 組)

O 元 木 貞 次( 鵬首エノジニ7 '1 ，， 1) 

保 田 幸 H召 ( 近畿地方建設局)

山 間 幸 一 (1則 凶 大 学)

米 川 治 水( N 廿防且聖断セノト)

枚 辺 博 (新 IJ 本 製 鎚 )

- 出版委員会

建築に i期する図書の企阿・編集 ・刊行 「主主

築技術選t ' わ特装版および〈プロのノウハ

ウ〉の企両 ・刊行

。 須 賀 1 < 子 山 ( 近 畿 大 学 )

0 111 III 修 ( 修建築事 務 所)

荒 川 治 徳 (n'! 水 建 設 )

ｾｉ 二 ｩｬ ｊ 1行 (松 村 組)

川 崎 公 雄 (鹿 島 建 設)

川 辺 麟 太 郎 (1胤 凶 大 学)

川 村 {圭 Hl J (111 村 建 築 精 造)

鮫 島 治 ( 大 阪 府 建 築 部 )

志賀 ＱＱ 犬府ｾＡ ( 1 附 相 設 計 )

谷 川 W f，{  ();i!( Cf ! i 栴専門宇佐)

藤 原 博 (大 林 組)

松 本 克 18( ( 大 成 建 設 )

安 LH 苧 (般 市 大 学)

7  

健 治 ( 修成挫設専門学校)

武 史 ( 7 ジ タ ℃ 業 )

和 夫 (袋 町 制 ! )

敏 和 ( き ん で ん )

美 喜 男 他 州 子)

稔 ( l j 日本量苦悩磁工事部)

宏 ( 三 五 商 事 )

. 若い会員の集い小委員会

0 抗 野 道 雄 (大 阪 市 立 大 学)

ム 大 川 和 彦 伏 阪 府 主 主 築 部)

ム 杉 本 真 一 伏 阪 芸 術 大 学 )

ム松 限 章 ( 竹 中 工 務 底 )

ム 絵 本 明 ( 浅井』建築研究所)

内 f'l' 毅 ( P P  1)  

小 nt 修 一 伏 林 組)

大森智子( i > ' l : f o ] lll l ! A子大学)

久 村 宗 憲 伏 阪 市 雄 投 局 )

然 ER 和 夫 (阪 急 電 鉄)

佐 々 木 H背 子伏阪市都市堅備対)

絞 チ|ニ 則 雄 伏 林 組)

ｾＺ ｢＠ 隆 男 ( 去藤忠雄挫聾研究所)

瀬 勝 良 雄 ( 西日本腕間総工事部)

問 中 康 (へ y ズ)

田 知i 重 明 ( 坂倉建築研究所)

竹 内 利 明 ( 浅 沼 組 )

ffli 野 奈 利 ( 大阪 市1: 11，，，整備局)

手 JL3 広 行 ( 住宅問市聾帽公団)

長 友 型 津 子 (長 友 “c ｾＩＧｪ 庖 Ｉ

ｊ Ｈ ｾ＠ i{己 n: (EI_主II i位 置r)

WI 1J 1  昌 彦 ( 大 阪 府 建 築 部 )

桝 凶 洋 子 ( 桃 李 合 )

ILJ 1. 圭一( i 1 1i 辺 設 計 )

ILJ 11' 1  杭l 弘 ( 車控コノサル P ンツ)

11 1  本勝彦 俊 ｊ ｾ 建築制門場所 Ｉ

山 本 i-'t (約 水 処 設)

徽 1J 1 隆 司 伏 阪 大 学 )

米 ) 1ニ 究 (東側主II 築事務所)

- 教育委員会

主II 築教育についての調子E、研究、講崎なら

びに」二抗生デザインコンクールなどの企

画および実施

。 片 倉 健 雄 ( j ! i 畿大学)

. . . 習会小委員会

0 金 IJI 宏 ( 大 林 組 )
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平成 2年度建築工事実務講習会 主催/ 掴 i去人日本建築協会

一一一 すぐに役立つ建築技術者へのガイド 一一

一歩踏み込んだ先手の計画グ 計画と一致した仮設費を.グ 迅速かつ合理的な積算グ

施工計画仮設見積積算業務

藤 井 俊 彦 氏

大成建設( 株) 大阪支l苫建築部部長

藤 井 孝 曇 氏

( 株) 大林組本庖建築工務部工務際畏

過 小 な 計 画 は 勿 論 、 過 大 な 計 画 も

許 さ れ な い 。 厳 し く な る 一 方 の 施

工 環 境 に 、 い か に 合 理 的 に 対 処 し

て い く か 、 そ の 要 点 を わ か り や す

く 説明 し ま す。

水 落 和 則 氏

( 株) 大林組本l苫建築工務部工務標畏

仮設費は、 一 般 に は 非 常 に 把 握 し

に く い 而 が あ っ て 、 つ い つ い 単 位

面 積 当 り 、 あ る い は 請 負 令比 率 の

み で 処 理 さ れ が ち で あ る 。 し か し 、

こ れ か ら は 特 に 介 型 的 な 、 迅 速 な

費 用 の 算 出 が ま す ま す 要 求 さ れ て

きます。

中 山 雅 博 氏

( 株) 竹中工務l吉大阪本盾見積部見積謀長

現 場 を コ ス トの 面 か ら 管 理 す る に

は 、 元 見 積 書 が必 要 な こ と は 申 す

ま で も あ り ま せ ん 。

よ り 合 理 的 で ‘ 正 確 な 積 算 業 務 を 解

説します。

趣 旨 ・ Ｑ 守公庁 ・ 設 ｊ十・ ｊｾ Ｎｦ ［元同 ｲ Ｎ 佐 ｅ 没ｾをはじめ、設備 ・ 日・純

と なと' 幅広い分野の 有能な技術? i を長成する 11的 をも

内 容 って表記諮問会を |井Hl li します。

申 込 下記受講 1" ;ぷl? に必要ヰ1工頁をご記入のうえ会費を添え

て本会総務課までお申込み下さい。( 現金送 H も可)

引替えに受講券を発行致します。

・とくに取りつきにくい施 1: 計111II と仮設凡打i、引場実

務の基礎である .h' t'f. t技術に取点をおき、講義します。

・また、 fill di環境の変化にff うil 、令 ・規恨の改 IEなど

む加え 、技術 の進歩、に ｕ Ｑ ＱＱ ， ｣ ［ した ｬｦｾ 新の知識の修行を

はかります。

・実例として 、 R C 0 . .l也ド I W， ・J也1- . 5附，池 田Jq育所

ビルをとり 1'. げ、その .{j' ｲ 司Ｈ ｾ ｦｊＱｉ ｬ から完 ｊｬｸ にす ｦ るまで

をわかりやすく解説します。

と き 平成 2 年 7 月11 日( 水) 午前 9 時~午後 5 時

ところ 建設交流館・ 6 階 ・603室

( 大阪市西区立売嘱 2 丁目 l 帯 2 号・ T. 106 543 255 1)  

定 員 1  0  0 名

会 費 1  2， 3  6  0 円 ( 合テキスト代) ※ 消費税を含む。

テキスト体重量 B  5 判・凶ぷ入り 3 1 0 n

他に「モテγレ盛物見縦割んと「モデル建物訓悩及ぴ施」淵同凶集J 有り 。

. '主i医能力開発給付金制度のi直Hl を受ける受講有は証 II}]C ‘ たしますの

て刷、必要舎類をご持参 F さい。

キ リ ト リ 線

平 成 2 年 度 建 築 工 事実 務 講 習 会 受 講 申 込 書

十tf.n法人 日 本 鐙 築 協 会 御 中

!IiI， 1副 書 4J-

1叶

'1'  zi ｉ 叶ｾ，
( ま た は 氏 名 )

;11 三J 'j ).1(1f: 円

'I l!. I必需りー

会Ｎ ｻｾ主 担、 Ｉｪ 法 - 持参 ・IJl1.: i且令 ・銀行J長込 ・その他(

申込締切日 7 月4 日( 水) ( f l ! L. ; Ul にi主し次第締切リます)

( 社) 日本建築協会

〒530 大阪市北区梅田 1丁目 l苦手3- 2100 ( 大阪駅前第3 ビル21 際)

T  E  L  ( 06) 348- 0635 ( 代表)

・受付時r : u 毎日、午前 9 時半~午後5時半但し土 ・日・祝日を除〈 。

- 詳細は、事務局事業課へお開会わせください。

No. 

千 成 2 年 月

受 講 者 氏 名

郵便版{ l ' U I1! ).:.阪 1 - 3 9 9 7 5

{ 上瓦銀行間関係主的 ( 拝hli.....S6加 34)  

三 和 銀 行 瓦 町 支 出 ( "  幻 0054 )  

λ; 相 銀 行 北 浜 J 正問 ( "  272234  )  

日

年 令

いずｉｬかに ｏ ｾｉｉ を付して下さい



杭基礎の重要性を再認識させる書

阪口理著 85判・ 168頁・定価3296円〈本体3200円〉

建築技術選書< 特装版>

< 目次>

1章 杭 の 種 類 と 特 徴 / 2 章 地 盤 調 査

3 章場所打ち杭の施工 / 4 章場所打ち杭の設計

建設工事に伴う験音 ・振動の比較的小さい場所打ち杭の

採用が増加してきた . しかし，地盤を緩める場所打ち杭

は支持力の面で不安があり，施工 ・工法の選定には注意

が必要で、ある. 本書では，地盤調査に重点をおき，杭基

礎の必要性と場所打ち杭を生かした使用法を詳しく解説.

P  

軟 |杭 jf ｾ＠
語I I↑最

↑完

負↓

の+

高+

中 4

一一ー ー-

E 正 ↑

ｾ ｴ＠

僚f

P  

、地

盤 ーーー

、変

位 一一ー

( 1)  沈下のない場合 (2)  沈下が生じた場合

企画 / 日本建築協会

〒6∞J;t 1$ di ト，;O>( -l<ilt J ，l 情通向かl院 lIi 人

ft075-343- 0811 振* ，;，都 0-26789 1  6 側学芸出版社 |  

建築基準法を1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

読みこなすコツ

高木任之著四六判・ 256頁・定価2060円〈本体2000円〉

法令を正しく読ん で運用 するコツを伝授. ゲ

< 目 次>

1 章 建築基準法を読みこ なすコツ

2 章 建築物の敷地の評価 (用途地域・道路との関係) から

3 章 建築物の造形的 な可能性 (床面積 ・高さ ) をさ ぐる

(補章) 良い環境の市街地 を創り出すための手法

4 章 建築物の構造形式 を決める (防水・構造)

5 章 階段を中心とした避難のための設計を行う

6 章 火災による被害の拡大を防 ぐ

7 章 建築物の室内環境 を整える

8 章 建築物の構造強度を確かめる

9 章 建築物の設備を充実させる

10章 建築手続きと建築工事ほか

企画 / 日本建築協会

〒6∞ 京 都 市 ドJ;(! J (本il O;{ 僑i岨丙制院lIi 人

宮 075-343-0811 援 持 1，;(/: 11 0-26789 E E蓮華型冨置・

9  



- プロのノウハウ新刊紹介

「建築基準法を読みこなすコ、ソ」高木任之著

高 木 任 之 ( た か ぎ た だ ゆ き )

・l昭和130年北所迫だ間諜工科十卒業

・主な勤務M : W.lt'-t'i!.主主F 必翠指導謀議! 儲由佐、自治省

消防肘' 防認識技術佐、千葉肘肺翻準備導課長、温泉生

省高11市局和的再開売却封殺専門官、同計l! i i 局宅地開発課建

設工事門官、宅I幽期発公団事且岱品長、 i王宅都市盤備公図書11市

| 剣先ヰ喋第一部長を経てi且'bj

・現; i f 、(財11蛾{ 車五百主主盟書欄惇専務理主1>，東洋大学主観

判十謝市 (耐 131伺・温室長法規j

『週路時準J去を読みこなすコツJ 四六判定価上 060門学芸

出版ヰ卸l

(. 7oo. J '切り，)

1 . 建築基準法を続みニなすコツ

L 建築物の敷地の評価( 用途地織・道路との関係) から

L 建築物の造膏A唱な可制全[ 床面積・高さ) をさぐる

補章. 良い環境の市衝地を創り出すための手法

4 ，建築物の構造形式を決める( 防火・構造)

5，階段在中心とした避艶のための蚊針を行う

6，火災による被害0滞肢を防ぐ

L 建築物の室内環境を整える

8 ，建築物の摘造強度を確かめる

9，建築物の設備を充実させる

10，建築手続きと建築工事ほか

出版委員会 山田 ｦｾ＠

読みこなすコツは惚なり

当 ｩ ｬ ｾ は、技術系の人を対象に「法令を読みこな

すコツ」を簡潔 ・新 鮮 ・活力( 文章の三傑) をも

って示した 「建築基準法の解明小説」です。 まさ

に惚 Ｈ 心を ｬｾ われてう っ とりとするＩに通じる本

て' した。

若者は、もと建設ヂ? に在任された法律の専門家

ですが、文章が極めて柔らかく、類書の若二{If - をた

くさん出しておられるベテランの文人です。

これほどまでに法令を楽しく、簡明に記述した

本は、今までになか ったと思います。 わたしも初

級技術者! I "IJ きに、 「建築基準法の解説啓」を予iJi!すか

出版していますが、当舎の巧みな構成力と表現力

には: f : t けました 。 わたし向身、じっくりと読ませ

てもら って反約すると同時に敬服し た次第です。

泌 ｉｬ ｬｾ 家の木村芳子さんのイラストが色とりをそ

え、とても気楽に通説できました。

多くの建築専門家ならびに建築科の学生に、格

灯の参考 ｾ ｉ ｽ Ｚ として使えますし、素人の方が読まれ

ても、 「むずかしく難解な建築法規」を退治できる

“小説的な物話" といえましょう 。

一度予にとり、との頁でもお開き下さい。 きっ

と親しみのもてる記述が 「読者の手を離さない」

と思います。

内容を眺めてひとこと

11i;1より構成されていますが、いままでの 「建

築ｾ，ｾ準法の解説書 」 とは、かなり異なった主主づけ

がなされています。 それにつれて各項もユニーク

な桃成にな っています。著者の幅広い知識が、柔

軟な表AJ l . となり、波う っているのです。 たとえば

宇II i 章では、- 規制lだけで良い環境の市街地が創り

出せるか、 ・特定街 lヌ一新宿副都心の高層ビル併

10 挫築 と社会/ 1990年 6 月号

を右IJ り出 した手法、 ーーなど、具体例を引きだし

ながら、図示と同時に簡潔に記述してありました 。

第 5 章を抜粋する

まず 「建築物から避難するとは」を記述し、向

然に 「避難階( 図示 ) J にはいっています。 あたか

も、人聞が階段 ・斜面路を通って避難階に至るよ

フlこ。

さらに、令23条を表にして説明するのは当然と

して 、 その説明が具体的で巧みです。 その - ifjl を

次に転記しました。 (131頁より )

『住宅の階段については、勾配のキツイいわゆ

るハンゴ段が認められています。 これは、階高を

9 K  (2. 7m) 階段を 3 尺 (90cm) x  6 尺( 1 .8m)

の空間に収めることができるように配l語、したもの。

けあげ23cmは、約 7寸 5分 (22.5cm) で、 9 I亡を

釘』るのに 12段でよいことになります。lif. fiii5 寸

(15cm) ならば、12段分でちょうど 6 尺( 1 .8m=  

15cm x  12段) となり、幅の75cmは、柱芯を 3 .k!. (90 

cm) とすると、 内径て' は 75cmとすることができる、

というものです。

鉄道関係の階段は、 ] R ( 旧国鉄) ても 他 の私鉄

でも、勾配は統ー してあって、踏面は33cm、けあ

げは 16. 5cmとな っているから、足元が見えない程

悦みあ っているラ ッシュアワーでも、作I となく安

心して l止を出せます。

そういえば、忍者落しの階段というものを見た

ことがあります。( 忍者落しの不規則階段の漫阿あ

り) ーー1  

このように 尺 を使い 、] Rや小学校の階段の笑例

にふれ、忍者用の階段に及ぶ記述は、布iJか小説を

読んでいくようにスムーズに進んでいきます。

記述の易しさが、読者への優しさに通じている、

と! 必じました。 ( ゃまだ止づきむ/ 修主lt 築<J' 務所)



「建築と社会J 6 月号表紙

表紙 与 点抽 ｾ［ｾ ｊ };，'j  ＼＼ｾ＠

表 紙デザイ ン 維 ｉｊ Ｑ ｾｦ￬￯ 事

長浜の船町

琵 琶 湖 点山 町 長 浜 は 山 〈 は 今 il"¥

と11'1' ばれたが、 16 世紀 '1' 可l に禿

占が官l ヱとしてここに! 日}岐 を 構

えて以米. fJt U のよ うな作鍛1 ]

状円相) ， !i;i l1llJ j を実地した 。 以後、

数代 的城 ｩ ｾ をねて田 ｉ は党以し 、

ｉ ｴｉＡ ［ ｬ￭ｨ 辺 町 ｾｉＧ￬ 坊としてＮ ｩｬｕｾｩ 油 、

浜 蚊 帳 、il¥ビロ ー ドなどの 織 物

産 地 と し て ‘ 近 世 大 い に 栄 え た

さらに ［ｪＺＺ ｬ ｦ， Ｈ や松原と ｟ ｾ Ｇ Ｍ［Ｚｉ ＺＵ似

三 iJ障の '1"L、I也として 特 怖 を与え

られた i/;J I上 交 辿 に お い て む 繁 忙

を極 め た.

明 治 以降、 鉄 道 的 発i主ととらに

町 内 線 態 は 変 わ った が . iJ: J I' の

船 主 速 のU:J I!; .町民_ ，. 船田 f (段、

朝I U田f ) には、両日付 を111' 、たぷ

l早い; J ; lll f);えがノトなお随所に見 句

れる 。

圃特集予告
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特集・国際花と緑の博覧会

SPECIAL  FEATURE  ON Tfl E  INTERNATl ONAL  CARDEN  AND  CREENERY EXPOSITION， Osa. ka， 

j apan'90 

第 2 回日本建築協会食入選発表. 必 EI I) パーシティ( 仮称 ) MK O ' 7ンシ ョン 建設工事見学

会. ビデオ i吹写会現代建築家ビデオシリ ーズ第 5 回. 神戸女学院 とヴ'ォー リズの住宅を訪ね

る 憧れのキャンパスを散策. 平成 2 年度日本建築協会役員会務分掌 ・評議員 ・特別委員会

- 支部長 ・1j; '設委員会委長 . 平成 2 年度維築工事実務講習会 3  

プロのノウハウ「建築基準法を読みこなすコツ j / 山国 修 10 

南 海 サ ウ ス タ ワ ー ホ テ ル 大 阪 - J立.汁。日挫設計 ・大阪監恩 : 南海電気鉄道 日建設計 ・大阪 一一 12

施 工 大林組 ・竹中工務庖 南海ill 設共同企業体

C OMS  G A R D EN  

刈 谷 市 中 央 図 書 館

企 画 京僑nIi 市セ ンタ ー 設計監理大建設計 一一 16

地工大林 熊谷 ・前田建設工事共同企業体

設計監理刈谷市建設部主II 築謀安井建築設計事務所 一一 20

施工 . 鴻池組 三栄組建設共同企業体

木 村 幾 次 郎 / 堤 展 子
2 2  

W alk ing ー建築家おすすめデートスポ y ト 東 孝 光 24 

「都市 ・集ま って住む形 j ( IIs 海邦傾倒若 ) 一一様々な集合の原理/ 塚口明洋 26 

21世紀大阪パウ プラン コンペ方式によるまち づく りの推進/ 杉本 浩 27 

平成元年度の事業報告
29 

打放しコンクリ ー 卜SEF ( セフ) システム 31  

建築と物件/ 前川道郎 I咲くやこの ;(Efi'g ( 6 )  / 森岡 進. 私が建築創りに考えること ( 6  )  

創 っていきたい建築/ 徳岡昌克. 装 飾 の 復 権 / 楠 正 世 32 

国際花と緑の博 覧会

花 博 建 築 ガ イ ド 基 幹 施 設 ・パ ビ リオ ン ・フォ リー ・ゲート - - - - - 34

ili 図百十画

花 の 万 博 会 場 全 体 計 画

政 府 苑 計 画 と 広 場の 空 間 構 成

環 境 装 置 計 回

「ア レ フ 」 裂 水 路 の 技 術 概 要

ライトア ッ プ 一 夜 の ｩ ｬｩｾ 出 のコンセプ ト

レ ポ ー ト

花 開 会 場 を 巡 っ て 一 会 場 全 体 構 成 に つ い て

株 と 環 境 デ ザ イ ン

大 塚 守 康 43 

大 間 武 一 - 4 6  

児玉 時 一一 50

1易団 主立 53 

佐 藤 不 二 男 一一 5 6

三 沢 真 理 一一 5 8

Iヒt' .'l 会 場 へ の ア ク セ ス

花 j:).'l を 契 機 と し た ま ち づく り 京 怖 を 中 心 と し て 一 山保 敏 和 一一 60

変 貌 す る 京 杭 駅 前 の 建 築J洋一一 K 2 ビ ル デ ィ ン グ ・コム ズ ガ ー デ ン ・者11山 住 宅

京 柿 ビ ル ・京 |仮 京 右 側 ビ ル%1i-UIi 大 森f1511チ - 63

リバウン ド対策と 測定結果 一 O B P キャンス ルタワ の現場駅理から / 消 孝好 一 一 一 - 6 6  

最 近 の 加 混 器 / 岡田和泰
6 7  

第15 回吉田五十八 it 決まる ，OP TI CAL  ACRYL I C IL L USION ' 90. 写真家 ・村 井 修 氏 、 第

6 回東 川賞受賞. 兵庫県立近代美術 fi 'i i開館20周年記念特別展 「日本美術の 19世紀」一一一一一 6 8

日本建築協会月 間の動き ( 平成 2 年 4 月分 ) 70  

チ ャールズ ・グワス ミ 近作を諮る / i布団 学 71  
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南海サウスタワーホテル大阪

日建設計・大阪

南 海 電 気 鉄 道 日建設計・大阪

大林組・竹中工務庖・南海建設共同企業体
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南 it iJlIl 鉄壁n波駅の上に建つこの超高層ホテルは、

Ｑ ＹＷＲ 年から始まった同駅改造整備 Ｔｾ 業の最後を締

めくくるものであり、また関西国際空港の ｉｭｾ 牲に

向けて始動しつつある難波駅周辺再開発の先導的

役者IJ を但うもので、高島屋ゃなんば C 1  T  Y など

の商業施設とも連動した国際級ホテルとして、大

阪ミナミ発展の核となることが期待されている 。

悦存の建物の上に立地するため、ホテル玄関への

sjj f，niなアクセスが求められたが 、車には、地上か

ら駅屋上へ一気に 上れる S 字状ランプを設け、ウ

Ifi{ J!i J述-:'1

l  附エレベーターホール吹抜け

配 置 図 1  :  6∞o  

オークインの答には] j : 皆や 3 階駅コンコースから しい盟かな空間 - 広〈高 〈明るいエントランス

シャトルエレベーターやエスカレーターを設置し、 ロビーを超高層客室僚の直下に創り出すという構

さらに 51渚では高山屋とスカイウェイで繋ぐなど、 j主的要11組に敢えて挑戦し、3 I l 皆分吹抜けの大空間

一連の既存建物を生かした案内のよい多械な動線 を設けた 。

を計画した 。 また、既に建設の完了している下部 「花の万博」に合わせて 3 月29 日オープン 。 1993

椛造の上に、当初j の計画より高〈鋭肢も大きな建 年に予定されている関西国際空港開港の晩には高t

物を載せるため、外装を経企化し、建物のコーナ 府特急で30分と 、市内のどのホテルよりも新空港

ーを 自1] り取 って 風の抵抗を減らすなど、様々な工 に似利 なホテルとして、名笑共に大阪のまiJ j しい表

夫を凝らしてランドマークに 相応しい特徴ある外 玄関のンンポルとなる 。

鋭を構成した 。: a : には国際級ンティホテルに相応 (横一川隆一/ 日建設計 ・大阪)

6 階エ/ トランスホール( アトリウム)

1  ，首平面 図 1  :  3000 
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" ，百世 l付7 ー ル
高:五
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所 在 地 大 阪 市 中 央 区 難波 5 丁目 1- 6 0

敷地 面 積 33 ，886. 38 m'  ( ブ ロック全体)

建築面積 28 ，759. 22 m
' ( 既設含む全体)

延床面積 67 ，778. 37 m'  

構造規模 S R C 一 部S ( 5F以下 ) 、S ( 6F以 上) 、B3 F 、36F 、P2

最高部高 さ G L  +  147. 00 m 

工 期 1988年 4 月一1990年 1 月

最 寄 駅 南 海 電 鉄 難 波駅

撮 影 川 元 斉

香 2言合! ! T:

6 '皆平面 図 1  :  1500 

1; ' 1' ・u

10附レストラノ( フランス 判 PI')
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C O M S  G A R D E N  

企 画 京 橋 都 市 セ ンタ ー

設 計監理 大 建設計

施 工 大林 ・熊谷 ・前田建 設共同企業体
所 在 地 大 阪市都島区東野田町 2 - 6 ー l

面 積 広 舗 4，322
m

'  

百五長主 東建コンサルタ ンツ 広場その他 5，678m
'  

電 気 栗 原工業

構造規模 RC、地上| 階、地下 2階

工 期 1988年 6 月一1990年 3 月

空 調 高 砂熱学工業

最 寄 駅 J R、京阪、 市営地下鉄京橋駅

給排水衛生 西原衛生工業所大阪底
撮 影 河野 豊

点よ リ飢た全j止

16  也聾 と付金 !日90'1.6) い;



l 階 平 面 図
地下 l'首 平面 図

地下 n昌 平面 図

丘、品a(x1;( 広場エスカレ ー タ一也! リ (XJ;(

日l 担1Jj 1; 伐>.ト 1. i.J品 f主j』t

17 
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「国 際花と 緑の時覧会」への主嬰アクセスとなる 地下 鉄 7

号線の始発駅が京紙公園下に計画されたことにより、公極!

と 一 体化した快適な地下都市 ｾ ｉ Ｚｮ として当コムズ万一テン

が立案された 。

この施 設は 、都心における交通rrv) }j眠の結節点とし て、111合

タ ミナルの性絡を持つと共に、行11心広場機能と、その中に

あって 、ゆったりとしたくつろぎの 中で、食。を楽しめる

機能が備わ って いる 。地下通路からアプローチすると 、突

然地上感覚の広場がＺｪ｟ｾ税し、一瞬 の ｩ 金 ｩ さいを感じるが こ の広

場には、 01 : ゆい光と !!12Eが広がり、風が心地よ くそよぎ 、

そこが地下であることも、又都心であることすら忘れさせ

てしまう 。共有のエクステリアとしてのこの広場は 、 r p  

1  A Z Z A .  NA V ONAj のように視覚的には完全に図

エスカレーターとキベノヒー

まれた外部空間ではあるが、それを二! 習に取 りまく耐空IHl

・姐} i ! i i からはインテリアの大きな要素として存在する 。 そ

の 婆素を高め、より列 ｊ 架Ｚ的て Ｂ 限定された ｾ ｉ ｈｬ とするため、

広場に入り込む動総による 14f. J 口苦11にヂIJ柱を. i M絞させること

で処遇! している 。 この地は桜にちなんだ土地flij から桜の花

弁を モチ ーフ に用い、 6 色のピンクで彩られている 。 l照明

灯が輝〈版 、エスカレータ ーとキャノピーが浮かびあが り、

その新奇伯と幻311的な 芥凶% は 、尚一業主I! 築としての存，(J 二を

航極的にアピールし 、賑わう人々を楽しませている 。 この

広場と、広場を囲む商業主 lilJ fJ' " やや 償却t な半 CJ ＱｾＮ 空ＯＱ｜ＱＢ

ホ コミ ュ ニケーシ ョンの Ｑ Ｔγ として地域に定 Ｏｩ ｾｴ すること

を願っております。

( 山下幹雄 ・相Ii 谷i交介/ 大建設計)



ｾｕｉ 時スロープ ! 照明I苔とエスカレ ? - ( !!!jIVJnf デザイン/ イ，..J H干イ氏 )

区一一干I 司

モニュノント r. 鮮のぷ」小出( ，i 夫作 B2J よ品;

19 



刈 谷 市 中 央 図 書 館

設 計 監 理 刈 谷市建設部建築課 安井建築設計事務所

施 工 鴻池 組 ・三栄組建設 共同企業体

電 気 中電工 事
{  糸

具 イ ト ー キ

'ニhL  調 高砂熱 学工業

主J -7レiE五 三辛口シャッタ ー工業

金 属 製 建 具 太 田商事( 三協アルミ ニウム工業)

{暫 生 日設工 業 内外装金属(一部) 大向 商会

¥一ーーー』ー一一ーーーー

，、 1 ・ J つ

④ 

配誼図 [  :  2，000 

20 也援 とH会 lω 0'1: 6 11¥; .  

J j u占し I J  

外観 ｾｴ ｾＨ｛Ｈｉｪ＠

所 在 地 愛 知 県 刈 谷 市 住 吉 町4

敷地面 積 6，007 .75m'  

建築面積 2，029 .92m
'  

延床面積 5，509.  18m'  

4荷造規模 RC( 一部S) 、 3F ( 1部 4F )

蔵害収容能力 52万冊

工 期 昭 和63年 10月 ~平 成 2 年 3 月

最 寄 駅 J R東海道線刈谷駅

撮 影 ア ー キフォト K A T O

" /  .' Il ，. タワ

主申

マ

l 階 平 面 図 1  :  [， 000 



刈谷市は、名古屋市の南東部に位tll し、自動車関

連企業が 多〈 立地する活気にi 1. 1. j ちた都i I i であ る。

この新中央: 図的館は、昭和45年に開館し てか ら手

狭にな ったIEI 中央図書館機能を拡大し て新たな教

育文化の創造と発展に寄与する中心施設とすべ〈 、

今後の発展が期待される市役所東部住吉町に新設

された 。隣接する美術館と 一体とな って緑に閉ま

れた広場を共有し、彫刻J (松本光司作) やベンチ、

美術館のインフォメーションタワーを自己して 、市

民のだ1いの場と なるよう環境を強制ii した 。 そして

前而道路に而してカリヨンのあるシ ンボルタワー

ブラウジング コ ナー

配置し、夜 IHI のライトア ップと共に街並に彩 りを

与えるよう配慮した 。 また施設内では三層吹抜の

床暖房を備えたブラウジングコーナー ( 新聞 ・雑

誌 コーナー ) を伝統的な万燈ま つ りを拙いたステ

ン ドグラ スで釘li り、さ らに 1 I滑の C D コーナーの

窓外には壁泉をパ ックに コルテン鋼の彫刻 ( 脇田

愛二郎作) を自己し 、音楽鑑賞や説告ーの合間の気分

転換に一役を担 っている 。

地域文化情報・コミ ュニケーションの 中心として

の役割を栄すため、各種の1il ¥4. J>; ・国際化に対応し

た設備を有する視聴覚室と大小会議室を設けた 。

1  ｉＧｬＧｩ ｙｾ ｩ￮ＡＮ ｉ ｾ Ｑ 梨閲覧 室

北側外観 y ンポノレタワーを 見 る

ｉｾ￮ｦＡＡ ｾ テラス

とくに同時通訳設備を有する大会議室には一席当

り幅60cmのゆとりあるメモ台付固定附を設けてい

る。 また様々な視覚情報メデ ィアによる歴史や文

化・娯楽に; 接することがで きる A V . C D コーナ

ーおよび展示コー ナ一、 録音 ・編集機能を備えた

調整室も設けられた 。

この施設が従来の図書館のイメージから脱皮し、

気較に芸術 ・文化 ・歴史に接することができ 、市

民生活に街活した親しみがもてる図芯館として広

〈市民に 利用 され ることを !UI 待し ている 。

( 大1::i'JLff. / 安井建築設計一事務所 ・名古屋事務所)

3 附大会 議室
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京都の鉾町に生まれる悉皆屋さん一一屋号は万足屋

写 真 / 畠 山 崇

22 也 殖 と付会/ 1990' 1' - 6 11'; 



木村幾次郎( き むら・いくじろう)

着物のオート クチュール・コーデイネーター。

その人に似合うデザイン、布地選ぴ、1: 1:立て及びアフタ

，.、 か い 守

一ケアまで全て h う。= 古来、悉皆屈と呼ばれる 。

小学校二年から紙|車|祭りの長 刀鉾で峨子 j 'j ( 銃 ・i'fi ・太

絞て:'uir奏される「 コンチキチ ンJ の紙l週蝶子のi五i炎 者L

是正 Hが熟練する と、筒方 ・太銭方になる 。現在は指担I(を

とる太紋方をしている 。

木村幾次郎様

先日は祇園祭りについて熱くお話しして下さりありがとうございま

した 。

知人から「紙園祭 りが大好きて。話好きのおもろいやつや」と聞かさ

れていて 、祭 りと聞くと Jul i弗き肉踊る私はあなたにお会 いできる日

をワクワク して待っ ていました 。

祇園祭 りと 言 えば日本三大祭りのひとつで疫病のや11、牛頑天王 を祭

った千年の歴 史を 持つ祭 り。七月 一 日から 一 ヵ月間続き 、十七日 山

鉾巡行が京都を巡るというぐらいの知識しか持たない大阪人の私な

どは感心するばかり です。

たと えば、磯子1=; の練習 は六月 一 日から始まり、曲目は二十三 曲あ

り、四条通 りを巡行する 際演奏す るスローテンポの l幽ができ たら 一

人前であること 。 自分がそうだ、っ た様に息子 さんもウムを 言わさず

蝶子 方にさせてしま ったこと 。新しい紙悶雌子 を作曲する のは、並

大抵でなく、 IUl を演奏するたびに大発見があり、マスターするのに

一生 かけても足らないこと 。

新しいことはないかと過ごすクセがついている私は考えさせられて

しまいました 。それは山鉾についても 言 えることで、新しく変える

ことより迎合しないことの方が大きなエネ ルギーがいるのですね。

新しい物を作ることは修理という形で組み入れられるけれど、復元

を越えるザングリ( 迫力がある物の意かなりしたものは、できな

いとのこと 。特に、観光化しつつある紙悶祭りが、観光のために伝

統 がj討されるのは前せない 。 と、力をこめておっしゃ ったのが印象

的です。

私は、伝統というものはあくまでも、排他的な くらいに地域と血族

により守られながら未来に進んでいくという 美学 に根ざしているも

ので、 真に生命を保っ ている 祭 りや行事はそんな美学に支えら れて

いるのだと思いました 。

紙園祭 りは 、京者1Iの聞I 並みがフルスピードで変わって もマイ ペース

で進化する祭りであり、今年はテレビで鉾を見下ろすのではなく、

鉾を見上げて現実のエネルギーの氾濫を JULで感じようと、いまから

楽しみにしております。

堤 展 子

23  



Walking 一建築家おすすめデートスポット-

今回、デー トコー スを 紹介 してくださるのは、建築家で大阪大学

工学部環境工学科で教鞭をとっていらっしゃる東孝光先生である 。

「う ん、 デー トコ ースね工」と少し考えられた後、 「うん、や

っぱり ここしか ないなア 」と言うことで青年の 日の思い 出のつまっ

た町を案内していただく ことに なった 。

... .. . どんな所だろう 。私たちの知らない大阪 7 ・… 。と期待してい

たのだがお忙し くてわずかな時間しかとれないとのこと 。

(現地を歩 くことは無理かナ ー … 。)

大 阪 市 内 の 焼 け 残 り を 歩 ( - -

. . . 空 堀 商 庖 街 か ら 長 堀 通 へ|

東孝光先生

24 也聾 と11:企 1990'1'- 611  ，;  

高低差の ある路地空間 ( スケッチ/ 岡本進一)

大学にお訪ねしてお話をうかがう約束の時間までにあと数時間と

言うとき 、 「もしもし 、今 ( 地下鉄御堂筋線の ) 千里中央にいるん

でオが出てこれませんか? 実際に場所をご案内しますよ」 。

思いがけない先生からのお誘い。 i 今 日は大学院のゼミ代りに一

緒の見学会にしましょう」とのこと 。30分後には学生さんに固まれ

たきさくな笑顔にお会いすることが出来た 。

地下鉄谷町線に乗 って、谷町 6 丁目で下車。

「ちょ っ と今日は歩きますからね。{業は早足ですよ 。ついて これ

ますか? J と念を押され、駅構内 の案 内板を指きしながらコースの

説明をしてくださ った。

先生が示されたのは、空堀商庖1t1から長堀通、竜造寺町、内 久宝

寺町 と!j 戎火の下に焼け残った古い 町並みの コー スだ。

「伐の学校は治水谷町にあ ってね、ちょうど J R 玉造 と上本町 2

丁目の問の辺りかな 。学校の友達もこの辺りに多くて、よく学校帰

りに遊んだものさ 。僕はこの谷町 4 丁目、 6 丁目 、 9 丁目で育った

ようなもので、すねU と辺りを見回す先生は懐かしそうだ。

戦前は大阪船場島内は平らなところに家が多か ったが、谷町の 6

丁目の辺りからは台 地に 沿った斜面地に町屋が沢 山並んでいて、わ

ずかな段差がかもしだす情景が大変おもしろかったそうだ。高台の

おかげで焼け残 った町からは今でもそのま主囲気が感じ取れる 。

空土問商庖街を束へ先生は家路につくような足取りで歩いていく。

紺| い路地に出 くわすと、ふとのぞきこむよう に奥を見る 。 また行く

と違う路地に出 くわす 。私た ちまでつられてのぞきこんでしまう。

それは野次馬の気持ちと言うよりも 「こんにちは 」と挨拶し たくな

るようなそれである 。

以前な ら紛| し、道であ ったところも専が入れるように徐々に広げら

れて子供たちの遊ぶ姿も少なし、 。路地はお向いさんと の架け 橋であ

り、安全な子供 たち の遊び場であったの だ。

狭いその l隔は窓からお 向い さんに声をかけるのにちょうどよい距

自IUこ‘。

他人 の家は覗けても 窓を閉めれば充分守られる プラ イパシー。遠

からず近からずちょうどよい 「間」がとれていたのだろう 。

私たちが昨今かたくなに プライパシーを守ろうとしている反 面で

大切な何かをなくしているのだと痛切に感じた 。



どんどん広がる再開発の波。

「者[1会で古い 町並みを残していくことは難しいことですね !? J と

の私たちの言葉に東先生は 一一一一一一。

「建物は壊れて 、ま た新しく築かれてもその土地のもつ特徴 、伊IJ

えば微妙な段差やその土地のスケールを大 切にしてほしい。段差を

然現にならすのでは な くその風景を残してほしいのだ 。手J、が幼い頃 、

地蔵さんの台の上に 釆って下を 眺めると 、 さらに下方にある家の庭

と屋般が見 えた。 まるで別世界のでき ご とのようだ ったものさ 。篤

きが一杯あ ったね。現代建築でもそれが 出来るはずだよ u

おそらく建物だけでなく平面的には納| し、路地 、立体的には土地の

段差がこの土地に沢山の顔を作っていたのだろう 。

先生は言葉を続けられた 。

「僕は建築にス リッ トをよく用いるのだけれど、それは建築と建

築との隙聞の こ とで距離の置き方とでも 言 うのだろうか。 日本古来

の建物に見られたような縁側、廊下 、室や堂で反戸外空間と室内杢

聞の融合、l ' ! Dち陰と| 場を大切 にしているようなもんだよ 。 これも考

えてみると路地や坂の町で育 った伐の幼児体験によるのかもしれな

いり また先生は 、日 本は土地 を区域で分けすさたのではないかと感

じていら っ しゃるそうだ。簡単に 言 うと住むためには住居地域を設

け、働くために商業地域 ・工業地域が区分けされているのだが 、住

む側 にと って仕事場が近 くにあると便利だろうし娯楽がも っ とそば

にあ っても良いじゃないかと思う 。 このままいくと表はあ っても裂

はなく、空間に奥行きが失われていきそうだ。区分が進み技術が: i i 主

む中、単純に 地形を変えずにその土地のも っているくせを活かした

建築を右IJ っていくべきだと常々考えていら っしゃるそうだ 。

まだまだ続くであろう建設ラ ッシュの 中で真剣に取り組んでいか

なければならないことと思う 。

*  

東先生が今回案内してくださ った谷町近辺は 、テートコース 、テ

ートスポ ッ トと言うよ りもあ た りをうろうろする 、散策するとい っ

たものだ った。 いつも目的地に向か つて歩いてばかりいる私たちに

は心 のゆと りをもて る良い時間だ ったと思う 。

また 、今橋にある大阪大学発祥の文化財 適塾を見学し 、昔のIlr] 家

の内音11: l l i 聞を体験 してから散策に出かけると 尚、 フルコースが l味わ

えますよと先生は付け加 えられた 。 皆さんも是非一度お試しあれ f

八百屋さんのある 風景( スケン チ/ 岡本進一)

植木と 石畳が美 しい路地

現地を歩〈

• • • • 

と き 平成 2 年 5 月 9 日

と 二ろ 大阪市中 央区谷町

企 画 会 員 企 画小委 員 会

Olr ec tor  U.  KYOKO  

s.  YUKIKO  

1. YUKO  

25 



評
量

目

『都市・集まって住む形d J ( 鳴海邦碩編著)

一一様々な集合の原理

.lJL代 日本の 住宅 、 あるいは 集合住宅は 、一 見多

様化しているようで 、笑際には現代日本の家族{象

Ｎ 相会像 ・ 生き方に対応して釦 ｬ 合いＮｴ ｾｊ ＧｴＧ￭化してい

るのではないか。 そんな現状の 中で、本警は世界

各地の 「集ま って住む形」の実例を具体的に 研究

する 中から( 歴史的 ・地理的に範囲を広げる 中で)

その多係性を見い 出 している 。 それは 、その社会

・地域のもつ多機な価値観に基づく係々な集合の

原 ｬｬｬｩ を見つけ出そうとする編若者の ＭＱｾ した姿勢

が、ここでも見られる 。

近代人の居住地に対するイメージとして編著者

は 「近代の街づく りの根底には 、近代がもっ 『他

局りへの指向性があるように ，思う u と述べている 。

少し長い 引用になるがその原肱| についての若者

の考えを以下に書く 。

' 1933年 、フランスの建築家ル ・コルビュジェは 、

自らが中心 とな って結成 した近代建築国際会議に

おいて、 『緑 ・太陽 ・空間』 を者11市の目株とする

ことをもE笑し、多くの人々の共感を得た 。 コル

ビュジェの考 えは近代のルネサンス的な指向に基

づ いていると 言える 。 ーそうした計画理念の普及

の中で、新 しく生み出されてきた街は 、伝統的な

形をもはやとらなし、 。私たちが長い間育んできた

者11，1，の像は 、過去のもの 、むしろ害をもたらすも

のとして J合てられる ことに なった 。 そして 、コ ル

ビュジェやハワ ドなどによ って先導的に示され

たような、新しい運動で健全な↑im値観に 基づく居

集合へ」 という六つの主主に 別れ ており 、それぞれ

をテーマにした 小文によって構成されている 。た

とえば 、 4 丘上の都市 ピティリア ノ ( イタ

リア ) では 、中世ml に集 {主が進んだ丘の上の IIrr に

ついて 、加藤晃規氏は次のように記述している 。

「町の中に 『ヴィア』 という本通りが東西に 三

本 、こ れらをつなぐ 小径が縦横に走 1) 、魚、の骨の

ようなノ マターンをつくる 。補助的な小径をヴ ィー

コロと呼ぶ。臓は二メートルほど 、多 くはスロ

プや階段だ。 住居は、ヴ ィアやヴィ ーコロに而

i

@

 

塚 口 明 洋

があり 、地蔵盆がそこにあ った。 まるで 者11，11のオ

アシスのようだ った。執筆者の橋爪和1
1
也氏は 、大

阪の居住スタイルについて 、 「非定住唱の生活へ

の憧れが 、このまちでは支配的であ ったように 思

えてならない 。・
0

・土地の l呪縛から Wr き放たれた者

たちが 、 ｬ ヨ ｬ 主 ｬ に浮遊し待 Ｑ ＧＱ回する司 ｼ ミ定住 Ｑｾｾ の長屋者 Ｑ Ｑ

市 。 それは、あるも ｾ ｉ 床で 、 きわめてアジア的な柴

住形態である u と述べて 、その 中に新たな築住の

方向性を見いだすことができるのではないかと 間

いかけている 。

最後の 24. 新しい集合の形を求めて 大阪 ( 日

本 ) では 、多様な宝 IMI づく りに ついて 、 D社の社

宅計画を通して述べられている 。

「私たちが見てきた各I也の19I Jで印象的なのは、

i主まい群の外部空間が多様性をもつことだ。 この

社宅計四づくりでは 、二つの計画ポ リシ 一群が設

定された 。 r生活のあり方からみた計画のポリン

ー』 と 『空間づく りからみた青|闘のポ リシー』 で

ある 。たとえは 、 『窓辺をつくる J 0 ぞには: 合、辺

があ り、 読書や制み物などをする r l明るく居心地

のょいところ』 とい った空間的な怠 l! ; j えがある 。 ま

た街路 を見下ろし紫色をながめる窓であ り、外か

ら見られる ことを立識した窓でもある 。

伝統の村から現代のマンションまでト

人が集まって暮らす

生活空間の形に欠かせないものは?

世界各地の実例から、これからの

住まいのあり方を考える。 叫 } 州1111社

「次に特徴的なのは、内と外の関係を配地ーして

いる 点 である 。 路地 のような通 路 ｾｾ ｬｬ ｊｬ 、 ｦ 平庭や光

庭の ｾ ｉ ＭｉＺ ｜ Ｍ ｬ 。 こうしてできた新しい Ｚｓ ＧＺＺ ｉ Ｍｕ Ｎ ｊ は 、居住 者

{土地が目指されるようになっ た。近代の様式の 出 にずいぶん詳細li されている u

現である u して玄関をもっ。上階の住戸も専用の玄関を路上

にもつ。当 然、 道には 多数の玄関ド アが百iするこ

著者はそれに 対 して疑問を投げかけている 。 とになる 。 ー夕方になるとヴィーコロに子供や老

人、主婦たちが出てきて、内戦をしながら外気を

「コルビュジェやハワードのイメージを原形と 楽しむ 。 そこは住戸群の細長い中庭なのである 叫

する新しい街は 、 むの足りないのである 。 そのも

の Ji りなさから脱却するにはどうしたらいいので また 、14 非定住市民 を支えた長屋 大阪 ( 日本)

あろうかu では 、かつて大阪のまちを埋めつくしていた長屋

について 「多機能空間としての裏長屋/ 規格化さ

このような問題意識から本告が苦かれており、 れた居住システム/ 非定住型生活」という観点か

本ill: の中にそのヒントが拙かれている 。 ら苦かれている 。ぼ〈自身 、建築学科の学生だ っ

*  た頃、大阪の非戦災地区の屋外生活空間を調べた

笑際にとりあげられている事例は 241こものぼり 、 ことがある 。 その時 、現在 中央区にな った空掘商

その各々は 9 ページほどの小文にな っているので 庖街付近の裏長屋を初めて訪れた時の感動は今で

非常に読みやすくな っている 。 それらは 「集まる も鮮明に党えている 。表通りからは想像もつかな

形の不思議J ｲ 商いがつくる ｉｦ ｾ J  r高官居住の形」 い特徴のある屋外空間が迷路のように広がってい

「新都市と郊外 J r植民 ・移民の都市 J ' 新しい た。機々な職種の庖があり、共同井戸のある空地

26 挫車と社会/ 1990'1" 6  11 ¥; 

11; 一年 、ぼくもこの社宅 を訪る機会があったが、

笑によく計画された楽しい 外音 ｲ ｜ｾ ｉＺＺＱ であ っ たのを

記憶して いる。

11.1.午 iJljt li傾氏には iiii に 『アーバン ・クラ イ"7; 7ス

収象とし ての生治宝 I:¥J 宇一J Ｈ 筑摩 ［Ｚｾ ｲ ＱＷｮ とい

う村一告ーがある 。本当をI I . ! I じ 、fj二まいのあ り方、生

活空 I:¥Jの! 杉について興味をもたれた JJ は、さら

にそちらの本を i先まれることをお的めしたい。

より詳細に氏の考えがまとめられている 。本誌の

ほうは、一般の方々を含めて中id広い人々を対象と

して 、読みやすく苦かれている 。

( っかぐち・あきひろ / 塚口明洋建築研究室)

朝 日選 書 398
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鳴海邦碩編著
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211世紀大阪ノ Y ウ プ ラ ン

ーコンペ方式によるまちづくりの推進一

大阪府てすま、府下におけるコンペ( 提案競技 )

方 式 に よ る ま ち づ く り を 適 切 か つ 効 果 的 に 推 進し

てし、くために 、 コ ン ペ の 主 催者 ( 主 として IH下 市

町 村 ) を 対 象 に 、 そ の 指 針 お よ び7 ニ ュ ア ル と な

る r21"1止紀大阪パウプラン ー コンペ方式に よ るま

ち づ く り の 抑 進 J ( 以 下 「パ ウ プ ラ ン 」 という )

を 作 成 し 、 昨 年 12月 に 発 表 し た 。

今後、本プランに基づいた公正で弾力来的なコン

ペ を 、各 'J'; 業 主 体 がl仔下の各地 で 尖 施 す る よ う 誘

導 し て い こ う と 考 え て い る 。

以 一卜に 、 パ ウ プ ラ ン の 策 定 に 弔 った 背 対 と 、 ハ

ウプラ ンの 慨ｾをＮｩￆべさせていただく 。

策定の背景

近年 、 住宅 ・ 都 市 Ｑ Ｔ ｾｊ 発の子法として、コンペ Ｉｪ

式 に よ る ま ち づ く り が 注 目 さ れ て い る 。 そ の-IT:l ;t

と し て 、 コ ン ペ 方 式 の持 つ次のような平IJ .. ，') . をあげ

ることカf て“き る。

1  ) ま ち づ く り に 多 く の 人 々 の 英 知 を 結 集 す る

こ とにより、十j 会 J;! 筑の変化に対比、した新しいア

イ デ ア や 、 魅 力 あ る 都 市 対 似 の j形 成 に 寄 与 す る 優

れ た デ ザ イ ン を 得 る こ とができる 。

2 )  ＱＨＱ Ｑ｜ Ｑ に ｴｦ ｲ ｦ ｩ Ｇ ￮ されたＺ￭ￊ Ｑ 凶力、 Ｇ ｊ ｾｾ 力を活かし

つ つ 、地 域 の 活 性化 を 図 る こ と が で き る 。

3  ) ま ち づ く り に イ ベ ン ト 性 を 導 入 す る こ とに

より、 ｲｬ￯ｬ Ｈ のまちづく りに対する関心を ｲ Ｇ， Ｚｾめるこ

とカずできる 。

大 阪 1(1処築指導課では、 | 口じの よ う な コ ン ペ )j'

式の ＱＧ Ｑ｝Ｎ ， 止をまちづくりに生かすため、白ら ＧＱ ｏ［ｾ，方向

とむ って 、11({f1l 62年 度 に 交 針 ，Ij' j  I  ｾ山 地区の府 ｕ 宅

供給公社所イi . t 也で一戸，建て住宅を' i ' 心としたまち

づ く り コ ン ペ を 尖 施 し 、1I !{f 1l 63年 度 に は 只 塚 市二

色の浜地区 の ｉ ＨＮｦ 企業局施行のＮｴ ｾｬｬ ＮｬｌＮｴ也 Ｈ二 色の浜ノ、

ー ク タ ウ ン ) の 一 首I1で 中 117i附l I 5介L i 宅|干l.t也の コ ン

1 )  
3 )  4 )  5  )  

対象地の基能的調査

ペ を 笑 }j血した 。

一方、現状では、コンペの笑施に| 県lす る ノ ウ ハ

ウ が 自 治 体 等 の 主 催 者11111に 十 分 議 航 さ れ て い る と

は い え ず 、 な か な か 尖 施 に 踏 み 切 れ な か っ た り、

辺 に 、安 易 に 実 施 し て 純 々 の |問 題 を 引 き 起 こ し た

リした WIJ も見られる 。

こ の た め 、上 述 の コ ン ペ 実 施 の 経 験 を 路 ま え 、

コ ン ペ 方 式 に よ る ま ち づ く り を 適 切 か つ 効 米 的 に

推進していくための桁主| およびマニ ュアルを 策 定

する こ ととした 。

策 定 に あ た っ ては 、1I({.f 1163年 jJEからー1(I i¥(:iI :J ドl止

にかけて、ｾＺ， ｬ 絞れ験計ごすからなる ｲ Ｒ｝ Ｂ Ｑ Ｑｉ紀大阪ノ ぐ

ウ プ ラ ン 推 進 協 議 会 J ( 委μ i と 大 久 保 ハ一 大

|以人:"f 教 j 1 '川 、ほ か ]I r ，) を 設 ;i
/
.: して験， i-tを

if( ね て い た だ い た 。

パウプランの概要

本 プ ラ ン は 、 A 4  '1ヨ120ペ ー ジ の小 1111- f - て¥次の

2 在日からなっている 。

第 1 は 、 「コンペルー式によるまち づく り桁H J

で あ り 、 ま ち づ く り に コ ン ペ を 導 入 す る 目 的 や 効

米、 パ ウ プ ラ ン の推 進 ) j ｾｩＮ などを述べるとともに 、

本 プ ラ ン に よ る コ ン ペ の 満 た す べ き 法 本 姿 f'l 二とし

て 、次 の 5 項 目 を 仰 げ て い る 。

1  ) 公 平 な コ ン ペ で あ る こ と 。

r.l 'ウプランJ という名称について

「パウ 」とは、 ' jjt 造物」などをむ。昧するドイ' / ｵＺｾ てＧあ る Ｎ

1'4 ドイ ツでは 、ま ちづくリにコンへ ん一式 を;U入L . iJ r 全体

を ｉ ｊｾＢ ， ｊ 品に礼立 て ‘そこ で縦リ ｉ ｌ［ げら ｩＮ L. る也l ! ' : i Mf )J それi'I('[>:

をoI i l ( ゃ凶作 '1' の人々 に悦" 、する地前を r イノターパウ J ｾ＠

と名付けて j氏| 消している

これに倣 って、大阪I(.f ドで繰り IL; げられる科フロ ジェク ト

にコンペ 1i 式の導入を凶り、 lEI 際r.t;，!i 大阪に 4 ・さわしい 「印

とリ J と 「うるお¥' J のあ るまちづく リの: JUJI. をl刈ろ? とす

る，:hllri を ' 21世紀大阪パウプラン 」とt ，('Jけた 。

6  )  7)  8 )  

一

の

間

一

者

矧

↑

寡

業

一

応

作

［上 Ｉ アイデアコンへ等では ， 対 ｾｊ也 の Ｉｴ 舵 ＨＱＧＩ ，泊代 」 や ， 9 )  ，品辺 契約→Ｚｕ ［ｾｈ ・ 主 ｬｬＢ Ｚ Ｂ ｊ 苛

を ，"，のチ ペー トから除いたフローチセートが考ょこりれる

設計コンペ・ 事 業 コ ン ペ 等 の 一般 的 な フ ロ ー チ ャ ー ト

2  ) コンペの最長官および条件をは っ き り さ せ る こ

と

3  ) 応 募 者 に 治j主ーの負担を ';rrl いないこと

4  ) 公1m悩こを日める こ と

5  ) 入選集決定後、その起s旨を打i な わ ず 処 設 ・11!

営 さ れ る こ と

ｾＲ は、 「 まちづくりコンペのＩ，ｦ施マニュアル」

であり 、 ま ち づ く り の 各 段 階 に 対 応 し た コ ン ペ の

形 態 な ど に つ い て 解 説 す る と と も に 、 下 図 に 示 す

コ ン ペ 実 施 の 流 れ に 沿 って 、ij ii 仰 の 松 本 袋1'1ーを具

体化した ｗ ｬ ｴｬａｾ ｊＩｬを記述している 。

おわりに

大 阪 I(.f 処 築 指 導 諜 と し て は 、rI 日IrT村等の事業、

体 が 、 本 プ ラ ン に 法 づ い た 公 正 で 効 果 : ('(J な コ ン ペ

を、 fl' i'極 的 に 尖 地 さ れ る こ と を mlH してい る。 こ

の た め 、 大 阪 府 の 後 j) . 2 名義の使 }IJ 広 認 や 、細 部 の

ノウハウの従 ｦ ［Ｉｬ，など 、 各 ｈ ｩＮのｻ史 Ｇ ￺ Ｚ を図る ｪ 羽ＺＧ￰ｾがあ

る。

本 プ ラ ン の 活}FJI こ よ り 、 附 下 の 各 地 で コ ン ペ ) j

式 に よ る ま ち づく りが進められ、その. J . RW ' 迎行4

刻') J ，gーを発担!( し、21世 紀 に 向け た 魅 力 あ る 大 阪 のま

ちづくりに託子与する こ とを願っている 。

( 大阪府建築部建築指導課翻登係 杉 本 浩 )

- ニュース

( 財) 大阪建築防災センターでも

防災計画書の評定 を/

ｪＧ， Ｇ［ｪｬ 刊 住築物等に係る防災計凶 ｪＩ ｾｾ Ｚ の，ｆｬ ｉ 定

に Ｎ ついては 、 これまで Ｈ ｬｬｾＢ Ｉ ｾｉ＠ Ｋ ， ｩｬｬｾ セン

タ ー で 行 わ れ て き た が 、 平 成 2 j l 4  ) J か

ら、大阪! 下l 下の建築物については、 ( 財 )

大 阪 処 築 防 災 セ ン タ ー で も 止l'定 業務 を 行

うこととな った。

同セ ン タ ー で 評 定 を 行 う こ と の で き る

往 築 物 は 、庁l' 定 を 裂 す る も の の う ち 、 高

さ が60m以 下で 、 建築Ｉ，ｾ iVi位、白i¥38条 の 規

定 に よ る 建 設 大 臣 の 認 定 を 必 袋 と し な い

ものに| 彼らi . L る。

詳 細 は 、!日l セ ン タ ー ( 下 記) ま た は 大

阪 府 下 各 特 定 行 政 庁 ま で。

J!;j '[l j 法 人 大 |坂建築|リj 災 セ ン タ ー

〒 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 !UTJ - ] - 2

( タ イ ム ス ビ ル 51精)

Tc! 06-943- 7253 (代表 )

建築と村会 l削 '1，611¥;- 27 
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干 660 川 崎 di ll{休11 1判辿リ 3 - 26 松本ヒノレ ι 治大阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

人ー|以 . )L' )+!  .  ?" ，1， h{ ・jム山 ・点条 ・メ1) 谷 . Ａ､ｾＡＮ＠ t#l 

干 335 成 di 塚 越 5 r  11 6 徐 32 サ' ，l ! : 訴厳 ( 0484 ) 42 - 3115( 代 )

*-1ヒ- 見[ Ji{ ・|弘1* . 熊谷

轡

デンカC S Aファミリー製品

-安ニ. . nCSA ( 膨張| 主jil 和材) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ＮＮｮ Ｎ，ｾ，ヨニＮＮ Ｈ クラウト用無収納材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ ＮＮｮ 守 Ｒ ーデ吻 ｉｊｾ Ｈ 生喜一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・雪ニ. . nES(土質安定用 急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・害ニJ nI J OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土
ふ

玄業 株 式産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社 ・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 ー 0 1 3 3

ネ土

A

Q

玄浦 産 業 株 式

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大 阪 ( 06 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東 京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社

コ
ト

式

社

榛

. d.  

' ;ZI: 

-・・・圃・-・・・・圃

ネ土

A

Q

玄洋 物 産 株 式光

28 

TEL  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 (0 6 )  

主 ｴ 誌と ｉｉ ｾ ， 1!Y.l O' ト6 )1¥; 



|G B R Cニュース ……… ｈ … ｛｛ＧｒｉＧｾｔ ＺＱｩＱ ｉ＠
平 成 元 年 度 の 事 業 報 告

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 議 白 台5 - 8ー 1 〒565

電 話ー ( 06) 872- 0391 F A X...( 06) 872- 0784 

業務 時 間 平 日 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 ・ Ｙ ・ ＰＰ ｾ ＱＲ :  OO( 第 2 、第 4 土曜休日 )

当 試 験 所 の.!] H 長は 、 地立主主主備事 業 、受 託 試 験 業務及び附，j持率 業に

大 別 されますが 、平 成7じ年度 ( 平 成 元 年 4 月 1 日~平成 2 年 3 )-131  

日) の概 要 は 次 のと お り で す。

なお、 (  ) 内 は II i'M日63年度の実紡て、す。

1.施 設 整 備 事 業

主な 施 設 ｾｾ ｻｩｭ としては 、ｽｩｐＮ ｕｬ ｬｩｬ 計 ｩ Ａｩｬ ｬ 筒 の拡娠 、カ テ ン ウ オ ー ル の

l晋11¥1変 位 試 験 装 世 の 設f丘、サンンヤインウェザーメーターの附設、

床 梁 試 験 炉 の 改 造 な ど で 、 事 業 総 額 1 f窓700 万 円で実施し、た しまし

fこ。

2 . 受 託 試 験 業 務

平 成 元 年 j支の受・託試験は、件数で前年度比 2 6 % 憎の 28万 7000{il' 、

金 額 で同 4. 3 % 附 の 13億 3 千 万 円 と な り ま し た 。

1  )耐 火 ・| 幼火試験室

アスベストの問題などから、これに代わる| 耐火被覆材を使用した

柱 及び泌の l耐火付iiiE試 験 が 大 l隔に出? 川 l しました 。

a) 耐 火 構 造試 験 … 82 ( 48 )  {il'  

b) 1りJ 火 杭 造試 験 ー .. 82 ( 99 ) 件

c ) 防火材料 試 験 一489 ( 465 ) 件

d) 1幼炎性能試 験 他ー 16  (1 1) 件

百十 669 ( 623)  件

10 ，680( 9 ，550) 万 円
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3){f . 熱 ・動 j瓜庄試験室

{il 数は若干. l t;' :1J11 し ま し た が 、 金 額 で は 逆 に 少 こ し il';¥( 少 し ま し た 。

a) {i 一 科 試 験 ・ ...... 615  ( 564 ) 件

b) 熱 試 験 ……・ 113 (118) 件

c )動 風圧 試 験 一 . . .117 ( 93) 件

d) グ リース 阻袋詰誌の 性能 試 験 ・3 ( 9  H牛

言l' 848 ( 784) 件

15 ，860  (16 ，650) 万 円

4 )材料 試 験 室

ド|数、 金 額 と も 前 年 度 と 比 べ て か な り減少 しました 。

a)有 機質材料 試 験 ・・・… ' 98 (120) 件

b) 無 機 質 材 料 試 験… ・ 一・・ 771 ( 935 ) 件

c ) そ の {也 - 一 …・ ・18 ( 22) 件

百十 887 ( 1，077)  件

22 ，070 ( 28 ，300) 万 円

5 )工 事 用 材 料 試 験 室 及 び 分 室

件 数 、 金 額 と も 51続 き 地'加 し ま し た 。

a )工' l ¥用材料試験室 - ー75 ，980 ( 68 ，180) 件

b) 大 淀 分室 …・ … ー … e ・e ・70 ，020 ( 70 ，410) 件

c )堺 分 室 ・・・……・・・・ ' 65 ，690 ( 72 ，120) 件

d ) 京 都 分 室・・・ … …・ ー29 ，240 ( 27 ，070)  ｾｉ＠

e  Ｉ Ｑ ｊｮ ｬ ｾＧ 川分 室 …・………・・… ＴＳ ， ＳＴＰ ( 39 ， 160)  ｻ ｾ，＠

計 284 ，270 ( 276 ，940) 件

63 ，250 ( 59 ，510 )万 円

3. 附帯事業

1  )，建築絡j ' ii 業務

:(E と紘の ゆ 覧会 の i評 定 業務は、前年度にほぼ終了していたため、

3 件 だ け と な りました 。

a)処 築 技 術 安全 務 査… … 36 ( 28)  1斗

b)花 TH: J :展，建 築 物 等 評 定 3  ( 24 ) 件

39 ( 52 ) 件

2 ，480 ( 2 ，730) 万 円

Ｒ Ｉ 公示検 ｾｊｾ 業務

工業標準化法に 基づく J 1  S マーク表示許可工場への検査て、す

が 、平成元年度は件数で 30 ( 133) 件 、金額で 223 (984 ) 万円 と大

lt /j 日こ i減少しました 。

3)受託調査業務

前年度と同 じく 4 件を 受託 ・笑施しまし た。

4 ) 講習会等業務

前年度と問機に大阪府 「コンクリート工法に関する指導尊要綱」

に基づく指定研修を 2 回笑施し 、646 (690) 名の方が修了されま

した 。

5 )建材研究会

この州究会は ( 社 ) 日本建築材料協会と共1i!iで笑施し ており、 会

員数は 30主l です。rfri;j 火 ・防火 、音 ・熱及び ifu;t 久性の 3 分科会に分

かれてお り、 工場見学 ・勉強会を 33回開催しました 。

6)海外技術協力

亘際協力卒業団等の依頼により 、職員をフルネイ 、シンガ ポー

ル 、インドネシアに延べ 7 名派遣するとともに 、 ヨルタン及びブ

ルネイより研修生を延べ 4 人受け入れました 。

也 事 と社会 1990'1日)1¥; 29  



第己回中小企業優秀新技術賞新製昂賞受賞
R E NO VAT ION 冒回工宏

打放しコンクリートの高耐久性仕上げから

ヌレムラを完全追放

l  素材の質感を活かした生地仕上げ I  

施工比較例

・著しいムラのためSEF、ンステムて、再施工。

今までの打放 しコ ンクリー卜仕上げでは築後数年で劣化汚損が始まり、

防水性能の低下と平行して汚れの付着、ひび割れより水分の浸透へと進

行して行きます。

意匠性を保護し、いつまでも美しくしかも高耐久性を付与することが今厳

しく問われています。

打放しコンクリートと取り組んで:'31年目にして達した技術、これがS E F

システムです。

SEFシステムはアクリルシリコン樹脂系仕上げとフッ素樹脂系仕上げのEタイプからなりますb

S E Fシステム l.:J: i斗iti:'I 'I=防ノド剤、 ［ｾｉｉｾ リ ｼ ヲ Ｑ ［ 五木市 Ｇｊ ｩＺｲ ＺＧＺｩ ｬ 耐久Ｇｉ ｴ ｴＡ ｈ ｉｬ ｩＧ￭ を品 Ｑ Ｑ みイトわせる こ と

により、作々の判長カ ｦ ｾ 、 ＱＱ 来効 ｾｾ を Ｑｕ Ｇｉｩ 。 イ ｵ ｬ＼Ｚ ｕｌ て い ｉ ＮＺｊＺィ、 Ｂ ｦ 能 ｦ ご っ たヌレ ・ ムラそｼリ ｉｪ 11 

します。しかも.JJ) j文しコンクリ ー卜のぷ村守山かした，:' :il 耐久↑' I: i 1  1 げシステムです。

. ヌレ・ムラが全くありません。 . 透 明仕上げによる意匠性の確保0

. 高耐久性弾性樹脂仕上げ。 ・クリアー・ 艶 消しの選択可能。

. 弾性塗膜のため下地クラックに追従。 . エフロ・さび・汚れの完全除去0

. 完全な中性化防止機能。 ( P AT. P，)

|責任施工で年限保証付 |

高耐久性打放しコンクリート仕上げ

30 他誌と H 会 l川 イ1. (;11'.;

在来工法によるフッ素樹脂系仕 上げ。

図・カター…

= 子z - 吉 医 樟 式 会 組

本 社 干，135 的|品;J Ａｉ，ｾ浜松市 ｵ 月間 ＱＳＱＴ 岳地 合 ＼ＰＵ 訓 ＾ＶＴ Ｍ Ｒ ＱＱＱ FAX<0534>64-2117 

'i ，1;.'Mfr ｾＨ［［Ｈ＠ fi <03>718-7695 A 阪 宮<06>399-7958

好評発売中 サビ . ｾｉＮＡ 作 の あ〈川判妹山川 Ｇｊ ケミカルエース ｒ Ｇ ｈ



新建材紹介コーナーNo. 177

第 2 回 中 小 企 業 新 技 術 新 製 品 賞 受 賞

打放しコンクリート S E F ( セフ) システム

日本建築協会建材委員会 |

ニ チ エ 一 吉 田 株 式 会 社 静凶1¥¥浜松山 l一川町 1:1 1，1

r  E  L  05:11- 61 - 2111 

'>';  l¥所 T E  L  ｾＨ， ［Ｇ ［Ｐ Ｚ ＱＭＷ Ｑ ＸＭ ＷＶ Ｙ Ｕ＠

k 似 06-: 199- 7958

1 ，はじめに ・ ムラを追欣した ｉｬ ｨｩ ｊｕｉＨ ｉｾｊ な高度技術である 。 ・ S E F システム工程の概要

起，:';j lr 1 ビルやインテリジ エン トビルは、設計の 2  )  'jjji 性防防の トップ コートの表層防水とi Xi委性 N  Y- 80907 ツ素系樹脂仕上げ

段| 滑からあ らゆ る，建築材料の耐付、性と美観の保持 . 'j!ji 性塗膜防水の終的 3 層の強靭な日V] 水システム

が屯ｾな フ ァクターとされている 。 である 。

従来の打政しコンクリート の 多くは、築後数年 3 )  ｩｾｩ 性樹脂の被服と ｎｙ ー ＷＰ ＹＰＩＮ えび ａ シーラは、

で劣化汚打iが始まる 。県〈汚染された表 ffl iは立!IT: それぞれ耐般 ・逃血性能に優れた 3 重構造システ

性を低下させると共に、表 I(fi 劣化を m きf' Y，:か 10- ムである 。

15年でスト ッ7 されるべき 打欣 しコンク リート処 4  ) 蝉性信: t J 1¥' i の減収と 1
1
ii 性 N Y  - 7090を組合わせ

物は無惨な姿とな っているのが税状である 。 ることによりコ ンクリ ー トの乾燥収縮によるひぴ

打政しコンクリートは索材を生命とした仕上村 ;li l 1 れに追従し水分や炭般ガスを遮断。"1"性化| 担J ! :，

料であ るがために、耐久性とな似性を合わせも つ

でt 能をよ!占められている 。

そこで今回、この燥な 打放しコンクリートの劣

化 ｩＱｪｴｊｩ をｼ阻止し、ＺｬＡｾ匠 ｴｴ を保Ｂ謹しかも日耐久性を

付与ーした仕上工法 S E  F  ( セフ ) o / ステムを紛介

する 。

2 ， 5  E  F  ( セフ) システムとは

先づ.tT) j J ( しコンクリ ー トJ建築には、設計 の段|祈

にl伶てコンクリート」志村そのものを似必するため

の{J:上工法を明示することが不 IIf 欠である 。

打政しコ ンクリ ー トの劣化以似のハタ ーン とし

て 、コ ンク リ ー トは多 イ ｌ ＧｦＧｬ ｬＡ 及水性 の ｾＧＺｪ 1，. 、材質に あ

り、水分と炭鮫ガス等による rl]性化をスタ ー トと

した欽筋 の! 肉食、膨仮による被 1) コンクリ ー トの

NI Hし争Ilill f片手の発生である 。

ｪ｛Ｂ ＱＧの ｈＩｩ ￍＨしコンクリ ー ト ｩｬｬｾ の多くは、こ の

係む劣化に対し 、 ｨ ｕｾＱ に ￭ Ｑ る ｻ米 必機能が地され て

いな ｌ 、 ぱ かリでなく、 築 後 Ｑ Ｍ Ｒ 年でド ｬ 能 ｦｊｾ 卜 す

るfi i iM主検水材による i札通対策が主流である。

仕上{ 浪漫 の豆要性が指摘されな が らも、そ の T

ｾｴ や耐久 Ｇ ｾｴ については 、 ＳＰ ｩ ｦ ニ ｬ 拘 の ｈＡｪｊＨしコ ン クリ

ー ト{ ! 上 と変らず、 再び劣化的行iのくり返しに無

惨な安へと変身している のが現状である 。

打") j J (しコ ンクリート の耐久性付与は 、表 IUIか ら ・ S E F システムのフローチャート

の水分や炭般ガス等の以j盆を阻止することに尽 き

る と7守っ ても過言でな L 、。

従来からの保護塗料は 一 長一短て¥特に長 JUIの

耐久性については、保証の !I ] ，l りではない。

11止j丘、組耐久性付与仕上塗材として、フ ン紫 HJ

II ¥' i 系やアクリルシ リコン樹脂系等があげられるが、

打政しコンクリー卜素材の生命である芯. 匠性と質

感をいちぢるしく| 現主- するヌレ ・ムラが生ずるた

め r'，': j耐久性仕上村として の採用が、見送 られて米

t.:. 。

昔、 !li，'I'! を打i うことなく 内耐 久'1生を 付与すること

を“f fig とした仕上工法が S E F ( セフ ) システム

て'あ る。

3 ， 5  E  F  ( セフ) システムの特徴

1  ) 打欣しコンクリートの素材の質感を生かした

日耐久性，jlii 性樹脂仕上げて' ある 。 いままでのヌレ

機能をも った年 l以保証システムである 。

5 )  2  J イプからなり、ニーズにあ った選択がで

きる 。

6  ) フ リーメンテナ ンスによる高い経済性

7 )  - T t した施工ンステムによる支任地工

4  高耐久性フ ッ素樹脂系とアク リルシリコン樹

目旨系の共通性能

1  ) 高耐久世l

セラミ y クのように紫外線 ・太陽熱 ・オゾンに

強 〈ウレタンやアクリル防防系に 比べはるかにす

ぐれている 。

2  ) 耐汚染性

主主膜は 汚染物伎の付着を| 坊ぎ、耐薬品 、耐汚染

性にすぐれ 、ホコリ、ゴミ、水アカや苔等 の{サ ポ

がなし、 。

3  ) 耐薬品性

般やアルカリに ｩｾＺ < 、大公 汚染の厳しい工場地

域や海辺の出:与など苛附な聡境に耐える 。

4  ) 高性能で tt !丘性質感の保護

新築時の怠匠と 't1! 必を長期間 メンテナンスフリ

ーで保持する 。

0  0  .0  0  

?3恥。 。日
。。

。0

。
0 6  削 " 首長。。

NY- 9090アクリルシリコン系樹脂仕上げ

面 ，先，争

t-- Ny - n ラ コ ト

ンーラ{品企住防 水削

Y- 70明日

Y-9090(アクリル '-"'J コノ由拍 呆 j

. 高耐久性弾性 フッ素系樹脂 NY- 8日90

7  "/ 素系樹ll l ' i はテフロンに代表されるように 、炭

素とフ ッぷの結合 (C - F 結合 ) により安定していま

す。耐紫外線、耐薬品性、耐熱1 "1こや物理特t l二苦手に

ｦｾ れた ｮｴ￬ｧ をも っ ている 。

・主鎖および結合部

フ y 棄 樹 脂 系

フH ロヨ?レフイ J ーヒ ニル

エーテル交互 失軍合体
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. 高耐久性弾性アクリルシリコン系樹脂 NY- 9090

N  Y - 9090アクリルシリ コン系I i l ll ¥' i は商品l 久性です 。

アクリルシリコン系樹脂の硬化1肢は、アクリル主

ｾｪＧｩ がシ ロ キサン結合 Ｈ ｓ ｩ Ｍ ｏ Ｍ ｓ ｩ Ｉ て ι 製紙した椛ｊｪ主とな

っているため、製紙fi'/?i 生の: ) " 1 ; ¥結合エネルギーが大

きい: )'; により目玉耐久性が生まれる 。

・アクリルシリコン系の架橋構造

アタ '1 ル主 観

ｾ＠

5，' 加h

硬 化解 語 1  + H10 (空気中窓会}

。H

- ，ー 叩 一，-

S，(OH)， 5，(0附 S . (OR)，

Y  蝿 合 、「 ー

""H ・:曾

'---一一 . H，。

十

小。

よ
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建 築と物件

こ の と こ ろ 久 し く 怨 訟 のらk J ' ! 史的助から ili ざか っ て いる の で 111: ね|に う と く な っ てい る た め で あ ろ う 、 住 築

wの う つ り か わ り に カ ル チ ャー ・ンヨ y ク を 体 験 す る こ と が 多 々 あ る 。 そ の一 つ 。 私の，' ，・:j < 止I'il lli して い

る成る設計 Ｇｪ｜ 務ｊ￮ｊ￭の若手所以ヵ、 Ｑ Ｇ Ｑ 分 の ， 没 ［Ｇ Ｑ ーしている往築を 「 物ＨＧｉＺ ｊ とよぶのに ｮ ｾ 仰した 。 必、 の ｊ 判げ では 、

不 動 産 業 界 な ど で 取 っ | の 対 象 物 と し て の I-.J也 ・処 物 を ll 二から 「物f ' l : J と よ ん で き た 。 そ こ で は 衿 凶 行 為

の ＩＧＮｊＱ 決物としての処物が Ｑ Ｑ Ｑ｝ ［必な のてがあ リ、文化 • l 'd，l:ii 訂正リJ とし て の 悦，1，1，1から は ill 築 は け っ し て 物1' 1では

な い は ず で あ る 。 すべての往物は物1 ' 1 で あ リうる し 、 ま た 、 す べ て の処物は往築て“ あるべきであるが、

しかし 、 す べ て の 建 築 が そ の ま ま 物 1 ' 1ーではあリえなし、 。 に も か か わ ら ず 往 築 1没，: 1 の よJ ｾ ，と を 「 物イ午 」とよ

ぶ の が 、 も し ぷ 計 者 の あ い だ で な ら わ し で あ る と す れ ば 、 処 築 は 滅 亡 す る だ ろう 。 たまたま布、の 斗ーにし

た こ の 言 集 が 控 築 設 計 業 界 の一 日11の 人 た ち の 判 妹 な l"1' t川 に す さ な い こ と を ひ た す ら 願 う ば か り で あ る 。

いま 一 位 江 川 し ておきたし、 。 i すべての他物は往きたでなければならなし、 。 処 築 と は 実 存 的 人 川 の 村利Ifl(J

営 為 と し て 人 1:¥1 によ って 生きられる官I / ¥Jす な わ ち 場 所 を つ く る こ と で あ る 。 それはあ日制l 文 化 で あ り 、 ぷ

やI:j で、ある 」 と。 (M . M)  

咲 く や こ の 花 館( N)

引 の 山 の 泌 ｾＢｫ が ｊｪ にしみる、イヒ の Ｉ［開会場 の ＱＧ Ｐ イ ヒむ欣々し ｌ 、 。 ＱＱ Ｉ とくやこの イヒｦｩￎＧ ［ で もい ｬ 界 の 色とりどり の

イヒ7) <ii.，d L て い る 。 そ の よ う な 苧 仰 で す 。 イとの ) j ｾ呼も ｊｊｌ イ Ｑ Ｚ まで 、 まずまずの ｊｉｾ 淀川の ＧＱＧ で会 ｊｕ ｉ の Ｓ 分の ｬ が

過 ぎまし た 。 当 館 も 同 械 に ま ず ま ず の 、 そ し て r 忽Ａ以 ｼ の 白 ｊ ｾ .;・Fをfリています

11寺々 、 来 館 者 か ら 尋 ね ら れ ま す 。「こ の 館はイヒの ) j 時 終 了 後 も 伐 る の で し ょ う 。 ;f去年米ても 同 じ よ う に 凡

れますか 。 」 と 。 ｬ 咲くやこの花館は、イと の万 ｾ｜ｉｬ 終了後も存 ［ｩ ｦ Ｈ し、行 ＱＱ ｩ｝ ｩ 公 ｉｾｩ ｬ としての鶴見林 地 の 巾核的、 シ

ンボル 的な地設となります 。 勿論、館内で ， ｪ［｝ ｕｦ［ Ｇ ｽｪ 主心する中 ｉＡ ｩ，物もＩ ， ｾ本 ｦ ｬ Ｈｊ には、現イ Ｑ Ｚ の 状態と同様ですが、

今 後更に展示. f l! i ，物の質的、 i lI 的 充笑 を |ヌlっ て行きたいと巧ーえています 。 ま た 、 純 比 紋J也 全 体 の 将 フ|三五 l' u!Ii

に つ い て は 、 新 聞等でも幸it iE さ れ ま し た と お り 、 大|荻 i] i 控え)):} "j L*の ，i' MII] 機|見j i 在l'j 凡 枇 地 み ら い 計 画 恕 和

会 」 か ら の 、1Ej 1努|刊 の あ る 行11i] i 公 I，ilに 、 あ る い は 木 米 j刊行Il ，h 公 1，，1に 快 il iii す る こ と 1:(j をすj' ( とした 従， i を叉

けて、イとの万 ｴ ｾ ｬ￬ 閉 幕 ま で に iば終粂ーが i-k i. と さ れ 、 米 年!交 1
1

1

々 に も 、 '{(I :¥!' U"/ d也の一 向11に つ い て 、 ILJ オー プ ン

の 予 定 で す 。 II X; く や こ の イ日I i は 、い ま 111: ! Nの 化 が 11:':] IH.j ｊ 止 ＭＱＱ 一 、 化的 ｊｕｉ ｉＯ ｜ｉＧｉ Ｇ にご［ｦ ｾｴＡ ￎｩを ( S  . M)  

私 が建 築fl lj りに考 えること 6) 創っていきたい建 築

1'1然 は 、 係 々 な こ と を 教 え て く れ る 、 1設没

ものは、 |ド什'1然 を b克EヒUι JJ服j版H し よ う と す る よ リ も 、 1'1然に lIIiiJ .i:: 、し た か た ち で !ill 築 は 例 ら れ て き た 、 また 1'1然 の 収

益とを女劫に 、 I!( 訳 的 に 、 泣 JIラ化 し ていたわけでも〈よか っ た 。 1'1然 の 教 え や 、 JJL ii ，とを心で読み か え 、 立 . } {

し て 人 々 と 感 動 を と も に で き る よ う な 処 後 を ( i IJ リた l ' 処 染 を 州 ! 必 ず る 村 中 | に つ い て は な る べ く 太

夫 で 以n ち の す る も の が 好 ま し い が 、 ハーの家の ように、 | れにはイ I 、 本 の H 、 l -ilr 、必、 'J12 、 似、l-r. :， ':ij

の }t! .似村、 一 比も ろく 、 1{i1; りあ; く、たよ リな げ な 材 料 も、 'I ( j の n'，や 、 窓 ま わ り の一 lーしたが Ji t : で拙築令

H: と し て の l耐 久 '1' 1 : を高めるため の joH ，j jJ!:i 1りiーの 材 料 の ふ さ わ し い 使 い )j と デ ィ テ ー ル が あ っ た こ と に "t ん

でいきたし、 。 収 代 控 築 の 代 表 的 な 材 料 で あ る 欽 ( 令)/.J1， ) 、 カ ラ ス 、 コ ン ク リ ー ト に illiJ '，;>f )J の あ る テ ィ テ

ー ル で 挑戦していきたし、 。 コ ンク リー ト.j J 政 し の 造 形 は 似 め て 魅 ) J  (I(J で は あ る が 、 紙 年 と み に il) f. L て 、

つ いには Ｑ Ｑ 欠付されてい くのを 』よる のは 悲しし、 。 その ｊￆｾ 、イ ｻ 1) 係 は 、 あ た か も iJj Iえの，((1、が汗びあヵ、 っ た よ

うだ。 ill 築 も人 IJ ¥jも 、年 を ofi ね ても 、 そ i Lf ll 応 の 伐 リ ) j を し た い し の だ 夫しく" 0 : 乍で H、H¥: の 変 j主に liu，1

え て ア メ ニ テ ィ 山 か な iJ i を形成するのに役立; つ ! J nたを f[l J っ て い き た L 、。 杭 を 始 め た J j ' ( の枇犯のイとも、仇ir

月と が 大 きく 色つ い て 収 般 も 川 j!i:い 。
(M .T )  

装 飾 の復 権

lt .i j丘公自il i'l 'l: 叩かる- i l l 物がふえて米て、i J rや業界でもキ11 ‘ 11 に ，;'I'- fllli さ れ て い る tn 二 次 大 戦 '1' と 'j 没後の物イ、

){II.¥' 代 に f f ち 、 近 代 位 さたの機能 L-i完全 1，1}! 1，' i に教 f f を交けたせいか、いささか- tlC抗を! 必じている しかし

な が ら 年 の せ い か ，'i ぃ 位 物の 装 飾i に つ い ては 、な んとなく 好 ま し く 感 じ る よ う にな っ た 。 そして公カ、つ

い て み る と j此j立の ilI:代 の み で な く ，11い 111:代 に く ら べ て も 刊 か さ に 対 カ 、 な く 、 と き に は 刊 か さ に 7T を li' Jけ

て jMJニーしてき た よ う だ 。 JJLイl は I)' J ''/'iJ JJ i 明j で レ ジ 十 一 地，i生日 I' Jl lij もめ じ ろ む し で 、 JI ' ' 1:. 応 (I(J 川 途の! U! ; 物ヵ、 /1/1，¥

をき か せ て い る 。一世を あ げ て jQt び と 装 ti Il i}.:_ 倣 j日の II. 'd¥: とな っ た か の よ う で あ る 。 そ の 'i' で 「そ れ で も 処

物 は 必 必 )1北小阪 の 材 料 と メ ンバ ー で 、 災 しく 附! ぷ さ れ た も の が ，l'l'- fllli される べき 」 という巧ーえがすてられ

ない程、の しｼ には、 ｉｾ ｉ い建物の土 ｾ ｾ tii li ，ｦＧ ， Ａには ＱＱ 止 ｪ ＡｩＺの処物 のそ れはｾ｛ ましくうつらず 、いささ か批 ＧｪＺ ｉ ｊＨｉＨｊ にな っ

て じまう 。 t' ，い も の は み な れ て お り 、 ま た 、 名 の j迫 っ た い一III の 11 が 少 な い か ら だ ろ う か 。 析 し い も の は

ただみなれないだけたーろうか あ え て 装 飾 を JIJ し、るなら、 あたたかみカ、あ り、 lF7きあげられた! 弘のある

もの にしたいと，目、 う。 (M . K)
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特 集

国際花と緑の博覧会

グラビア

花 博 建築ガイ ド

造園計画

花 の 万 博 会 場全体 計 画 大塚守康

政府苑 Ｕ 十回と広場 の ｾ ｉｾｊ 構成 大 間 武

環境装置計画

「アレ フ」裂水路の技術概要 児 玉 時

ライトア y プ一一夜のi釦1 - ¥のコンセプト 湯田 毅

レポート

花 博 会 場 を 巡 って一一一会場全体構成について 佐藤不二男

総 と 環 境 デ ザ イ ン 三沢真理

花博会場への アクセス

花博を契機としたまちづくり 一一一京慨を 中心 として 山俊敏和

変貌する京紙駅f I Il の 処 築1洋一 一K 2ピJ レディング・コ ムズガーデン ・者11&1，住宅京総 ヒ・j レ京阪 州 駅 ピ ル 新 館 大森智子

本特集企画 ・建築系計画分科会 ( 50音順 ・敬称略)
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国際花と緑の博覧会

北 西 ゲ 卜 設計いるか設計集団 北ゲート 設計いるか設計集団

④ 

会場配置図

西 ゲー ト 設計遠穏剛生建築設計事務所
中 央 ゲート 設計坂倉建築研究所



国際展示水の舘

国際陳列館

テアト ル花 座

い ちょう官官

フ才リー 1 t宣言↑ モルフ 方ν ス

生命の大樹「いのちの塔」

メインホール' 90

アレフ

開 P 苧Z
II' q w  

・ー日 ー々同際展示光の館

国限度示大地の館

7 方リー 2 !量百十 クリスマアドナJレド

ヒー ターー ソJレター

7 A リー 3 設 計 ホ セ ・A. Mラベーニャ フ方リ - 4 設 計 八 束 は じ め

エリアス・トーレス

E 円

咲〈や二の花館
花の江戸東京銀

名 園 田 庭

政府苑

いんなあとりつぶ曾

フローラドーム
コールデンベルパビリオン

フ方リー 5 段I t 鈴木了一 7" . リ- 6 殺 計 ア ン ド レ プ ラ / ツ ィ 7 方リー 7 tt 計 ヒ ーアー ・? ツク フ方リ - 8 6 : 計ヒー? ーウィルソン

7 リスチーヌ・ホーリー

キャンディ ・キャ ッスル館

三和みどり俄

目立グループ館

J  T 館ジョイ フルタイムアドベンチャ ー

シヰラビリンスガスパピリオン

宇 し ぎ な 森 の 館 松 下 館

100:年先の 「のーんぴ町村J

花博写真美術館

芙蓉ミュ ージカ ルγ ア 9 ー
シャロン館 日ird Kingdom 三菱未来鎗

7 ，タリ - 9 殺 計 コ ー プ ・ ヒ J レメ Jレプラウ フォリー l日 設 計 ダニエルーリベスキン ド 7" . リー 11 股 計 ザ ハ ・ ハ デ ィ ッ ド フ方リ - 1 2 t宣 計 エ レ ーニ ・ジガンテス

エリ 7 ・ゼンゲリス

グ リー ンミュ ー ジアム

ｾｕ Ｂ ｾ ｜Ｎｬ＠

富士通パピリオン

大 鎗 会 永 の フ ァ ン タジアム

大きな夢の小さな国 「ミクルのくに J サン トリ ー館

光ファン9 ジー電力館

7 方リー 13 設 計 八 束 は じ め

花と緑 ー日本商焚術館

三 井 ・東芝舘

住 友 館

ハー トピア・空の筏のパピリオン

花 博 建 築 ガ イ ド

基 幹 施 設 5  

ノ〈ビリオン 3 2

フ ォ リ ー 1  3  

御影 大f書官夫、島修一、他口向{ 堂、 SOA円 5TUDIO、55大阪、ア ンコール 他



建 築 概 要

- 国際展示水の館

出 展 国際花と緑の↑ 尊覧会協会

テ ー 7 世界の各国の樹木 ー草花を出展する国際展

示館

展示企画 国際花と緑の博覧会協会

展示デザイナー G  K  

建 築 政 計 勢崎新アトリ エ+ 川口 iti 構造設計事務所

( 協力) ジャス

建築施工 戸田建設 ・東海興業・松村組J V

延べ床面積 7，035m'

最高高 d 18.35 m 

構造規機 R C、S

基 礎 形 式 杭基礎

主要仕上げ材

( 外部) 外 壁 ・コンクリート打加し、ア Jレミハヰル

( 内部) 展示室 : ( 床) 客 土、一部位器質無柚7 イル

( 箆) コンクリ ー ト打放し

( 天井) 木繊セメント板、E P

建築の特徴 地上 15 mで、直径36 mの円形上に花のよ

うに広がる屋根を 4 つ組み合わせる ことで偶成した

- 国際展示光の館

出 展 諸外国 ・名企業 ー団体

テ ー 7 花 ー緑の短納会画展示

建築設計 瀧 光 夫

( 協力 ) 高 砂 正 弘 団 代 善 久 ・高野t.!i彰

建築施工 戸田建設 ・東海興業・ 松村組J V

延べ床面積 3，277. 72m'

最高高 さ 9. 3 m 

情造規模 S 、2F

基礎形式 布基礎( 鉄骨基礎梁)

主要仕上げ材

{ 外 部 ) 杉 板 厚30( コーナ一部 ・l草60)rt1l 50、 H 形

鋪下地構造 、:_.，. - )レ熱線反射ガラス

( 内部) 壁: スチールハンチングメ7) レOP 天井 : 7

モ+正単板貼不燃板一部強化 ガラス トッフライト

建援の特徴 建物の前面に縁 を Ａｉｾし、道からセットハ

ッアし た形 低層部 l草木材の壁、上部は J 、ーフミラ

ーガラス貼り 、木の. w: 壁i草花 ・1まのハノ? にな I} 、

上部は並木や空力、映る 鉄骨の央情と集成材の，昆備

這だか、鉄部 l草木材やミラ ー 力ラスて団み、天井も

板状の不燃板で木か前面に出る 強化カラスの卜 y

フライトと両側のハイサイトライト力、ら自然光か充

分に入る 花 線 建 築 か 混 然 一 体 と 心 : った明るい

光あ、トれる展示館

- 国際展示大地の館

出 展 アイル ラン ド 他 14ヶ国

テ ー 7 緑の星 ・地E事

展示企画 ジエイコム難波Ｎ坂本、オフ ィ Ｑ ・ Ｗ Ｇｾ シユ

杉山他

展示デザイナー名 アイ ルランド Tohm J oe Cost <n 

ニュージー ランド Wa'¥'/ CベJ. S田 ddl 町、

べJ レキ ー L . Wlll ems 他

建築I主計 大 建 設 計 村 松一彦 { 協力) 陶芸家漫英子

建築施工者名 大成i ] ! 設 ー院谷組 ・不動建設 J V

延べ床面積 1，402. 457 m 

C: iai iViさ 22
m

4骨造規機 S + R C、 IF 、一部2F

基礎形式 独立基礎

主要仕上Lf 材

( 外部)壁・コンクリート打放し 、キャンパス

屋根 二重祈板断期工，圭、右融アルミメ ッキ

鋼板

( 内部) 外部仕上げに同 じ

建築の特徴 倒木を表象した列位か並木のように立ち並び、

雲のように波うつ屋彼 がかかる 円これら建築的な b

のと対比的に展示室の 中央( 生命の士吾と 大花壇を結

ぶ糊線上) には、デコ ラティプ伝大樹が屋根をつき

やぶってたつ入口には引をずら し直方体の管理嫌か

婦人さ れ、 傾いた列柱に支え勺れた三角形の庇がつ

きだし観客を迎え、出口には彫刻lを配した広場が設

け勺れ、憩いの1唱を提供する .

- メイ ンホール・90

出 展 国際花と緑の博覧会協会

建築設計 川 埼i肯+ 環境建築研究所

建築施工 大Hl且・三井建設 ・大京建設J V

延べ床面積 8，317m'  

最 高ｾｩＸｩ さ 18. 5 m 

4揖造規模 S 、一部R C

基礎形式 杭基礎( 一部直径基礎)

主要仕上げ材

( 外部) ホ リヱステJ レ製テン ト生i也、一部異形; 庄形ス

レー ト貼

( 内部) コンクリ ート 化粧打放し、 P 8 i ' 12 AE P塗装

建築の特徴 箇 j羊の劇場の原点であるロー? 時代の円

形劇場と日本の伝統的な祭事空間てある御所の回廊

空間を組み合せ、ヒュ ーマンスケ ールな空間を実現

して L 、る

- テアトル花 座

出 展 国際花と緑の博覧会協会

テ ー 7 博覧会の多種多機な催事に対応した500人

ホーJ レ

建築設計 浦辺設計

建築筋工 大林組 ・三井建設 ・大末t主役J V

延 べ床面摘 し74 1m 

C: 高高さ 29 m 

構造娩機 S 、2F

基礎形式 直援基礎

主要仕上げ材

( 外部) 屋iR: ホリエステ Jレテント 外壁 A L C版

( 内部)AL C版、へンキ

建祭の特徴 大屋被及びそれを支える壁柱を 立体トラ

スて構成し、大屋根をテント張としている 又、ホ

ール天井の照明をはしめ建物内外を通し花を デザイ

ンモチーフとした

- 政 府 苑

出 展 日本政府 ( 建 設 省 農 林 水 度 省 )

テ ー 7 都市における人間と 花 とぬの共生

展示企画 電 通 東 急 工ー ジ z ンシーJ V

広場設計 住環境設計

建築設計 近越地方建設局営治部、東焔建築様務所

建築h! i 工 銭属組 ・住友達設 ・奥村，'.e. J V

延べ床面構 10，217川

最高li i9i さ 15. 366 n  

栂造規棋 R C、S 、W、P C

基磯形式 オー ガー併用 P HC杭基礎

主要仕上げ材

(外 部)屋 根 。銅製下地テント屋娘 壁. サイティン

グポー ト、 リy ン吹付 関口。鋼製 ( 主主調 ) カ

テンつ- r - ) レ

( 内部)床 コンクリート金こて押えエホキン窃結塗

床 壁 ・ 外 壁 下 地 あ 匂 わ し 天井 . 屋根下地

あらわし

建築の特徴 建築と広場か一体とな った展示空附とし

ての苑を表現し、 木造による大架鳴を民 みている

- いちょう館

出 展 大阪府

テ ー 7 自然と生きるOS AK A

展示企画 電通

E童築設計 大阪府逮 Ｕ 企部営宅室、東 ｾｬ 量殺事拐所

建築施工 宵木建設

延べ床面積 3. 683. 23m'  

最高高さ 19.93 m 

構造規模 S 、3F、PI

基 礎 形 式 オ ー ガー併用P HC杭 杭慕礎

主要仕上げ材

( 外部) 外壁 石綿系サ f ティング強の上、ウレタン

吹 竹 屋4良 キャンパス強

( 内部) 展示室・床、壁、展示側仕上 天井. 格子天井

ｩｬｾ の特徴 大阪府の木であ る 「イチョウの菜J をテ

ザイン化し、屋綬面をシルエ ットとして浮かびあか

勺せる

- 咲くや この花館

出 展 大阪市

テ ー 7 ジャングJ レから極地 主で世界中の花と緑か

一堂 l二

展示企画 大阪市・日連設計

建築訟計 大阪市都市号室備局、 日建設計

建築施工 竹中工務広

延べ床面積 9，195市

最高高 さ 29 .925 門

4揖造規模 5 、一部R C、81 、2F、PI

基礎形式 杭基礎

主要仕上げ材

( 外部) アル ミカー テン ウ方 ーJ レ、磨さ板カラス 一部

複層力ラ ス

( 同よ)床 枕 木 材

建築の特徴 花と苛に図まれてイベントの出来るフ ラ

ワーホールを中心に、世界中の峨々な気候条件を再

現 した B つのソー ンの，旦室か花弁次に取 リ囲んだカ

ラス σ〉スイレ ン

- 花の江戸東京館

出 展 東京都

テ ー 7 江p の花と綜の文化

展示企画 総合フ ロテューサー/ 吉原照平

トータルフロデユ ース/ 電通

展示デザイナー 建築 ・展示デ ィレクター/ 古見修一

建築設計 電通+ 計画 ・環境建築

総合監理 東京都公園協会

延 べ床面積 2，124m'  

憲高高 さ 20. 5m 

m造規模 W 、3F

基礎形式 R Cべ? 基礎

主要仕上げ材

( 外部)屋 被 : c 樋挨材+ : : . . - ート防水

( 内部) 壁 ・ビニーJ レ7 ロス貼 、床: ニートルハンチ

力一ヘ ッ ト、天井。直天

建築の特徴 長さ 3 柄、 180m角の集成材 ( 約30∞本)

と鉄筋7 レースによる 3 m グリ ッ ドの木造立体裕子

構造 格子は江戸の都市槍還を象徴し、外観は江戸

の芝居小屋をイメージしている ー

- 国際陳列館

出 展 松下幸之助花の万博記念財団

テ ー 7 諸外国との友好のシノポ J レとなる施設

総合プロテe ユーサー 工ー ヱー・ ヒー

建 築設計 磯崎新アトリエ+川 口衛構造設計事務所

( ti'hカ ) 竹中工務庖設計都

建築施工 竹 中・鹿島 ・浅 沼 村本建設J V

延べ床面積 5，792. 42m'  

最高; Q; d  18. 945 m 

精進規棋 R C、S

基礎形式 抗基礎

王要仕上げ材

( 外部) 外壁: ( 下 部) イ? リア彦大理石及び蛇紋岩サ

ンドプラスト仕上げ、( 上部) アルミサ y ンユ

カーテ ンウ方 一l レ+ / ングレアカ' ラス( フロ

ス ト加工 )

( 内部) 待合ホー ル Ｈ ｾ Ｉ 大理石及ひ蛇減石木磨き、

( 堅) カラスカ ーテ / ウ方ール ‘

( 天井) カラス地位強化有孔石膏板 E P

建築の特徴 西欧の庭園建築の? イホロジ ーてある 、

ウェルベテ ーレ( 見8.'，し台) を空間借成に採り 込んだ

- フロ ーラドーム

出 展 郵政省、 NT T 、K DD

テ ー 7 自然環境を示す球体 と人間社会を示す立体

トラスの共生

展示企画 電 通 ・東急エ ージ工ンシー

建築設計 ( 基 本) 北 山孝二郎

( 実mii) 浜聖子商品研究所、北 山孝二郎+ K 言十

百 事務 所

建築縄工 銭 高 組

延べ床面積 2，530m'  

最高E高さ 30 m 

構造規模 S  

基礎形式 布 基礎 及び杭基礎

主要仕上け'材

( 外部) C 極防炎乙級のテ ント

( 内部) プラ スターボー ド12'%，E P

連築の特徴 球体と立体ト ラスとの組合せに よる構造

{草 、時間 と共 に変化する 光と 修の織りなす表現の意

外性がある 。

- シネラビ リン ス ・ガス/ ¥ビリ オ ン

出 展 日 本 ガス協 会

テ ー マ 人と自然の鯛和

展示企画 電通

展示デザイナ ー チエコ : アー トセントラム

プロテ' ユーサ ー y ・フリッチ工

建築設計 大林組

建築施工 大林組 ・銭高組J V

延べ床面積 2，871.2m'  

最高高さ 28 m 

構造規模 S 、2F

基礎形式 布基礎

主要仕上げ材

( 外部) 化粧断熱ハネル

( 内部) PBt I 2 ビニールクロス始

E霊祭の特徴 花と緑の博覧会にふさわしく 、 また 、シ

ネラビリンスのス トー リー ともかかわりのあるデザ

インとしてパビリオンを「森のイメ ージ」で表現 。

- ひかり ファンタジ ー電 力館

出 展 電 気事業連合会

テ ー マ L lght &  Li le 

展示企画 博 報 堂 総 合 プ ロ デ ュ ー サ ー/ 石井幹子

展示デザイナ一 日展 + M&  E  

建築設計及びｉｩ ｉ ｾ里 山本理顕設計工場、竹中工務底

建築施工 竹中工務腐

延ベ床面積 3 ，725. 95m'  

最高高さ 34 m 

構造規模 S  

基礎形式 H 錫杭基礎

主要仕上げ材

( 外部) 工キスパンド メタ ル 、角 ; 皮鉄板、石綿木毛セ

メント合成板貼

( 内部) 皇室・天井 : P B +ベンキ、 床: コンクリ ー卜

+ P 7 イ Jレ

建築の特徴 時間あたリ 2760人の大量の処理能力を持

った 、大型搬送検のコースを立体的に構成し 、高さ

30 mからの眺望やダイナミッ? な J 寅出体験を可能 に

した仮設備造物。

. J T 館 ジ ョ イフルタイムア ドベンチャー

出 展 日本 たばこ産業

テ ー 7 人間 自然 生命獄歓

展示企画 電通/ 内蔵純

展示デザイナー 乃村エ重量社/ 鈴木芳、千代

建築設計 乃村工志社/ 桐岡栄

建築施工 乃村エ溢柱建築メディア事業部

延べ床面積 3，051. 67m'  

C: i 8i 高さ 22. 5 m 

情造規機 S 、2F

基礎形式 PC抗、布、独立

主要仕上げ材

( 外部) カラー鉄板、阪材

( 内部) 展示部分、姐体領し、管理部 分、

床 : pータ イル、星l : Vータ ロス 、天井 : 吸音板

建築の特徴 ライド軌道 を 2 階部分にIIc し曲面的外壁

とスチールチューブがそれを取リ 囲 んでいる。軽快

な繁材と明るい色彩でポ y フなイ メー ジを演出した。

3 D映写部介は、大空間となる為、テクノ トラスを使

用 。

- キャ ンデ ィキ ャッ スル館

出 展 日本菓子加工食品扱興協会

テ ー 7 花と緑の; 1 ) レヘンの世界

展示企画 電通 ・ケインイ企函

展示デザイナー 黒田 俊

建 築2主計・施工 旭川工 務庖

延べ床面積 874m'  

最高高さ 13. 7( 20) m 

構造規模 S 、2F ‘ PI

基礎形式 杭 基 礎

主要仕上げ材

( 外部) 厚吹リシン、 一部F R P造作物 取付

( 内部) ビニールクロス貼、一部FRP造作物 取 付

建築の特徴 テーマである メルヘンの世界の具象化に

本 物 を超 えた本物らしさ を追求した。 また、短期間

のイベントを考膚、して F R  P という 格好 の 素材 を活

用 した 。

- グリ ー ンミュージアム

出 展 産経新聞社・フジパン ・富士カン トリーグ

ルーフ

テ ー 7 人間と自然の関わりを考える

展示企画 グリーンミュージアム実行委員会

主主築設計 ・施 工 安蒜建設名古屋支唐

延べ床面積 1，514. 52m'  

最高高さ 11. 3 m 

構造規模 S 、2F

基礎形式 直接基礎

主要仕上げ材

( 外部) 石 綿鮭酸カルシウム板 '6 VPのよ、- 1 出陣芸板張

( 内部) 床: ニ一ドルハンチカ ーベ ント 笠 : P B' 12 

E P  

建物の特徴 建物の廻りにケヤキ、フス等の大木を植

栽し 、ハリ近郊の小村ハルビゾンの自然の中の索ヰト

な農家をイ j ージ した

. 100年先の「の~んびり村」

出 展 未来志向型企業グルー フ

テ ー マ 100年先の暮りし ・女化・ 産撲を体験

展示企画 カラーズ ・ファク トリー/ 様原伸治

展示デザイナー アレキサンダー・ リワドベルト、今

江ヤスヒ口 、よ田裕子、末松利紀、谷口伸子、事季

南、時間ひさえ、山岡 昇、吉田保夫建築研究所、

吉広伸樹

建築設計 吉田保夫 ill 築研究所 + 末松利紀建築研究所

建築施工 鳳山主主投+ カラ ー ズファクトリ ー

延べ床面積 1，244. 15m'  

最 高高 e- 7  m 

構造規模 S 、 I F

基礎形式 独立基礎

主要仕上げ材

( 外部) ラワン合板の上、Vp . ナ? リ ・ツナベニヤ

( 内部) カラー鉄板 ・ナマリ ・ツナベニヤ

E童築の特徴 プレハブ・ハウスの集合体 を地下に埋め

てある の

- ふ しぎな森の館松下館

出 展 松下電器グルー プ

テ ー 7 幻惣と楽園の物語

展示企画 電 通 ・乃村工益事土

建築設計 安井建築設計事務所、鹿島建設

E童築施工 鹿 島 ー大 林 清 水 ・大 成J V

延べ床面積 2，250m'  

最高高さ 22  m 

神障造規模 S 、2F

基礎形式 抗打独立基礎

主要仕上げ材

( 外部) サイデイング微鮎、ルーフデッキ屋根、テン

ト貼化粧鎮

逮築の特徴 白〈繊細なフレームと三角形のキャンパ

スによる明快な構成。夜 間1;1照明によりエ キスポサ

イトを美 しく彩る。

- 名画の庭

出 展 ダイ コク電機

テ ー 7" 21  世紀の都市庭園( 絵画庭園)

総合 プロテ' ューサ ー 堺屋太一

企画協力 坂 本一道 、 米 倉 守、，也口史子

企画運営総括 東急エージエンシー

建 築E宣計 安藤忠雄建築研究所

建築展示施工 乃 村エ益 社

延べ床面積 692. 3 1  m'  

最高志さ 12. 6 m 

4膏造規模 R C、BI 、2F

基礎形式 杭 基礎

主要f士よけ.材

( 外部) 柱型 ・梁型: ベ ニヤ型枠コンクリ ー ト打放し 、

; 設水高11塗 布

建築の特徴 二の庭園では自然が主題であり、水と風

と光をモチ ーフに構成されている また、このパビ

リオンは、その名称『名画の庭」が示す通り、屋外の

美術館として機能し、耐候性のある陶板の給画が展

示されておリ、水の庭であ ると同時に名画の庭であ

るa

- 住 友 館

出 展 住 友EXPO' 90委員会

テ ー 7" rメッセ ー ジ一一一花から人へ」

展示企画 電通

展示 プロデューサー 泉 A 也

建築訟計 日建設計

建築施工 鹿 島 建 殺 住 友 建 設 ・ 鴻，也総 J V

延べ床面積 2，561. 71 m'  

愈慈恵さ 16. 3 m 

清造親機 S 、一部門C、3F

基礎形式 独立基礎

主要仕上け'材

( 外部) 屋 根 j羊瓦五年 折板 外壁. セ メ ント成型板

ーミラー ガラス

( 内部) 床 力一 ベ ッ ト 敷 壁 : クロス 実 弁 岩 綿

吸音板

E童築の特徴 パラの花! . l と噴水で彩られた前庭をも

つ森に図 まれたクラシックな劇場のイ メージ一 一劇

場では音楽とバレエによる綬像詩「ぱらの夢から」

を上映 。

- 大輪会水の ファンタジアム

出 展 大備会

テ ー マ 万物の生命の源泉である r水 J の 祝 祭

展示企画 監 修 彦 坂 裕 ・大広

展示デザイナー ウォー ターディスコ演出 : ダニエル

- フラナリ ー

建 築Z主計 彦 坂 裕 ( 実施) 大林組

E霊祭施工 大林組 ・奥 村 組J V

延べ床 面 積 2，620. 34'"'  

最高高さ 24. 5  m 

4揖造規模 S 、B I、2F

基礎形式 布 基 礎

主要イ土よ! f 材

( 外 部) 外 壁 : 角波 鉄 板 屋 娘 . カラー折版 ドーム

部 : C種テント

( 内部) 床 カーペット 援 : B P、ビニールクロス

天井・岩綿吸音板

建築の特徴 屋根の波型と大ドームにより 傍成してレ

る外観は、光の大海原、 あるいは雲海の; 直にたゆた

う氷の惑星 ・地球のイ メージ。

- 芙蓉ミュ ージカル ・シア ター

出 展 芙蓉グルーフ花の万博 90出展委員会

テ ー マ ‘ 心でむすぷ人と自然み

Touch Nat ure、Cat ch T he  F uture 

展示企画 フロテ・ユーサー : 秋山智弘 制 作 φ 富士ア

ドシステム

展 示デザイナー H ハイネ

建築設計 総合フロテ' ユース: 松野公一

意匠 : 川崎昭夫、 森 昌 子

建築線工 大 成 五，羊 西 松・鉄 建・東 亙 飛 島・前回 J V

延べ床面積 2，700m'  

最高高さ 30m 

槍進規模 S  

基礎形式 直接基E主

主要仕上げ材

( 外部) 半円形劇場部分・力ラ ー，度中正鉄板( ア ) 0. 5'%，

お械のシルエ y 卜部分: カラ ー; 皮板鉄板( ア)

0. 5">.、ア ーチ笠宮部介: フレキシブルボー ド吹

イサタイル グラ スタワ ー， アルミサツンアル

7 イト仕上十スチール

( 内部) 劇場部分 : グラスウー ル( ア) 50'%. サラン ネッ

トf甲え 通路等: ビヱールクロス

建築の特徴 ① イメージ コラ ージユに挑戦: この建物

は 、 祝 祭 都 市 自然をテー ? として、 これらがも

っイメ ージを重ね合わせて表現している 。 乙視点に

より多機に変化する造形: 建物は、 パー スヘクテ イ

ブを強調し、遊び心に，筒ちたデザインが楽 しさを演

出。 3 快適な緑のフロローグハス: ノ、ビリオンへ誘

う緑の道は、機々なイ士! i f により快適で楽しい符ち空

間を提供している c

- 目立グループ館

出 展 目立製作所及び目立グループ

テ ー 7" Inter l ace 事人と技術の理想をめさf す"

( 日史像テー 7 ) ‘ グリーンファン? ジア交響

の詩句

展示企画 電 通

建築設計 目 立 建 設 設 計

建築施工 鷹島逮設

延べ床面積 2 ，487. 33m'  

最高高さ GL +23. 30m'  

精進規模 S 、3F

基礎形式 直接基礎

主要仕上げ材

( 外部) サィデ イングボー ド、A E P塗

{ 内部) 床 : ヵーヘット 壁 : リ ブ 付 岩 扱 板 天 井 :

岩吸板( シアタ 一部)

建築の特徴 目立 グルーフの C F でおな じみの 、この

樹なんの倒、不思換な樹e をモチーフにデザ インさ

れ 、幹を中心に広力、ったス ベ ースにハイビジョンシ

アタ 一等を画Eしている。

- 三和みど り館

出 展 三和グルーフ花博み どり会

テ ー 7 大 い な る 自 然 生 命 紀 行

展示企画 花博三和みどり館展示共同企業体

展 示プ ロデューサ一 紀伊是之

建築設計 大林組

建築施工 大林 ・東 洋 ・銭函・大末・日産J V

延べ床面積 3，309. 78m・

最高高さ 30 m 

精進規模 S 、4F

基礎形式 布基礎

主要仕上げ材

( 外部) スチーJ レ万能板 塗装仕上

( 内部) 石膏ボー ドV E P及び、グラスウール表面染色

ガラ スマット貼り

建築の特徴 マジンクカ ーペットライドンス テムによ

る大型映像 ( 客席正面及び客席下部の 2 つの巨大ス

クリーンによる映像) のため強化ガラス床の全面的

な録用及び、主階段をうつ Il " かずら状の圧縮空気入

りの 2 重 テントにておおった。

- 三 井 ・東芝館

出 展 国際花と緑の博覧会三井グルー プ出展者会

テ ー マ 人間・筏術そして自然とのハーモナイジング

展 示 企 画 電 通

展示デザイナ ー Bob Rogcr s  &  Cornpany. l nc 

建 築 設 計 黒川紀輩、黒川犯意建築 ・都市E宣言十事務所

} ! 築施工 三弁建設 ・鹿島注設J V

延べ床面積 2，964耐

震高高 さ 30 m 

嫌 造 規 模 S 、5F

基 礎 形 式 直接基礎

主要仕上げ材

( 外 部) ポリエステルP V C . C 樋テント

( 内 部) グラスウー J レ グ ラ ス ク ロ ス 押 え 塗 裟

k重築の特徴 自然 ( 花と緑) と人間 ( 社 会 環 境) との

共生 をデザインの基軸に、それぞれを テ ントと鉄骨

フレ ームで表現。

い今'

・ハ ー トピア・空の筏の/ ¥ビリ オ ン

出 展 三金会花の万博出展委員会

テ ー 7 太陽と緑のおくりもの

展 示 企 画 電通

建 築 設計 ・施工 ，青木建設

延べ床面積 1，576m'  

最高高 d 20.9  m 

4構造規模 S、4F

基礎形式 布基礎

主要仕上げ 材

( 外部) カ ラー鉄 板角波 鮎 乙極限材

( 内部) ガラスウール ガラスクロス貼り 、 ビニルク

ロス貼り

建築の特徴 大型映像上 映館としての 4 層吹抜の大空

問を 、 3枚のテン トの屋段が軽やかにつつみ込む禍

造とした。3 枚の花びら 1; 1 : 、種々 の自然の形象のメタ

ファ ーであると共に 、ハートの課徴と して意図した

- 花博写真美術館

出 展 花博写真美術館

テ ー 7 美しい地球

展示企画 花博写真美術館 ・伊政俊治+ ↑ 専報堂

展示デザイナー 1尊報堂

建築設計 早 稲 回 大 学 石 山 修 武 研 究 室

( 橋 造) 森谷構造コンサル7 ント

建築施工 渇池 ・銭高・森組J V

延べ床面積 1，83 1. 59m'  

軍高i 8i さ 37 m 

情 造 規 模 S 、2F

基 礎 形 式 直接基礎及びP HC杭

主要仕上 げ材

Ｈ 外部Ｉ外ｾ Ｚ 力ラ ー スチ ー ル、スハン ド レル、着色

亙鉛鉄板波板

( 内部) プラ スターボード、亜鉛鉄板波板

建築の特徴 ギャラリ ー としてのフォトプラザを中心

に配置し 、イベン トスへースとし T のフ才トスト ー

リ一、フ才 トギャラリー、フ方トワーク y ヨツプ等

を各キのブロックこ' とに分けながら、その回りをと

り図み 、内部・外部がゆるやかに連続する村落裂の

群体として4構成した。

- 三菱未来館

出 展 三菱花の万博綜合委員会

テ ー 7 生命としての地球 、そ して人間の明日

展示企画 日本創造企画

映像制作者/大林宣彦

建 築 設計 三 菱 地 所 / 須 斑 祥 夫

建築筋工 竹中工務広・大林組 ・戸国建設 ・三菱建設 ・

不動建E宣・近畿菱重興産 J V

延べ床面積 3，048 m'  

最高高さ 39 m 

4寓造規模 S 、S RC、R C

基礎形式 杭 基 礎

主要仕上け.材

( 外 部) テント ( メ? リッフカラ ー、ハタ ーン印刷)

( 内 部) ビニ ールクロス、 パ ンチングアルミ ( スクリ

ーン)

建築の特徴 建物のデザインは植物の「芽」が大地か

ら大空へむかつてr . ; み 、開き、そし て伸びようとす

る 「いのち J の無線の可能性と 「生命力』を表現し

た。また、今まで因畿であった伝窓幽函の外装テント

を平滑化するため空気圧を利用 したエ;去を併用

- 富士通 パ ビリ オン

出 展 富士通

テ ー マ 光・緑・生命 ( ユニパース Z 一太陽の醤)

展示企画 富士通

建築設計 日本設計

建築施工 銭高電車且 ・大末建設J V

延べ床面積 1，357. 57m'  

最高高さ 28. 5 m 

構 造 規 模 S 、2 F

基 礎形式 布基礎

主 要仕 上 げ材

( 外部) テント、デッキプレ ー トE P、A L C版F P

( 内部) デッキフ レート F P、A L C版F P

建築の特徴 砂漠の遊牧民のパ オ、あるいは人を優し

〈包みこむ大樹をイメージさせるような 、浮遊! きの

ある軽快な建築、シアターを内包する八角堂とテン

トの芙登の二重禍造 。

- サ ントリ ー臨

出 展 サントリ ー

テ ー マ ウ イJ レダヰス ー原生自然との共生

展示企画 4直線企画事務所

展示デザイナー 映 像 : ア { 7 ッヲスシス テムスコー

ポーレーション 展示 } 乃村工事主社

- サン ・ア ド 進 国 京 成パ ラ園芸

建 築設 計 安井建築設計事務所

建築施工 大林組

延ベ床面積 2，63  J  .4m'  

最高高 さ 20.2  m 

情造規機 S 、4F

基礎形式 直接基礎

主要仕上け

( 外 部) A L C版の上、スタッコ吹付

( 内部) グラスウ ール クロス押え E P塗

建築の特徴 原生自然の中で生き る動物 ( または昆虫)

の姿を、鉄骨造 . A L C版で表現.

- 大きな夢小さな街「ミクルのくに」

出 展 花の万博 「ミクルのくに J 出展協議会

テ ー 7 潤いのある豊かな暮らし

展示企画 阪 本 滋

展示 デザイナー 小熊幹 雄 ( D 楽団)

建築 設 計 電 通

建築施工 大林組・ 竹 中工務底J V

延べ床面積 4，000 m'  

建築の特徴 中世ヨ ー ロッパをイメ ージさせる約 200

軒のミ ニチュア建物 ( スケール約 1/12) と、いきい

きとした表情をもっ約 l∞日体のミニテュア人形 ( ;ス

ケール約 1/ 8) と約3000種殺の花と縁で偶成された屋

外庭園型パビ りオ ン。動線( 回遊式) にそった細か

なアンジュレ ー ションや全体を一望できる展望台を

特徴とする 。

- シャ ロン館 8 ird K  i ngdom 

出 展 シャロンインタ ーナショナ Jレ 加 門 正一

テ ー マ 人、緑、局、水が織 りなす自然の楽しさ

展示企画 Wl t h  you設 計 ・S T UDI O 501 

展示デザイナ ー Wi t h  you設 計 長 谷川隆

盛 築 設計 霊 山 建 設

( 実施 ) Wlth you設 計 松 本 富 士 男 、 村 上 勝

代 、林浩司、場孝幸

建築施工 歪山建設・大手口述設

延ベ床面積 約2，500附( バー ドゲージ含)

最高志さ 30  m ( バー ドゲージ)

精進規模 S 、2 F

基礎形式 R C独立基礎

主要仕上げ材

( 外 部)石綿系サイデ ィング積り

( 内 部) P B ' E P吹付

建築の特徴 1，000羽以上の鳥逮の生態系力唱住持できる

織、人工的になりぬ二とに気をつけた 。

- 花と緑 ・日 本画美術館

出 展 第一不銑産グループ

テ ー マ 日本の自然、日本の突を現代日本画家5日名

による新作画によって表現

展示企画 第一不軍司産グJ レーフ、山種美術館

建 築 設計 竹 中工務庖

建築施工 竹中工務広・大成立殺J V

延べ床面積 2，446. 99m'  

最高高さ 18.2 m 

構造規模 S 、3F

基 礎形式 P HC杭 基 礎

主要仕上げ材

( 外部1) 外 壁 : l寺殊耐水ボー ドのよアク リJ レゴム系弾

性吹付平; 骨仕上、屋根 A L  C 下地の上シート

防水白色塗装仕上

( 内部) エントランスホール床: 大理石 壁 : 石 膏

ボー ドのよアク リJ レゴム吹付塗装 天井 : 岩

綿吸音級貼

建築の特徴 花びらの形態を平筒形に生かし 、 l 、 2

箔の楕円形の平面からなる一般展示室、 3 階に会場

全体を見渡す事の出来る Y 1  P ル ムを設けた。花

びらの平面形はそのまま幽面を持つ外壁となり、日

本の伝統的漆喰壁のイメージをもたせた白壁とし、

緑深い丘になじむデザインとした 。

- ゴールデンベルパビリ オ ン

出 展 ゴールデンベルパ ピリオン出展委員会

テ ー 7 グリ ーンコミュニケ ーション

展 示企画 電 通

建築絵計 ・施工 鹿 島 建 設

延べ床面積 1，397. 76m'  

最高高 さ 11 .85 m 

構 造規 模 S、2F

基 礎形式 布 基 礎

主要仕上け.材

( 外 部) 屋 恨 彩 色 石 綿 セ メ ン ト 板 外 壁 モル 7 ル

上 A E  P  関口部. 木敏S OP

( 内部) 床 : 1 '¥ンチカーペ ット 壁: ビニ ール クロス

天井 ビニール クロス

建築の特徴 世界的に有名な 「オー ガス? ナショナル

コソレフアラブ」の 12番ホール( 155ヤード ) と|日領主

部であったクラブハウスを再現している。

- いんなあとりつ ぶ館

出 展 花の万博いんなあとりつ ぶ館出展委員会

テ ー マ いのちのよろこび

展示企画 官 通

展示デザイナー 岩村和朗 ( 童話原作)

建築E主計 ・施 工 竹 中工務庖

延べ床面積 2，233.05m'  

最高高さ 22.5  m 

m造規模 S、3F

基礎形式 べfこ基礎、アーチ基礎のみP C杭

主要仕上げ材

( 外 部)杉 板 張 リウレタン塗装

( 内部) 石膏ボ ー ド E P - 2 塗 装

建t T i の特徴 木の切株をイメ ー ジした円筒形建物を全

て杉板で覆っている 。長さ約54 mのア ーチは鉄骨ト

ラスで情成し、 側面にはアルミ パ ンチングパネルを

取イすけている。

- アレフ

出 展 7 ボタ・セ ゾングルー フ

テ ー 7 人と自然の共生一豊銭で潤いのある生態系

峻 n主め会場企Jil

の記憶と再生への希求

- 生命の大樹「いのちの塔」

出 展 ( 企 画) 京都大学E X P O'907 - r ーラム

( 出展) 生命の大樹 「いのちの塔」出展実行

委員会

テ ー マ 地球」、しぎ、生命ふし ぎ

展示企 画 フジヤ

展示デザイナー フジヤ

建 築役 針 川崎 湾、佐 磁 不二男、大林組

( 外部演出照明デザイン ) 石井幹子事務所

建築施工 展望塔/ 大 林 組 展 示 棟/ 佐 川建 設

延べ床面積 展望書苔・展示棟 1，793.29m'

別練広鮪 39.06m'  

最高高 さ 90 m 展望室の高さ 54 m 

構造規模 展望塔/ R C、一部S 、3F、P I 展 示 棟/

S 、 3F

基礎形式 展望塔/ 杭基礎( 場所打コンフ リー ト杭 )

展 示 棟/ 杭 基 礎( P H C杭 )

主 要仕上げ材

( 外 部) 展 望 搭/ 鉄塔: 鉄骨部亜鉛メ ッキ 一 部ステ

ンレスパネJ レ、 パ ンチングメ 7) レ 度線: カ

ラーステンレス段廷 外 壁 : コンア リー卜下

地、特殊セラミ ック入塩化ビニ ル塗 料 化 粧

柱型・鉄骨下地、アルキャス ト 展示棟/ 屋

根 着 色主主装鋼板栂葺号外壁 : アル ミスパ ンド

レル ( 部 変性 ウレタン樹脂塗料)

( 内部) 展望得/ 床 . カーヘ ッ ト 畏 コンク リー ト

およ び F G  B 下地 天 井 宕 精吸百 板 レ り

ーフ コンク リー ト打放し 一部育金粉 入ア

タリ ル担is旨クリア 塗車ヰ

建 築の特 徴 全国の子供遠から寄せ Lつれた 1，500点 余

リの夢溢れる色鮮かな案をもとに、 自然のいのちの

尊さ、 いきいきと した姿、たくましさなどを花や縁

をモチーフに、大地から大空にかかる雲をつきぬけ

て未来に向かつて成長するような「生命の大樹J を

表 現 した。直 径 9 mの円筒形の窄体は、工期の短縮

化 を図るためス リッ フフ方ーム工法による鉄筋コン

ク リー ト造と し、表面には樹のモチーフである リブ

をつけ、こ のリ ブが上にいくに従 って花開 くよ うに

鉱 がりながら展望室の屋線 で四角形となり、下から

見上げた時に四隅のエ ッジ をき かせた y ャーフな形

のデザ インとしている。

，，'I'f じIj可のl1H. !.HJ 也の令):t



思際花と緑の博覧会

造 園 計画

花 の 万 博 会 場 全 体 計 画

大塚守康

1  花の万博の特徴と 会場計画の談題

花博はその成り立ちゃ計画過程におい て、これまでのー述の持覧

会とは呉った数々の特徴をもっている 。 また 、そのどれもが、会場

計画の基本構成か らデザイン表現まですべての段階において 、重要

なキーワードとなり、会場計画に大きな出 火 ， ｾｾￆ を与えてきたと巧えら

れる 。そこで、会場づく りをトータルで諮る前に 、花悼の特徴をダIJ

記し、そこから展開の方向 を紹介することとする 。

( 1)  花同は、万国博と図芸時との合体により行われる世界初の1[1際

博である 。 従 って 、科 学の進歩を 中心 に未米都市のｾｾを ｴｬ｜ Ｇ ｩ いてき

た万国博の会場に 、医l芸博が追求してきた凶芸技術の粋を. J t め、花

と緑が一体となった新しいイメージの未米都市を拍くことが、会場

計画の基本的課題であ った 。

(2) 花陣は 、近代図芸文化の中心である凶欧を 離れ、 アジアでIJrJ か

れる初めての国際園芸仰である 。花や総の基盤である自然にとって 、

地域性や風土性のi主いは 、そのデザインを決める重要な要素である

が、近代的科学位は、t # 覧会のデザイン表現を世界共通のスタイル

化へと向わせつつあるように忠われる 。 そこで 、自 然をテー? とす

る花憾では 、大阪、さらにはモンスーンアジアの地域特性を色濃く表

坑する ことこそが同|努性の表現であり、花停会場計画の基本的デザ

インカラーであ った。

(3) 民 十円が 最初 から表 ｬ 削 にだされた ｴｾ￬ 覧会であり 、民 活ｪｊ，Ａ ￬ という新

しい概念を生みだしている 。民紅白i とは、一般的に公共予算の不足、

または節約とい ったマイナーなイメージにとらわれがちであるが、

花や緑とい った日々にうつろいゆくデリケートな素材を相手にした

まちづくりでは、 小回り のきかない公共を 助け て、まちづく りの可

能性を大きく広げる力をも った存在であると 思われる 。 まさに花開

の会場における 民前 は、公共Ｎ｣ ｊｾ 業ばか りに頼 らないまちづく り の笑

図会ｪＭ ｾｪ 全体梢 ｬ ｩｬ＼Ｚ
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! 段の場であ った。

(4) 科学の 進歩をテーマとした - iili の産業博とは異なり 、花tWは、

白然と人知の共生 を理念、とした料事TWである ことが強調されている 。

従 って、会場のイ メージもこれまで とは 一 変した 印象となってしか

るべきである 。 しかし 、それはたんに花と紋が多いだけでは 、花と

紘の展 示 問に終 っ てしまつことになる 。 ｾｴ ＧＺ ｬ 二とは 、 花も緑も人も 、

自然、系のすべてが元気よく生命 を謡 歌していなければならなし、 。 こ

の ように 、花と紋を 主役としつ つがi 力に溺れた会場の イメ ジはど

のようにつく ることができるか 。 まさにワーキングにと って最大の

灘間であ った。

(5) 花博は、すでに 20年近くにわた って造 成 された都市公園を妹台

としている 。従 って 、公図 の樹木や施設 を活用で きる利点はあるも

のの 、現に存在しているも のが計画の当 初より見え過ぎ 、高湿なコ

ンセプトと笑地設計が |古川t に語られるような H: t円しがしばしば生じた

が 、 そのことが様々な立 ｬ 床で、 会 場 ｾ Ｍ ｬ ｬｬＡＡ ｩ を 特徴づける結果とな っ た 。

(6) 全体会場計画策定は 、ワーキングと直結した特定のプロデュー

サーを世かず 、委員会制によ って行 っている 。 また 、ワーキングは

iit 図家が初めての経験として担当した 。 これまでの博覧会では 、社

会 的 に 地 位 のあ る方を プ ロテ ューサーに置き 、プ ロテ ューサーと

直結したワーキンクによ って会場っくりが行われてき た。 しかし、

花怖では直接の担当省庁が，建設省の公園緑地系であり 、現 場が

都 市 公 園 で あ る こ とから 、 日町i、公 l:ii l計 画 を行 っている造図家の

子 で 会 場 計 画 を 行 う こ と が 望ま れ ていた 。 が 、歴史の浅い造図界

は 、 これまでの大プロテ ュ サー に 代 る ま で に い た っていなか っ

た。 その結果 、同覧会エキス パー トによる委只会ff，11 とな ったわけで

ある 。 そこで 、初めての経験である j立国 家 ワー キングにと って、一

般的な博覧会スタイルによる 会 場 づく り をマス ターする こ とも ｾｕ

しい問題ではあ ったが 、それをへースとした新しい会場のイメージ、

HI) ち、造岡家 独 自の提案を 、委員会の JJ を超えて実現させること は 、

会場計画最大の普ft 関であ った。笑 ' I'HI(J には、泣図界がー固とな って、

ワーキングプ ロテ吊ユーサ ーからディレクタ一 、さらに指導的デザイ

ナーの役得11りを果たして きたと忠わ れるが 、ノンタイトルのまま社会

的 コンセンサスを得て、多 JJTI而のデザイナーのl ' jlJ 立をまとめ、独自IJ

｛ｉ Ｈｊ な会場 っ く り を 行 うことは、 刻 Ｇｲ ［ ｾＭ に困 ｪ ｭ な経験であ っ た 。

沿泣から 庭のすべてが比わたせるよ っにデザイ ンされている 。
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このように 多く の特性や課題 をまとめて 、会場計画は 2 つのコンセ

プトによ って行うこととなった 。 そのひとつは 、花や緑といつでも

どこでもふれあえ、ともに暮らせるまちづくりを目指した会場計画で

あ り、他 方は 、モンスーンアジア の風土的特性を表現した会場づく

りである 。

万国博の会場は 、常に未来の互li 悲!者11市 を目指す実験の場であり 、

未来の人郊の 、あるいは 地球全体の主主せを示唆するものでなくては

ならないが 、花博では 、花、線 、 自然 、生きものすべてが活性化 し

た其に 12鋭な未来を目指し、まちづくりの実験の場としての会場計

四を進めることであ った。

2  花と 誌 とともに暮らすまちづ くりによる 会場計画

一 般的には 、公園やモールなどの公共造図的なまちづくりと 、花

をあっかう園芸とは密着しているかのように考えられているが 、専

門的にほと ん ど別の道を歩んで来たとい っても過言ではない 。 その

あたりが 、欧米に 比べて{釘に花が少ないことの原因になって い るの

かとも 思 われる 。まさに花博は 、図芸技術を 我が国のまちづく りへ本

絡 的に導入して行うとする契機なのである 。

ところで 花 I専の会場は 、山、 野原 、街 の 3 つのエリアによ り構成

されているが 、それをまちっくりにたとえると、山は山の手の住宅

地、野原は広々とした公園 、そ して街のエ リアはにぎわいのタウン

タウンであるといえる 。 それらのまちの弁音11において 、花 や 緑 をど

のように取 り入れていこう としているか 、そのイメージを紹介する 。

(  1) 山のエ リア 山の手の住宅地 一

自然の紙を織 りまぜて並ぶ諸外国や企業団体 の庭園は 、 まちな み

に彩りを添える理想的な住毛地庭図である 。沿道には 、庭園の様々

なイ ＱＱ 川 Ｚｕｊ ， ｾ 和 するかの如く 並木に 代 るベルト状の花也が連続し 、

四字折々の自然のあでやかさを見せてくれる 。街角にはスポ y トガ

ーテンが設けられ 、木| 注や花に悶まれた 、サーヒス 、情 報 セ ンター

とな っている 。

(2)  型] ' 原のエリア :{Eい っぱいのフレキンブル な公図 ー

野! 京の公園では水辺から広場まで花で埋められ、ある時はそれら

が 一 変 し て 、 様 々 な イ ベ ン ト 広 場 と な る コ ン テ ナ 利 用 に よ る 可 変

笠 1:¥1 である 。 また 、花 々 は 樹 木 の 支 柱か ら凹1I可の屋根 、果てはク

ズ カ ゴlこまで彩りを添えている 。 それらのすべてが 、最先端の図芸

技術による自動aわlく等て‘ 支え られていることは勿論である 。

写 真 Ｒ 別 Ｑｾ｜ の エリア の 花 の会 場

ｉｉｌｊ ヂ折々に花が答えられ、 一 部ではイ ベＯトの ｉｪｾＩｦｩｩ ｬ ｾ可能となる 。



(3)  街のエリア ーにぎわいのタウンタウン

街のエリアのメインストリートに2 tu<、 H 桜いや樹木の支H等の

すべて に花篭が取り付 けられ 、水辺やそこにさしかかる紋f ; も花に

囲まれている 。 さらに 、案内所や似所 、 クズカコにいたるまで花で

街hられ 、まさに、生活の色々な場而において 、いつでもどこでも花

と暮し 、 自然のやさしさを実感できるまちづくりを目指したイメー

ジて‘ ある 。

なお 、全エリアを通し 、こ のようなデリケートなまちづくりには、

rl動准水や立体it:J. u などの放先端の匝|芸技術Iの導入が不可欠ではあ

るが、同時 に 、l¥': 活企業の P Rや、キャンペーン等の活用と、 地元

住民によ る愛護込luli1J など 、 まさに総合的 なl¥': 爪なしには達し 利 ない

まちづくりであろう 。

3  モンスーンアジアの風土性を生かした会場づくり

花博の会協ーデザインに対し 、良識ある 人々からは 、花が主役であ

るのだから 、会場デザインはそれらが一 番美しく 見 えるように、 色

彩をモノトーンにするとか 、必要 最小限の装山におさえるとか 、ス

y キ りした会場をよしとするというような怠比が多〈聴かれた 。的

かに 、花博 i g liIj の奈良シルクロードT J j . では 、. E. J t 況の樹木や文化I同一に

よる風土景観を生かし 、建造物を白に統一し 、やさしく周辺になじ

ませた形態は EEい評価 を符た 。 しかし我々は 、理念に よる共生とは、

その よ うな祭欲的 な表現ではなく 、また 、1花Eや i紋kをたんなる展7不lドZ 訂

とす る のてで酔はな〈 、 ストラビンスキーの森の祭 Ａ Ｑｉｾ のように 、 ｮ ｲＮｾも

人 も、 ともに生命 力に溢れる 世 界 であ りたいと与え た。 その以では 、

そのような必ヴ! ! なイメージによ って、定111! 化された博覧会場のイメ

ージを 打 破することをｉＮ ｾｮ った 。

かつて 、モンスーンアジアの我が国において 、我々の生活をとりま

く身近な 自然がも っ と冗気てオ舌 力にii :¥j ちていた 11与、我々の生前が安

易に科 学エネルギーはカ、 りに紅1っていなか った刷、 我々の周辺は 、

担かな自然の産物て‘ ある竹や丸太 、ワラや純によ って支えられ、我

々はそれらの素材を巧みに使いこなす知 Ｎ ｉ ｾｉＺ と技を持っていた 。 それ

らのすべては 、自然とともに詳し 、育み慈しんでこそ fせられる共生の

必みである 。 元来 、西欧に 比べてモンスーンアジアの自然は、その

ような盟かな生前を 、 ｲ［ ｾ Ｎ に新鮮に保つだけの岐切なエネルギーを 引

った 自然であ ったはずである 。今でもパ リやタイでは 、 自然と人 Jl¥1

が互に ［ｪＡｾ 糾しあ い つつ 、 どちらにもハランスのとれ た 生命力が話忘れ 、

そこにおける担能ともいえる生活は 、地上故後の楽園などといわれ

写I - [.3 型 ｪＭｉ 京のエリアの池に ｾｬｾ 1) 出した木と竹のデ y キ

ノマーゴラや手111のJf3やディテー J レにも、アジアカラーが演出されている 。

て、文明包| の人々 の憧れとな っている 。 そのようなアジアは今、

界 が4利|空竿学f芋.文Hゆ砂明F月一I一 辺例に! 疑疑問をもち k始f白iめている |時時 、風土として伝統的

に伝えてきた共生の技を、かつての凶 l孜の憧れであ ったT'l: :Stのジノ マ

ングに代えて、 1
1
). ).え世 界に 向けて↑ !け*1発信する役目を j ll. うべきであ

る。 このような巧ーえから 、会場テザインでは 、 コンクリートや欽材

の代りに、泣かな CI 然の .'gみを象徴する竹や丸太などの共生素材 と、

それらを建て 、車11び、繋ぐ 、共生の技を使 って会場をつくることと

した 。 また 、共生の知忠としては 、，(Ii やまた訟によ って1 { さをしのぐ

方 法 や 、ベンチに l肢を掛けるのではなく 、縁台に; c ，: : ころぶとい っ

たj瓜土的 くつろぎのスタ イル、あるいは色彩盟かな然 りの花節目り な

ど、円 然風土に )ll tl 応しつつ快適に 必す ) j 法を会場づく りへと取 り入

il た。

ところで、これらの共生の材料は、本質的に永久的耐久性のない

素材であり 、 ｲ［ ｟ ［ ｾＮ に新鮮な状態に ｦ 泣くために 、 簡易に取り主主えられる

とい う特性を持 っている 。 このことは、本来的に仮設'1立の !こに 成り

立 っている 博覧会デザインに対し 枇適の栄材と 工法であったと 思 う

反面、これまでの t! ) j 覧会は 、中 途半端な仮設性の追求に IJ- . まってい

たようにも思えた 。 ともかく 、モンスーンアジアの風土をキーワー

ドとして展開された会場のデザインは、現在の 、壊れず 、変らず 、

手間1いらずをモ ッ トーとするまちづく りのアン チテーセーであ り、 本

来の快適さ、 u に 12i 溌な生活とは 何かを見直すまちづくりの笑験の

場でありたいと刷 ってつくられた 。勿論 、こ の よ うに 、変化するこ

とを jjij 従 としたまちづく りには、さきに記した前向 きの 民活が必要

条例A となることは言うまでもなし、 。

おわりに

以 上のように ｾ ＧＺｪ 活なコンセプトのもとに進めてきた花博会場計 ＱＱＢＱ

ではあるが 、なにふ・ん jit 園界初Jめてのワーキンクであっただけに 、

すべてがコンセプト 通り のテサインとはいかず、定円 ｉ ｾ 化 した ｬ 専覧会

トーンに 押 しiたされたと ころや 、 まったく 別 のコンセプトで展 開 さ

れたテザインなどをまじえ、会場はじつに色とりどりの景観を呈する

結梨: とな った。 これもモンスーンアジアの I持性であるポ リフォニー

の表れかなどとうそぶきつつ 、20年 liIjの大阪万博の. : a ! (が今、現実とな

っているように、花開において我々が提案した夢がいつかは実現 し、

地球のすべての生物に 、:p;司に !位餓な生 it1' ，が訪れる こ とを ).9Ji ってい る。

( おむ つか L リやす 問、式会十 ｩ へ ｹ ズ ｦｾ 点取 締 役 Ｉ

写，W: 4 メイ ンストリートを Yt i . う竹とカラフルな ;{ li I 也の日除け。

"1"うたのi此れには、イヒが1¥i li られ [f :* f i が1UリH¥されている 。 !!!¥I !月の y ェードも竹で

つくられた 。
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国際花と 緑の博覧会

造量計画

政府苑計画と広場の空間構成

大間 武

大阪の鶴見緑地で開催中の 「国 際花と緑の博覧会」は 、匡11努↑専覧

会条約に基づく特別博覧会としては日本で 4 番目であるが、東洋初

の大国際園芸博覧会である 。

そこでの政府苑の役割は 「花と緑と人間生活のかか わり をとら え、

21世紀に向けて潤し、のある豊かな社会の創造を目指す」とする本博

覧会のねらいを先導的に実現するためのテーマ出展と 、文字通りの

日本国政府 出展 という 2 点にある 。

政府苑については、 1987年以来 4 年も の歳月の 中で" 5 ¥ii " という

概念をもとに計画 、設計がすすめられてきた 。 筆者は 、そ の当 初から

完成に至るまで一貫して広場「造図」担当責任者として参加し、 ＱｾＧ ・

に日本人の感性に合った苑の構成を 心がけてきたが、これを機会に 、

既に報告書や公式カイドブ ック等により公表されている計画内容及

びコンセプトにいたるプ ロセ スをも含めて 、その概要をまとめた 。

1 政府苑計画の目的

政府苑計画の目的は、 「テーマ出展」 と 「日本国出展」という二

つの役割lを来たすことにある 。

まず 、「テー 7 出展」については 、本w覧会の必本梢忽にJ在づき出

展の内容、方法等を展開し、テー 7 迎 jif! fへの先導的役官IJ を井上たすこと

であ り、 「日本国 出展」については 、花と紋にかかわる日本 の歴 史、

文化、生活、産業等について紹介するとともに、囲 内外への理解及び

協力を促すものでなければならない 。

なお 、こ れらの基盤となる本博覧会の基本J ! _ l ¥念は次の通りである 。

(1)  生命の讃歌。

(2) 都市に花と緑を 。

(3) 新しい広場 、公図像の探求。

(4) 産業と生命 、文明 と自然の調和。

(5) 地球社会の平和と繁栄に貢献。

2 政府苑計画 の基 本方針

計画にあた っては、坊にの三つの基本方針をたてた 。

(1)  政府出展の区域全体が展示空間であるという認識の下に 「政的

苑」と 名づけ、苑を村'i.J 武する広場と建築物が一体とな って来苑者に

: 0 義ある体験の場を提供する 。

(2) 出展区域全体を 、広場と 建築物が一体にな ったノl吋ー宙 を形成す

るような形態とし、屋内 ーす屋内 屋外にわたる空 liJ Jの中で、アウ

トドア ーから イントーア ーにいたる人間と花や紋とのかかわ り方ヵ、呈

示できる多械な杢 間 ( ソフトアーキテクチャー ) とする 。

(3) r これからの生活の 中で求められる生命の多織な共存 ・調和を

いかに実現すべきか J r 自然を愛し、畏敬する場所はいかにある べ

きか」と言ったテー 7ι 性への挑戦が展 開できる空 間とする 。
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3 広場計画の基本方針

政府苑計画の基本方針にそ った広場計画を行うため 、次の基本方

針をたてた 。

(1) 苑としての一体性 建 築 展 示 と 一体にな ってソフトアーキ

テクチ ャーと呼ばれる一つの来観を 構成する 。

(2)  屋外展示としての役' ; I I IJ - - 屋外空間の各ブロ ンクがそれぞれ展

示 品として の役割を持つ。あるいは屋外展示の場としての役割を果

たす 。

(3) 新しい広場の提案 新しい広場のイメージを梢築し、そのデ

ザイン展開を凶る 。

(4)  内外空間 の相互浸透 インテリア壬 It¥J とエクステ リア空間と

の相互浸透をテー7 とし たデザイ ン展開 を図る 。

(5)  雨や暑さへの対応 来苑者が快適な環境のもとで過ごせるよ

う配慮する 。

(6) 白然素材の活用 花と緑の博覧会にふさわしく、自然素材の

活用を前提とする 。

(7)  動総計画の明石定さ 一 一苑内での主動総、日1 ] 動線、管理II 動線を l明

石官にする 。

4 計画及びデザインコンセプト

(1)  生活環境のあるべき姿としての 「ソフトアーキテクチャー」の具

現化一一 環境としてのソフトアーキテクチ ャーとは 、従来の統一 的な

デザインによる安定感を超えて、各々 の生命感を主張しあう多様な

要素が 、相互に高度なハランスを取り令いながら、，むづく 環境を形

成するような構造体と考えられる 。いわば新しい意味での自然環境

である 。

(2) 日本的都市空間の創出一 一明治以米 100 年余にわた って 追い求

めて来た西洋化から、日本の気候風土に tN差した日本人の感性に 7

y チする都市空間のあり方を採り笑! 殺する 。

(3)  古くからの生活空間の再体験と未来への応用一 一 日本人は盟か

な自然、の中で自然を恐れることなく自然を愛し、 Ut 美してきた 。，建

築に対しても長 ｉ ｲＮｾ との調 和 を考え 、自然 の 中 で営みを重視して来た

のが日本 人の自然観であ り、建築観 であろう 。

(4)  生活文化の形成の表抄トー 急峻な J也Jf; と7] ( 系によ ってつくられ

て来た生活文化の形成を表現する 。

(5)  日本美の演出 「日本の心」すなわち日本人の美立減を追求

し、表現する 。

(6)  都市における日本的な新しい広場の提案。

(7)  日本的な空間デザイン手法の応用 日本建築の 内外貨問のあ

いまいさの表現、 「紋」の テザイン、 n然 1111線の応用の上に内然的

素材を用いた生命感あふれる柔らかい環境のが{ 山をはかる 。
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5  空間構成の概念

会場の全体計画において 「山のエリア J r野原のエリア J r街の

エリア 」と いう基本的な空間構成がとられており、政府苑において

もそれら の桃 成 概 念 が 敷 地 の 地 形 的 要素 と ? '/ チ す る の で、 「山 ・

野 ・街」の空間構成をとる 。 さらに、それらの空間の縦の流れ ( 縦

軸 ) として、日本の風土を代表する急峻な地形と水系によ って育ま

れてきた日本的生活文化の形成を水と流れを用いて表現する 。 また、

それは生命を育むつJ( のサイクルをも表現する空間であると同時に、

古 代 か ら 現 代 ・未来への時の流れの表現にもつながるものとする 。

また、ｾｾい Ａｉｩｴ と紘↑Ｈｪ ｬｪ により代表される日本的建築空間の特性である内

外 空 間 の一体性を表現した空間構成を図る 。

6  みちひろば

6 - 1  みちひろば

みちひろばは 、 「 みち 」 と 「 広場 」の ｾｬｉ ｪ Ｗｊ の性質を持った新しい

形での者II市笠1M]を創出した 。 これは江戸時代、防火の目的で，E I (] られ

た 火 除 地 ( 後 の 広 小 路 ) にあるに さわいのある自由空間を現代的に

再現し、都市における日本的な新しい広場の提案を試みたものであ

る。

具 体的には、次の ような考えであ った。

tff! 7)d jl:; 写J' J . 3  ' i ' ; のテント

(1)  自由であいまいな空間! となるよう、有機的線形を持 った自由な

l隔員構成とした 。

(2) 水 の 流 れ を 有 機 的 に か ら ま せ 、アクテ ィビティのある空間 を 創

出した 。

(3) 水底に映る波紋をモチーフにし、涼感を演出するとともに、千枚

目の桟敷の 曲線に合わせた舗装ノ マタ ンを施し 、人 々に空間的連続

性、遠近感と風景の変化を感じさせるようにしている 。

6  - 2  樹 水 華

政 府 苑 南 入 口の 中央に位置し、政府苑のコンセプトを象徴するモ

ニ ュ メントである樹水撃は、花と緑と水に代表される 「自然」 と人

聞 の営み による 「人 工」 との調和 、融合をテー? としたステンレス

の噴水彫刻である 。

日本を代表する秘物の ひとつである 「竹」 と、日本の景 色 と 風 景

美を書Ij っている 「雪 吊り 」 ・ 「樹 氷」 ・ 「七夕 」等をテザインコン

セ プ トとし未来性をイメージするステンレスを素材として 、華道に

み る 天 ・1也 ・人で梢成した 。 7 k を最上部より下に l噴射させることに

よるステンレスの築の括れと締きによる姿は、生活の伝統に根差し

ながらも自然と人聞の共生による言明日の とれた生活環境を賞賛して

いる 。

6  - 3  雲のテント

政 府 苑 敷 地 内 への導 入 と、自然、 ・科学館とみちひろばへの誘導 、 並

図 政1M苑平面図
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びに象徴的 なゲー ト性を目 的 とする 25張の芸のテントは 、来苑者へ

の日 ｉ ｾｾ を 縫ｻ 共すると共 に、 空 ＱＱ ｜Ｑ をやわらげ 、 さらに生活 ・ 未来 館 屋

上 のテン ト と ー 休 とな っ て雄物の 内外 空 間 の ｾ 絞性を図っている 。

日本人 は 、古くから 日本のr'j つ気似、 と りわけ多湿がなせ るil; や

主 の 織 り成す機も Jill U訟の一要素と して却11れ縦しんでき たこ とは 、 多

くの詩や絵画からもうかがえる 。一 方 、こ れらの こ とは 、日 本 人の

あい まいな 気 j瓜の 形 式にも 通 じるものがあるとも考 え られる 。 そこ

で附 木の紋 の 1' 1' にiぷや芸がたなびく 機 をテザ イ ンモ チー フ とし たこ

のテン トは 、一 本 の 支ね によ って 伯り 下 げ られ 、j瓜に よって 帰 れ動

くとともに 、 ｉ ｾ ｉ いキャンパス 地 は懸 ￆ ｉｉｈ 線の 応 用によ り 有機的な形 態

とな っている 。

7  千枚田の桟敷

J2 耕 民放である日本人は、 ，Ii くから盟殺のやjl をすたり 、年間を過し

て 然 '10;:を 中心 とした伎作業その他 の生活が行われて来 た。 そこで本

納される 能 ・有11栄 ・妹い等は人々のレクリエーンヨンであり 、 コミ

ュニケ ションの坊 でもあ った。 これらは 、地版 文化 として 現 代 も

忠、づいて い る。 また 、 これらの祭リは見物する為の段状の床 ( 伐 倣 )

に! 耳|まれた jム場 O! [，fi ) において行j つれた 。

- }J 、アジアモンス ン地 'J17、 '1-'でも東南アジアの稲作地'Hf に多

く比 られる段々知11; 1止の水 回 ( 仰j 凶) は 、 日本 名J也に数 多 く見られ 、

下枚庄l幸子と 4かされ、我が国の悶I :il l風景の JJR) -;- t ともな って いる 。 これら

「原風景としての千枚田」を 、空間構成のモチーフとした千枚田の

伐般は 、中 央広場と 一体とな って、 多目的でフレキンブルな自由笠

11¥1 Ｈ 新しい ｊ ｦ ［ での ｊｬ ［場 Ｉ として計 ｾ ｉｕ された 。

一 方 、こ のような広場は 、 多様な 価値観を求められる今後の都市

広場の笑l殺の場として位置づけられている 。

さて 、 千枚 凹の 桟 'Jj !l: は 、各 々の特徴を持 った 5 つの展示館を融合

させ 、一体的な空 間 とする大切な役' ，1[ 11 を来たしている屋外造型 的 胞

設であると 同時 に イ ベ ン ト がmiされる H寺には 、段 状 の 伎 放 は 客席 と

して 利用できるよう計画してある 。

Ｎ ｾ ，＠
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' lj:]'!:5 '1' 央広場

空H¥I の構 成要素としては 、 4 m の約差を 利用した段状の伐激と 故

上古11にある 小 t! f!i今 、 その桟吸をぬ って流れ落ちる水、さらに千枚 l王l

に抱かれるようにしつらえられた け Ｑ 央 ｪ ムー ｊ 坊とステージからなる 。 主 ｾ Ｇｽｪ ＡｬＺ

は 、50cm' 1  mの段t，WI求を北本 的 なモテ ュールとし 、それらが 、みと

り ・水と 一 体とな りイT機 的 な千 枚凶 を梢 成 し、日 本的 なイメージをがi

ＱＱ｜ している 。 土 ｉ Ｚ ，ｾをＡ必じさせる」 引 ｬ 少土 ｩ ｊ ｌ 作モルタル 仕上 げの素 材 Ａ 必

は 、イf機的なお，jU杉 ，ｴ ｩ ｾ り ふ Ｑ さ ， : ; f 二らかな削!!at主・その '1' にも存イ( ! 必を

姐iiVltl するイメージのあるものとな っている 。

8  中央広場

'1'央広場は政J i . J 先の '1' 央に{ 立世し 、千枚 IUの伐赦と一体となって

機能する多目的な壬 11¥1である 。 この広場 は 「み ちひろば」 の 一部 で

もあり 、 千 枚闘 の ｦｾ 般の快に ｴ むかｴｌ、 ｔ 校 凹 のー古 Ｑ Ｑ をも 桃成 して 、

スケール的にもまとま りのある空 川 となるようI . h，li j されている 。広

場の 中心 を象徴する人工芝の桁 円は 、 この広場が兆全体のコンセプ

トである 「自然と人 川の 共生」を 代表する Jf; で i ) I，:EJ を収 わして

おり 、広場唯一の幾何や的 1111れil をJ 1I ｾ、ている 。 ここでは隙々なイベ

ン卜/ えび米先者の交流、休息当「が 1'1111に行いれJ るぶ米の打IITli広 場

のあり }J を感じ取れるセ1l¥lfj りりが 11  (I(j とされている 。

9  i怠れ

山のエリアから千枚I : U、みちひろばを lTui - L している i iJiU l J は次

のようなコンセフトを表現する佐内てゴはも亙要な地 t没として f!i: ii' ，'づ

けている 。

(1)  水系に拠る日本の地域 文化 のげ》成。

(2) 山 ・ 野 ・ 街のｾＱｉ ｜ｉｦ Ｇｙ ｉ叫ん

(3) 古代から未来へのH寺|日l柿 成。

(4) 白然から人工への fJ;' l境 情 成。

(5) 白然の生態 系 ( 生 命 のサイクル ) の 表現 。

(6) 佐全体を 過 しての統一イ メージのが(tL¥。

一 方 、iAt れは、はl の 泉 ・千枚回の ilrU l ・みちひろばの流れの 3 つの

'lj : U8  みちひろばの ifiUL



構成要素に分けられ、さらに水の形態、水音、自然皮 ( 人工皮 ) 、ゆl

11音等による流れのシーケンスに基づいてテザインされている 。

9 - 1  山の泉

山の泉は、政府苑で最も高い地点にある回廊の山側に位置する 。

鶴見新山の懐から静かに湧き出した水が回廊に沿い、ゆるやかな 1111k&

を抗きながら流れている。連続したパビリオンの 中聞の長い回廊を

通る人々に安らぎと洛着きを演 出するため、日本の風景のひとつで

もある竹林に埋もれた自然の流れをイメージしている 。 これは、水

を使つての生命の誕生をも表現している 。

9  - 2  千枚田の流れ

山の泉に淑を持つ流れは、千枚田の中を様々な) 杉でゆったりと流

れ下り、大滝によ って中央広場に至 っている 。 この流れは、日本の

図図風景に欠くことのできない小川の風情として、農業用の水路と

水田をイメージさせるものであり、素材も凹図地帯に存在する土 ・

T i 等を用い、のびやかさの中に現代的感性を持ち込んだものとして

いる 。

9  - 3  大滝

千枚目の流れは、 巾15mの大沌となって中央広場空間を演出して

いる 。 この沌は、巾のある 7K' f l ¥' として 、7 l < と光と音のハーモニーに

より、修最効果はもとより来苑者に涼感を与え、イベント時には 、

ステージの1=1" ) ; ' ( としての演 出効果を高める 。 また、この滝は 、 自然

的空間から都市的空間への空間の仕切J とともに領域! 惑を与えている 。

9  - 4  みちひろばの流れ

みちひろばの流れは 、大沌からの iJftれを受け、文化 ・伝統館、自

然、・ 科学館に沿 って流れ 、樹7 ) < 部ーへ至り、徐々 にアーパニティーの

高い空間を創出している 。従 って、自然 ( 流れ) と人工( 建築 ) と

の調和を表現するとともに、京材の石も徐々に人の手を加え 、さら

には機械による加工へと表情を変えている 。

ｩ ｊｦ ｴ れは、」二流は大きな地勢を表わす岩組に現代感覚を加えたｔ￮ ｬ ，｜ｪ ｾ

として、石を品11み合せ、中 ・下 iJ1t ではやや小娠の石、砂利を配也

している 。7l <の表情は 、上流では 与1- < 、下流ではせせらぎ状に、さ

らには親水を享受できる' l 7ff 水した水而を作 1) 変化を持たせている 。

(5) 伝統的作庭技法をもとに、現代的な感党に 7 -;; チした柿成とす

る。

具体的 には、日本の ｬ 当然ｽＡｬ ｩｾ 対の代表的構成要素である沌 Ｎ i.たれ ・

築山と植物によって、盟山の風景を意識した日本らしい風景づくり

を行うこととした 。 さらには日本庭園の心の制11心のディティールによ

って 感じさせるよう心J升けた 。屋内 ・外の融合を 水面によ って表現

するとともに水の表情 と流fl }J によ って空間に変化を持たせるものと

した 。全体としては日本の里山の風景を身近な素材によ って表現し

た庭園空間を創り出したも のであ る。

11 細 工 の 庭

文 化 ・伝統館と産業 ・技術館を結ぶ、空中の回廊から眺めおろす

紺 ｬ 工の庭は、日本的 ｊ ＡｉｴｾＺｬ ｪ Ｈ として馴染み深い竹林 の 中に位置している 。

日本人は、古くから身近にある自然の素材を用い生活用品を作り上

げ、日本人的i採用 さと織品111な美意識によ って工芸の域にまで発展さ

せて来た 。 日本を代表する屋外の伝統工芸の技術と美しさを、金|礼l

寺 垣 ・平林寺垣 ・光悦寺垣 ・竹総垣等の伝統的な竹垣を竹林の中に

配し表現した 。 さらにこ の竹垣は文化 ・伝統館のみちひろば11111 まで延

進させ、現代的感覚にアレ ンジ した大詰垣等によ って 、現代生活で

の応用の仕方もメ ッセージしている 。

12 植栽の基本的な考 え方

(1) うけつがれてきた対観

杭裁によ って創られる景観が、古来よ り長い年月をかけて、あた

かもその地で自然に成育してきたかのような大地に娘づいた) ;.t fj似つ・

くりを行う 。

(2) 山 ・野 ・街のエリアのそれぞれのイメージにかな った間極を使

用する

山 : 日本的な樹極により、周囲のアカシヤやユーカリ林を隠す。

野 : 竹林のイメージと広がりのある地被植栽を行う 。

街 : ｴｬｬ 市対観を形成するケヤキ ・ サクラ ・ コナラ等により紋 ｉ ｾｾ を

創る 。

10 和風 の 庭 (3) 大Ｉｾｾ修最花木によるが Ｈ ｉ ｌ｜

和風の庭は、文化 ・伝統館に而し、自然 ・科学館、産業 ・技術館

に図まれた中 lこ、文化 ・伝統館内の屋内の庭と屋外の庭によ って杭

成されている 。 この庭は、次のような方針でデザインされている 。

(1) 来苑者が最初に目にする日本的な庭図空間である 。

(2) 日本庭図の特色を文化 ・伝統官官の展示コンセプトに沿 って表現

する 。

代表的な日本の花木を係用し、季節! 惑を強制する 。 また、匡11Eで

あるサクラをサクラ前線の移動を利用し 、長期間にわた って花を鋭

11できるよう計画する 。

以上政府苑の広場 ( jil l週) 設計のコンセプトとプロセスを述べて

きたが、この作品は、政府を初め造図の多くの仲間遠や諸先輩の| 動

力と御指導があ って笑現したことを申し添えるとともに感謝の芯を

(3) 同時に、日本建築の特色である内外空間の融合を図る 。 表したし、。

(4) 日本的空間の美しさを表現する 。
( おおま たけし 株式会社( j 環境ぷ，:I-I U，取締役 )

1j: 点 9 和 j民の庭 写A IO 紺l工の庭 写以 11 柏裁の基本的な与え万
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Lli/際 花と ままの博覧 会

環境装置計画

「アレブ」裂水路の技術概要

児玉 時

アレフは大阪餓見緑地で開催中 の国際花と紋の博覧会にセゾング

ループと ( 株 ) クボタが共同出展している屋外ノ f ビリオンの総称で

ある 。 アレフ ( A L E P H) の詑狐はへブライ訪のアルファベ ッ ト

の長ー初の文字で、 ミクロからマクロまですべてのサ: 宙の根 iIJ;i である

ことから、大池を中心として総りひろげる総合演出における生態系

の宇宙観 ・生命感を込めている 。

花↑ 専の共通テー 7 が i 21世紀へ向けて il 到し、のある盟かな社会の創

造をめざし、自然と人とのよりよい関係を築< J ことであり 、出版

の基本コンセプトも会場 中央の大池 ( いのちの海 ) という自然の持

台で、自然と人聞の関係を象徴する生態系の小宇宙をシミュレーン

ヨンし 、自然を賛歌するエコロ ジカルスペクタクルを演 出した 。

アレフの 出展総額は 30億円 で、① カレイドスコープ ( 万華鋭 ) と

② フラワーパフォ - 7 ンスコ ンポジションを 1:1
0

心としたスタティ ッ

クな演出と 、③アクア リコ ル ド ( 裂水路 ) と④ l
噴水群を中心とした

ダイナミ y クな iiii 出 、さらに! UJI I¥J中 6 回催 される ⑤ スペシャルパフォ

- 7 ンスよ り構成 されている 。

カレイドスコープはいのちの焼から大花位、裂 Ｗ ｕｴ￭ を経て対ｪＺｾ，に

点 l丘ぐに iiii るイメージの道 「いのちのロ ド」 を太鼓橋風の鋭のオ

ブジェで形成したもので、 18枚 の鋭 l前ステ ンレス板に万華鋭の よ う

に周囲の11色や光を神秘的に: 与し 山す。

フラワーパフォ - 7 ンスコ ンポジションは大池の水面に直径90cm

のフラワーポ ッ ト200 ヶを浮かべ、 44節の i t. .  fll'( 物 を通して四季の

移ろいや自然の営みを伝えるも の で、水芭! ，(，; 、カキツパ夕 、水府¥ ( 11'  

i'l'i ) 、ホ テイアオイ 、水稲 ( 稲 似 ) と 5 純労l を取り換える 。

スペシャルパフォ - 7 ンスは勅f淀川原三日1¥夕、ンスノ マフォーマンス

“ K I T A I " 、ワ ンナイトセ γ シ ョン" ネオ ・サンノれ、芸能山

械主Hヶチャまつり、黒川能土蜘l妹公演、 1111水の宴 .ルナ 吋、 アレフ

千夜一夜物語 “ アラビアンナイト . の 6 極 mを月に l 回大池 を背訟

に屋外特設ステージで行う 。

本平副て、は 、これ らのアレフ 出展 の 1:1" で特に水を使 ったタイナミ γ

クな演出の主要部分である裂水路について 、梢造や機能を 中心にし

た技術概要について述べる 。

裂水路のメカ ニズムと流体設 計

差是水路はアレフ演出の主要桃成要業のひとつで、大池の表而が突

然古1) れてみるみるうちに水而が下り池底に道を形成するものである 。

池j去に現れた道には岩間に美しい花カ、 l咲き、 II!'iH!l Jの壁からは全長に

わた って大滝が常時落下している 。 iiii !UにH乎応して裂水路内に再び

水が入り、やがて J' iJ fかな元の池 1mに似元する 。

裂水ｾのイＺ｝Ｚ［僚は 、 ｊ￞ｬ ｩ｜ 4  m、平均泌 さ 2 m、長さ 37 m、沌長さ 37 m

x  2  ( nl，ilHリ) 、沌水 IJ 刻字 さ30mmである 。 r也の水位変動に対応し て手

動 式可動エ ッジ方式でt . ' s7I<. ij 英厚さを色- 思しており、 iiii 出可能水位は

大池管理! 水位O. P. I. 690に対して: t 100 mmである 。主要機械設備とし

ては、制1'71<. ポンプ ( rp 350、37k w、5 ｦ￬ Ｉ 、 ｾ ｬＡＺ動 バタフライ弁 Ｈ ct 13  

5 0 X  3 台、 ゆ1000X 1  fi 、ゆ 500 X 2 台、ゆ 350X 2 台) 、制官，'J:) び水

位対応可w7J エ ッジ装置等がある 。

マ; . . 1' 'も

1:i111 裂水路メカ ニズム 概念凶

裂水日告 の メカニズムは 図 1 に示すように、裂水路古1I 分よりもレ

ベ ルの低い位置に設けた地下水織内 の宅 il'iJ に、Y焔.涜高差を利用して重ブ力]  

で

持捌|水 ポンフプ。でで、力加加I日l圧して F悶) び周囲の「池也に E戻ミしている 。梨水路と地下水

柁 ｩ を辿給するラインに設けた各組ＭＱ［ｉ ｈ 魚介ーの作動が裂Ｗｉ＼Ｎ ￬ｾＨ 出の重要な

鎖 ｴ を ｦｫｬ るが 、 経済性 、 伝 ｾｩ ￭｛性 、メ ン テ Ｑ ＧＱ］等を巧 ｬ 桓 して 、 すべて地下水

柿上官 Ｑ Ｑ の機械室ドライピ ｹ ト内にまとめて設立ましている 。 初 Ｗ ｋ ［ｴ ｾ ン

プは地工性 、メ ンテ性と 同H奇に 、iiiil l'. の多様性から同一仕 様の床 品

下式水 中 モータポンプを Ｕ 台並 ｾ ｉＩ に設世している 。

裂水は演出上過渡現象も重視しており、 iii(!l¥形態としては① i¥"{f か

な池 の 而→ ② 予兆→ ③ ｩｬＺＧ｜ 湖水而 Ｑ Ｑ 降下→ ④ Ｗ Ｉ＼ＮｉＨￜ 一 且上昇ー→ ⑤ ＧＱｉ ｩ ｾｊ Ｗｬ＼Ｎ ｔ Ｈｊ￭

急降下→⑥裂水路状態保持→⑦ 充71<. →③ 元の静かな池の面に復元の

)11( 1 で変化する 。

③ の ｩｬＺ ，｜ 湖水面降下は、Ｍｉ［ｊ ｊ 換弁｜Ｑ Ｑ を ｉｊｦ Ｎ ｊ け ｉｾ ｦＮＩ日昔 ｉ ｉａ より ｩ ｬＺ ，｜ 周 ラインを

j J j j して地下水槽 lこ導くが、格差による水の I! 及'11力に加えて壁而にやl i J

えたノズルよ りポ ンプで 加 ｬ 圧した水を般市 ｾ ｾｦ 山力とし て 噴射させるこ

とによ りil:! ，をより 巨大なものにしている 。

⑤ のづ |湖水面急降下は④ で再びi J 日: J 7 l < . にした状態から、切換弁¥1
2 を

IJF) け てIJ f) 口音118 より 'J 1湖周ラインを i山して地下水槽に導き、両 IWJ の

沌から活下する水量に打ち 11弄って約40秒 11¥) で完全に裂水路底ヵ、現わ

" U.t: l  カレイドスコー プ と ｩ Ｍ ｊ ｾＧ フラワー ポ ｹ ト "j : .!'f. . 2  アレ フ ゴ ｉ ｾ ｊｪＨ ＧｊｪＺｊｾ Ｚ＠ 3  裂水路全iit
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れる 。裂水路両1ft1H笠 ( 3 7 mx  2  ) から 30酬の股厚てヴ高下する水量は

毎分6 0 - 7 0 m'に達するが、地下水槽の排水ポンプの能力はこれをは

るかに |二回っているので、演出の要求に応じて 何H寺聞でも裂水路状

態を{ 栄持で きる 。

⑦の 充水は、両 Ｑ ｦＡｩ ｊ の沌から の落 下水量以外にＭｉＺ［Ｑ ｊ 換弁 ｖ ｳ を ｊｾｾｊ けて、

池 の 水位と の孫差を 利用し て ｊ ， ｦＮ｝口苦 Ｑ Ｑ Ｘ より ｩＡＺｖｊ が ｩｬ Ｚｾￌ ちる様に水面を上

昇させるが 、こ のプ ロセ スもがi 出上重要な要素とな っている 。

ifil 出で要求される裂71<. の水の! f; 、変化の表情、 所要u寺問を追求す

る目的て¥本作に先立ち 5 分の l モテルによる工場テストを繰り返

した 。 ＱＴｾｊ 水路 モデルとしてフルード数一定の流休モテルテストとし

て扱 った結来、渦の規棋や所要H寺間の推定等はほぼ満足のいく予 il1lJ

ができたが、沌水膜のイメージやタイナミ ックな迫力についてはモ

テルテストの限界を改めて痛感した 。

裂水装置の土木設計と施工

裂7 1 < . 装世の土木設計ーは日，建設計が、施工は大林組 と久保田建設ヵ、

m当した 。

t也の底に鉄筋コンクリート製の大形精造物を建造するにあたり

設計段階で以下の点に特に官nました 。

1  ) 故終的には一般観客の通行はなくなり、特定 iii l技者の花道と

して の通行に限定されたが、設計条件としては不特定多数の人を対

象とした歩行通路として安全上問題のない桃造物として設計する 。

2  ) 半年間] の会期対象でなく、 長期保存に l耐えうる柿造物として

設計する 。

［ ｾ＠

:1 

3  ) 設計基準としては下水道土木1j 白設の設計基単に準拠する 。

図 2 に裂水装置土木構造物の平面図と断面図を示す。

裂 7J<.Ji!名古[1と地下水槽 ・機械室音[1 と両者を連絡する導水路音11よりな

って おり、全長67 m、最大平面 l幅17 m、最大垂直高さ 10 mの総鉄筋

コンクリート構造物である 。

裂水路音[137 mの両端に昇|峰階段を設け、 I幅4 mの両側壁の直下に

沌の落下水を流す l陥50cmの1f!1J 講を堀り下げ、中央の道床と左右の1f!1J

摘の聞を F R P 製の人工岩で仕切 っている 。

地下水槽 ・機械室昔1Iはメンテ性を考l品、して対岸と陸続きに設け、

機 械室 にはマンホールと機械搬入口がある 。地下水槽の有効容積60

Om' は裂水路体積300m'の 2 倍に相当する 。機械室にはポンプ、 1屯i!i71

弁 、現場操作盤等が収納されており、水面下のドライピ ッ トである

ためコンクリートに防水施工を行う一方 、ガス対策として常時強制

給持| 気用の換気扇を

回している 。中Il¥Jの

導水路は渦用と引槻l

用の閉水路を鉄筋コ

ンク リート製の 2 重

仕方式で地中に桃築

している 。主要工法

と しては、土のう .t l延

1)1品目 -1:;1] 工法とオーガ

:r; :U 4  i両湖水面1降下

り. H 写真 6 充水|井J i l i ' i 写:点 7 土木工事
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ーモンケン P H C 杭 基礎工 法を保用した 。LL健工 'p;に先立ち尖泊し

たボー リングの結 米 、 池の jぷは極め て条件の社、い '1iJ..: ω地強である こ

とがわか り、 φ 450X 18 mの P H C 杭49本を全総聞に .f J 設した 。工 ・J';

に| 捺しては、! 広告主コンクリート の打設 が不 能 なために泥状地税をセ

メ ン トでｉｩＡｬ Ａ ｩ ヒ したり 、 ｊ ＧＺＺ 似 ・ ＱＱ ＱＱ 十字 の Ｑ 可ｻ事はす策 、 場 外 摘ｾ ＺＡｾ 土 の Ｑｊｊ￭Ｎ Ｗ ｊ Ｈ ｊ ，ｉ ｩ ｊ

化 ｾ［ ｩｕ￭常 の よ ・ ｊ Ｇ ［ ｊ ｊｕ ｊ，Ｇ ｩ では よ Ｔ られ な い苦労があ っ た 。

ま た、 飢 比大池 が 降雨時 の ｩｦｦ ， ｾ聖在 地 の 役割 を し て いたこ とと 、 ｩ ￬Ｇ￭ｊ ｉｊｩ

用水の関係 で開 法 l 年 前の 1989if. 3 月に 着 工以来工事完了直前の 同

年 11 月まで 池 をihii 水に したまま 、中央の 工事範囲 のみ土のうで擢犯

を築き 7)( を汲み 出 して 施 工 した。東西に仕切 られ た大池の束11111 しか

初水口 が ないため西1f!11の水 をポンプ で東に移したり、堰城内 の i見7) (

をＧ ， Ｚ ｩｾＧＱ 時 ポンプで 汲 み 出し て 対応した が 、 夏期に集中 豪 雨に逢ぃ池 の

水位が予 定! を上回り 堰堤を 越え て工事現場が完 全に水没 した若 い体

験 もした。

しかし、 きめ紛|かい施工む坦! と工事 関係者 の休 日 返上 の 協力 に よ

り、 予 定通り年末に工司、，を完了 することが でき 、結果的に は'li ，，¥'li長を

極 めた ｉ ｾ ｦ ｬ ｾ Ｇｾ 直 前 の 周辺 工 Ｔ と の干渉 も回避 でき 、 今 回始め て 挑戦 し

た 「音楽と 光 と裂水 ・噴水の水の動 き」 の総合 iyi 出の現 場 テストに

充 分H寺IMI をか け る こと がで きたのは幸運で あ った。

/1，貰水の純fJ'i とt UJ!

川 w  組 111. ' てら 1' tI. 1(111ふ ， 勺

J') 1) *'1'ラ i 1  J¥¥f-t }j i.t 

511m IE火明水 1  ＩＮｾ＠ l 本 120 ，¥¥ ｬｾＺ＠ iii Ｉ Ｎ ｾ＠

・ アイスフロー 15m :2 ｊ ｉｾ＠ 1  1' X  2  55.5，'.¥X  2  20Hx  2  仲 li' l .1"¥ 

アイスフロー 10m '2 Ｉｉｾ＠ 1  1' X  2  221¥¥¥ X  '2 loHx  2  ｬｾＺ＠ ili ｊｾ＠

1  1  J. i;{i ) j アイス 7 ロ 8111 6  Jt¥守 l 本X 6  11，¥¥ X  6  IlばrX 6  仲: ;i'i .1"¥ 

3  IE "n 
木 1  Ｉ，ｾ＠ 1  1' X  4  2.21¥1.¥ X  1  7 ロート パ

6  4主 "n 木 込I )，4  20 -j.: X  4  4.4，¥¥ X  1  仲; i ri パ

td ライ ンロI' l ;! く 2  ｊ ， ｾ＠ 8 1' X  2  33，'.¥ X  2  ｬｾＺ 円， Ｚ ＩＧｾ＠

お ジ ェ y ト日1' 1水 I  ｊｉｾ＠ l 本X 4 221¥1，¥ X- I  ｦｾＧＺ＠ ;i'i .f¥ 

ノ"、 25) ，4  12i 本 521 ..1，'.¥ 120H 

ｩＮ ｾ＠ 1'(¥水の 隊 n(一覧表

アレフのタイナミ ンクなii ii lJ'，要素の も う- }'j の11ft 水群 は 、 ノズル

の 選定 や ｉｾｇ［ 丘、 姿 態変化 等の決 定 に 際して は 、 ｩ ￭ｩＨ ， ｾ ｜ の 必本 コン セ プ

トに 従 って ｲ ｮ ｾ ぷ よ り もよ り ｉ ｾ ｉ 然ら し く ｊ 71くの持つ 良 さをで きるだ

け 引 き 出 す こ とに努 力 した 。 Ｖ 位 ｩ ｲｉ ＲＵ ｩＱｨ ある Ａ日 Ｚｾ Ｗ Ｑ Ｈ の種類と 仕僚 のー

むを 表 に示す 。 これ ら の 噴水 は縦 棋だ けでなく、機 能而 でも 、 ｬ 以 足ｾ

l(ti で も今 |旦J ｾｦ￬ めて採 用 し た ものが 多数 ある 。

電気 設備

ア レフの が(1:1¥に 使用する 屯 力は裂水路から約 100 m東1H11の池に I市

した古島! 隙ー 1:符の 屯気室から供給して いる。受屯 は協会の j山! I] によ

り ＲＲｋ ｖ の ｾ Ｂ ￎＧ ＡＮＧＺｪ を Ｒ 回 線受 屯 し 、 Ｑ ＸＰＰｋ ｖ A の トラ ンス で440V に約とし

ている 。水 rl' モー 夕、水 "1:' ライトは もとよ り、 陸上古11の音 符 ・1¥¥¥1リ]

タワーへの屯 iIJi[(j l，*'行も- ι 、j也の LI-'を通 して水 中ケーフルで送 ってい

るの で、ヨc全対策上 1500KV A の絶紋トランスを介している 。

ｾｲ［Ｚ 気室 内には動力盤 が Ｑ ＸＰＰ あ り、ＷＩＨ， ド モ ー 夕、 ｾｩｴ 動弁、 Ｇ 屯 般 弁 は

すべて コン トロー ル室か ら送 られ てく るリレ ー信号によ って ON-

O F F 制 御 している 。!照明ライト約 300 灯は すべて コン トロ ー ル室

から のil il) 御信号によ り調光 器 を介して送電される 。

コン トロール室は官一理煉ー|滑に屯気室と隣接 してあ り、 音楽用の

テープテ ンキ、コ ンビュ ー夕 、操 作盤等が 収納さ れ 、窓か ら池が望

め Ｇ［ ｩｾＧ n寺オペ レータが付いて EE祝 している 。

アレプのiJi i/:H

ア レフの 演出は 畳:1M')  ( 10回) と夜間 ( 2 回) の 2 的 知 あ り、昼間

は15分 1::) で水と 音楽、夜間は 30分 11: )で水 と音楽と 光 のシ ョーで 、基

本的に は いl寺聞に 1 回毎正時に ス ター卜する 。演出 スタ ッフ とし て

は 、 ｉｉｊｾ 水テ ａ ザイ ン Ｎ 7)( iili 出プ ログラミ ング は大統力教妓 ( 文部省政

送教育開発セ ンター) 、音楽作1111 . 指揮は 山城粁 二氏 ( 芸 能 山城 Hl )、

II(¥II). Jは 山形多 聞氏の各氏が担 当された 。 このf也、昔物シス テム は 、

( 株 ) サ ウン ドクラフ トが担当し、 裂水路底 に l咲く 南 米のサボ テ ン

月下 美 人の花や道床の色彩 は舞台美術家朝 合烈氏 が担 当され た。 i:J(

n'，の大統 力教佼と音楽の山城祥二氏( 芸能 山城組主宰 ) は、じつは 同一

人物で 、アレフi貸出 の最 大の特 徴は 、紙製の音楽に 11ft 7)くの副J きを合わせ

るli f: 米の? ? 楽同調噴水とは全〈呉 り、 今 回の水演 出の ために告さ下

された 「翠星交響楽」 と裂 水 ・噴水 が同H寺進行で 、:東 山の 要求する

メカを作 りあげ 、一方では メカの避けられ ない物理特性 ( 甘T性、過

il .立現象、応答速度等 ) を逆に 音楽 にフィー ドパ ックして 作 られた も

の である 。

il: 楽テー プに主1) まれた 30分 の l 秒 の タイムコードをコ ンビュー

タが受けて 、水 中モー 夕、電動弁、' ; r ; : 舷 弁 、 ライト等の動 作 . ｾＡｩ ｩ 似

の組み合わせ を無 数のノぞター ンとして 編集 している 。水の動 きと背

光 の ｈ 年 ｪｩ Ｚ Ｉ ｪ 笠 れ の［Ｑ Ｑ ，制三 以外に、 水 Ｂ Ｑ Ｚ Ｇ モー タ の 起 動 ｊ ｦｬＧ｛ｽ 止 の ｩ｝［ ｉ ｗｊ や 包 ｬ ｩｾ ｊＮ ｦ ｬ Ｂ

の14日I!I ')応答速度 と水の- tJ't性の限界寄与、 工学の領域と芸術の領域の妥

協.. .¥を求めて 、現場 で笑機 を動かし ながら繰 り返し :れ詰めていく 11

%; が 、今 |凶 のプ ロジェ クトのチームワ ー クの縮図とも いえた 。

ア レフの水 ilii tl :¥はtH本理念から始 ま り、 7 テリ アルの選択、 ハー

トとソフ トの融合等 、従来の l噴水の巧え 方と 大 きく 災 っており、 逆

転の発怨! の! 惑すらする 。従 来の技術 が 「形状の 人工 的安 定 化」に主

Jl lt を出く のに対し 、大儒教授の求める 思 念はあくまで r ; )，くの 長I ￭ＧＡＮｾ 叫 Ｚの

2¥i. .ili: J であ り、 「自然が放の不安定 さを 4fi 極的に前而 に-I IJI しtt' 1す」

こ とであ った。正 路な計算と粕級を こらし た装 置によ り、人工的幾

何学的美を 狐 う西欧的発想、の噴水に対して 、7 k の持つ白然の不安 定

さに敏感に反 応する東洋的感受性を尊重 した 水 iiI (/J¥へ の挑戦であ っ

たアレフは 、今 後の水芳、・噴水の考え方 に大 きな - Tj を 投 じた もの

と巧える 。

以後に 、アレ フの企 画 、製作から述営 に至るまで、 1tt: .J 安間接に術l

尽力n 1 いた 各方 l飼の方々 に 心 よ り謝;むを 申 し上 げます 。

( こだま さよし アレ 7' 1柳 川j テ7 ニカルディレ 77- ¥

株式会11:7 ポタ ポンフぷ，"!!'l tI) l，iIJ ffI )L.::J

'lj : U: S  裂 水 路)在 Ｇザ ｊｾ Ｚ 9  アレフィIi のが( ｈ ｾ＠ りJ' ，[: JO アレ7 1主のii i( t'I¥
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国際花 とままの隙覧会

環 境 装置計 画

ライトアップO一 一 夜の演出のコンセプト

湯田 毅

国際花と繰の同覧会は、夜 1M]の開催時間が10時半迄となり、夜の

演出に |射して従来の盆型の博覧会と呉なる大きな特徴を有している 。

畳の環境に対し夜の環境づ くりも - 11寺的なも のでなく盆と対応した

大きなウ ェイトを持 っている 。会場の夜の景観、環境! 照明をどう作

り上げてゆくか、照明学会を中心に進められた街路! 照明、及び各ノ マ

ビ リオンや諸施設の照明について紹介する 。

花博会場のライテイングコンセプト

花 1専を花と緑に光を加えた新しい都市環境と、未来の24時間者11市

への提案の場としてとらえ、! 照明の基本方針を、

・花と緑の美しさを最大限に表現する 。

・照明によ って昼間とは異なる美しさ、楽しさをつくる 0

・自然と! 照明の調和 をはかる 。

と定めた 。

さらに、花陣協会の会場計画 「山のエリア J r 野原のエリア J r 街の

エリア」の内容を検討し、照明演出の基本的な考え方として、各エ

リアの! 照明によ って表現すべきイメージを 、 riWIベノ、ーモニー ) J r 幻

( ファンタジー ) J r 動( ドラマティ ック) J と対応させた 。 ( 図 1 )  

さらに、それを具現化するために、それぞれのエリアにおいて、

「光の空間 J r 光の変化 J r 光の造形J r 光の ステ ー シ‘」 を! ! j ' (明演 出のポイ

ン トとし 、道路 ・広場 ・図路 ・花壇など場所ごとに照明設計、デザ

インカ《なさ nた。

そ の 結果、街路ＡＧＡｾ明甘器具は ＴＹ 般 ＲＹＰＰ 灯 に の ぼ っ た 。 図 Ｒ は、 会

場における街路 !!(j ，1引による明るさ の分布 ( イメージ ) を示 したもの

である 。

図 1 ml
，'列 iy( 出コ ンセプ ト

図2 会場の明るさ の分イli ( イメージ ) 図
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山のエリ アの照 明

山のエリアは、 r ，日， ( ハーモニー ) J の コンセプト により、自然、

の制手[ 1 を大切にした IIH明以境が約二られている 。 WIJえば 、写真 1 の主

図路のＡ照明は、杉 の ｊ 品 ｴ 木 を ［ｴ ｾールにデザ イ ンされた官 器具 で 、道路市

はもちろん沿道の樹木も )1((lij J されるよ うに 、i. uか ら 1 m離し て設置

されている 。

光 ilJ; lは、緑が美しく見えるメタルハ ライ ド灯 の 100 W で、まぶし

さを感じさせないように、 {J主W ラン プで 乳白アクリ ルクローフe を用い

ている 。

写真 2 は、山のエリア の庭園に設置された 特に花や紋ヵ、よ り鮮か

に見えるラン プの jl H明器具で、色とり ど りのit) l I や庭園を 引立てて

いる 。

写真 3 は政府苑 、写真 4 は S L 義経号 ・風 'ITの駅、 写真 5 はフォ

リー の夜景である 。

写真 J r 山のエ リア」国l路の l mi¥J: J

野原のエリ アの照明

聖子原のエリ アは 、花の谷 ・:(E伎放などの H 本ーの 大花組や、い の

ちの海大地 、生命の大 樹 ・いのちの地など、スケールの大きなラン

ドマークが多 〈、さらにここ は 、 「ずだ り」の坊ともなるエリアであ

る。 l照明コンセ プ トは、 「土J ( ファンタジー) J 。

写 真 Ｖ は 、 然 り の 大ｊｊＮＡ￭り の ｬ Ｉｩ ｨＡ ￭ＴｊＺ ｦ で 、 ， ＺＧ Ｚ ｪ ｩｬｩＨ 色 ｊｦ ｾ ｾ Ｇ Ｚｪ 圧ナトリウム灯

150 ｗ と白 熱灯 ＶＰｗ により、 在 ｊｉＮ作 の ， Ｑｓ Ｑ 色 を 、生 き ｾ ｉ 二きと 比せると同

時に、 Ｑ Ｐ 灯用の器 μ を ￆｾ ， ｬ ，しして配置する Ｇ ｊ Ｇ［ により、 ｦａ り ・ ハレの雰

囲気を雌り上げている 。イヒ伐倣 の )1((1りl を写真 7 にノJ ' す。 メタ ルハラ

イド灯による全般 )!!(Iifl と日前色 J杉山花ナトリウム灯のスポ ッ ト照 明

器具( t ' ! の能に収納されている ) によ り、伎 はまさにファンタステ

ィ ッ クな 世界となる 。 ハビリオンのｬｉ ｩｬｬ リ ｬ は、往物内苦 ＱＱ の Ｉｉｲｾ 11): 1を利用

したライトア ッ プが多く 、 このエリア の 伎の ｦ［Ｈｾ をうまく演出して

いる 。写真 B は凶 | 祭展示水の館、 写真 日はH美くやこの花館、 写真 10

はアレフの夜訟を不した 。

ｾＯￅＺ＠ 5  フォリー ( 設計八点はじめ )

'1J:点 4 S  L 義経号 ・風 !I1の駅 :写u 6 然りの大iIfiリ 街路H

万点 3 政 I(，fni 万 J ' U イヒ伐般のJ! ( いりi といのちの IK

54 



街のエリアの照明

11i のエ リアの 1m明 コンセプトは、 「動 ( ドラマティック )J 。 ここ

は、メインＱｩｊ ｾ ｾ ｉＺ［ 場、民間ノ マ ビリオン群、マジカルクロスの遊戯等の

アミューズメントがその柱とむ っている 。街 路 幻 は 、 多 灯 用 保 呉r で

そ の ス ト リ ー ト の 特 徴 を iii(/U している 。 写 真 11 は 、け やきストリ

ー卜の 尚 ｩ￭ｩＨ 色 ｊ ｦ ｾ 高圧ナトリウム士 ｲ 150 W 3 灯! 日総具、 写真 12は 、

マジカルロ ードの メタルハライド灯 100 W 5 灯用の器具である 。花

博のノ マビリオンのライトア y プにおいて 、特に、正l!) <  ! ! 日明、変化す

る照明手法が多く見られる 。 メインホール、ふしぎな森の館松下館

( 写 真 13) 、 ガ ス パ ビ リ オ ン 、大 愉 会 71 < . のファンタジアム ( 写 真

14) 、 E X  P  0' 90三 井 東 芝 館 、花時' I J . . i J ; 美術館、ひかりファンタ

ジ- ' i 1I 力館、いんなあとり つぶ館等である 。 さらに、ふ しぎな森の

館松下館では、 パ ビリオ ン全体を森と見 たてて、森の四季の移ろい

をテー? 音二楽に合わせて、白→緑→坊、→白と調光する新しい試みも

なされている 。

写真 9 I咲くやこの花節

り点 10 アレフ

おわ りに

花 |噂 会場 の 屋外 miBYIは、! !¥¥明学会の広 場 ・道路に対する恭本計画

の他、各ノ マヒリオンの設計、造図の設計 、7 ジカルクロスの遊戯施

設の設計等の設計者によ って完成したものである 。花時協会のご指

導 で 、山、野原、街の各エリアにおける! 照明学会のライテイングコ

ンセプトにほぼ 近いか たちで 、 会場の夜の景 観が ｴｬｾ 来上 ったＴｪ＾［Ｚはよ

ろこばしい |以りである 。

今後は、 21世紀における夜 /:11の新しい者/¥T/i fJ ; i 境のあり 17 を考える

タタキ f; として 、こ の実験を有意義なものにしてゆかねばならない

と考える次第である 。

( ゆた たけ し 松 I" ，t，: I 株式会川Hf . J 党エンジニ アI} ノグ セ ノター 似 )

tJ: I'lj i1、人 IHjl リI''j!: 会叩 1") 会 li J  

写真 ｾ ｬｬ けやきストリートの街路 ｋｊ 写真 12 " 7ジカ J レロ ドの街路灯

写真 14 大輪会水のファンタジアム
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国 際花 と緑の博覧 会

レポート

花博会場を巡って- 会場全体構成について一

佐藤不二男

人と自然の共生がテ ーマ

5 月上旬 、花仰の会場を久し Jふりに訪れる機会を待た 。隊か /4f. / ｾ［ｾ＠

直前に訪れた 11.y. には 、いまだにトラ γ ク等の工 ・J'; J:具j係車両カ、{ 沙ぼこ

りをたてながら走りまわ っており 、会場内はさながら戦場の ような

様相 を呈して いたことが記↑ 芭にまJi しい 。 いや 、H下年 2 月のさるハヒ

リオ ンの起工式以 米 、たびたびJ i を J:ili んだ 的見紋地 は 、夏が過 ぎ、

紅葉 の秋 を迎えても 、会場主j); 設は 外 目には遅々として i!s んでい るよ

う には見え ず 、 Ｑ と と ｾＢ ｫ に溢れた 博 覧会は 来 たして こ れで Ｔ 月の Ｏｊ ｦＮ Ｏ ｫ［ｾ＠

に間に 合うのだろうか、などと当 'J王者ならずとも余計 な心配に気を

病ん だ ものだ った。

今 こ うして 、多 くの 人々で賑わう会場 の光 景 を/1艮のあ たり にして 、

無事 完成 したことへの安堵! ぶと 、そしてある 位 の寂琴! 忍を祭 じ利な

いが 、そのー }j で 、 「人/1¥/ と 1'1 然と の共生」 という 21世 紀へ fI 'J (t た

テー マ で聞かれる今回 の 的覧会へ新たな期待がわく の も事実である 。

結果的には西欧引の 「陸l志向 」 と従来111の 「特別l博」 との二重 の

性格 を持つことにな った今 凶の花時に対し 、多万 i而から様々な疑問

や意見はあろうが 、20年 IIIj の EXPO' 70が 「建築博」 、筑波仰が rn央

{ 象博」 であ ったのに対して、 E XPO'90はいわは‘総合的な 「環境問」

として 、 Ｑ と や ｾＢ ｉ ，をテーマに ｲＧｉ 然と ｊ 七 存する新しい者 ＯＱ 市 ・ 人間 以境を

校 索す る附 覧会と 解 釈 できょう 。

筆者は 、会場内 で極めてシ ンボ リ y クな存イ1ーとな った円、のちの

熔」 の設計に 携 わ った|品j係上、 純粋に 第三者 的 な枕点から 花的 会場

の環境 ・建 築計pll jについて論ずる立場ーにないが 、| 浪られた H与/1り の rl'

で見聞 した会場全体 の梢 成についてレポートしてみた い。

会場全体は 、 Ｇ ｻＨｦＮ｜ 見 新 山 間 ｪｩｬ の 起伏を ｾ Ｏ 三 かした 「 山 のエリア 」 、 ユ ｼ ι

ｭ 官 ｛ Ｑ は パ ビリオ ン などが佳ち ｟Ｎ ｬ ｦ ｾ ぶ 「 術 の エリア 」 、 そして 中 央 の 大

池周辺は両者を結ぶ 「別原のエリア 」 と、それぞれ現況地 形に必づ

きながら日本の代表的な風土 をシンボライスした性格 付けがなされ

ている 。 いわば、 打111] 1、山、野原 、 という性絡の呉な ったエリア を

つくる こ とによ って、r . 11市生日1 と紘の係わり 、庭園 にお ける紘のあ

り方など 、機々むレベルでの人 /::/ と自然、との共存 - 共生を会場全体

"If!. :  1  ?I正りの j ミjJ1i' )
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として l主体的に表現したものと解釈できる 。

この ような会場構成は 、従来の博覧会の ようにかなり リジ y ドに

会場ー全体を炭定している わけではなく 、お互い の ゾー ンが 、人々の

アクテ ィビティや空 /1¥/椛成 の上 でも 相互に わi: 透し 、触発し合う こ と

をmH，¥したゆるやかなエリアの設定とな っている 。 しかし 、各エリ

アへのハビ リオンや庭図の 出展が予忽以上に多いため 、会場 全体が

かな り 制 官 て ｾｦ ｪ ＩＮ ｾ とし た印象 は否め ない 。

会場内 では 、主Ji よ1( : 的に 「いのちの防」が極めて |二|立つ存イ! とな っ

たが 、 Ｂｪ ｾ米は ｩ 当然 のラン ドマー クである 的見 新 山 や大 池 が、 各 ゲー

トからのアプ ローチ対 観やスト リー ト対観のウィスタやア イスト ッ

プ をii i( ::L: する重要なエレ メントであろう 。 しかし 、弁 ス トリ ートで

はむしろ 、 七音1Iをぜ1'1陸行する ウォーターライド な との 向先日柿 造物が 目

につき、 これらの自然のランド 7 ークが景観的にその ;jrJ に隠れがち

な点は 。附しまれよう 。

3 つのエリ ア構成

大地を 中心 とした 「野原のエリア 」は 、いわば今 |叫の花 悼の中心

的な シン ボルであ ろ う。 人類の知 Jよ〈と妓術を福 .. 放した E XPO'70では 、

名純 の空/1¥/ 装置やイベントで彩られたのは巨大なス ペースフレーム

で縦 われた 「お祭 り広場」 であったが 、今 回は 問覧会のテーマの変

j1fを 物部 るかの よ うに 、 「いのちの彬」 と名付け られた 大 池 とそれ

を 取り 巻く水 辺 の 広場 が 、そ のシン ボ ル ｾ ｈ｜ Ｏ としての 役Ｇ，ｬ ｦ Ｑ Ｏ を来して

いる 。 また 、こ の大池 Ji!i /ill の拡が りのある空間は 、会場全体 が 人々

の 縦断 と 出展地 設でかな り過 密 化 し た ｲ ｬ Ｍ Ｇ で 、 ある 純 のエア［ｴ ｾ ケ ｹ ト

のように会場 ':1-'心部に nffi な(r 'j 獄、! ぷを門真し 出 している 。

裂水を iii (出する環境装置 「アレフ 」 は 、工-Lj' ;rl'に池のj去をさら っ

てコ ンクリート の擁壁を構築していた凶は 、さながら大工 木 工 'J '.- の!必

があ ったが 、完成して今 、巨大な I噴水と Tf 楽と !1((1り] ( 佼/111であれば )

などがシンクロして演出される華版なシ ョーは 、なかなか迫力のあ

るイベ ン トとして多く の 人々の人公を 叫 している 。

*  *  

rjli のエリア 」 は 、都市生活と深〈係わる花や紋 をテー 7 に 、賑

わい のある 者11市空 /:¥j が演出さ れている 。 エ リア内 を放策する |製り で

‘ー一
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は、各ノ f ビリオン前の大通りが比較的余祁を持 って幅広く設けられ、

かつ各建物は建ぺい率などでそのヴォリ ュームを trrJ えられているた

めか、従来の tW覧会の様に建物で埋めつくされたという 印象は薄い。

しかし、 「山のエリア 」の高台から 「街のエリア 」にパビリオンが

林立する景観を見ると、もう少しパビリオンが控え目に花や紋と共

存する姿が本来のイメージではないか、という iEl いがある 。

「街のエリア 」における花博のテーマが最も特徴的に表現された

空間は、 「けやきストリー卜 」 なとの大通りや幾つかのノ マピリオン

前の広場であろう 。 これらの外部空間は、 7]( のせせらさ、花の支柱、

シェルタ一 、休! ' l [ tテラスなどで修長: され、ノ f ビリオンを裂い隠さん

ばかりの立体的に述絞した緑の 回廊っくりが試みられている 。

各パビリオンは、博覧会特有の仮設，建築ゆえか 、全般的にテント

l換や鉄骨フレームによるやや安直な形態が多く、やはり百花線百しの

lさが強い。 しかしその中でも、日本の気候を考慮した屋外劇場とし

て半戸外的に| 封lかれた 「メインホール' 90J 、日本最大級のi 1l1t室とし

て世界中の植物を展示する 「咲くやこの花館」 、水、光、風などの

自然を体感できる回遊式庭園の 「名画の庭」 、緑を前面に建物を低

<  jfll えなカ、 らも 内部にふんだんに自然光を取 り入れた 「匡11際展示光

の館」 、水のカーテンの背後に大輸の花を咲かせた「国際展示水の

館」 など、幾つかのノ マビリオンは、それぞれ、光、水、風、縁、木

などの自然の要素を充分に建築に取り入れながら 、都市と自然との

共存というテー? に応えた繰々な試みがなされている 。逆に、直被

的に大樹を冠した 「目立グルーフ。館」 などは、 m稽さを 通り 越して

不思議とキ y チュな而白さを感じさせる 。

花開の幾つかのノ ぞビリオンで試みられている建築と 白然、 とのあり

方は、決してすべてが今回初めて見るものではないが 、こ れからの建

築のあるべき 一つの方向を示していょっ 。建築と緑との共存とは 、

安易な木造の採用やたんなるやみくもな村(;j&てはなく 、建築と緑を含

めた自然とが、材料 のレベル、空間Wi 成のレベル、そし て屋外 を含

むトータルな環境構成のレベルでお互いを主張し 、共HGし、好 まし

く相互伎，ｾ｛ｬＮしあう関係であると思いたい 。

*  *  

「山のエ リア」には、政府苑をはじめとして、国際庭図、日本庭園、

花木苑など文字通り世界中の趣向を磁らした庭園が配置され、 「街

のエ リア 」とは駆めて好対称を見せている 。筆者には造図の手法そ

のものを云々する任にないが 、 さながらミニュチュア風に寄せ集め

られた庭園を一巡すると、やや食 ｈＯ ｾ 気味の疲労感が残る 。

政府苑は回廊を主体に 5 つの異なる展示館を分散配置し、建築と

造園の一体化が図られているが、展示館よりもむしろ夫々の回廊カ、

もう少し屋外を含めた連続的な展示空間として活用されれば、その

構成意図はさらに明快になったと思われる 。

王U l: 3 風の丘に建つフォ リー

今回の花j : ! 与にフレ ッシュな話題を提供している 「フォリー」は、

歴史的にも建築物が庭園と深い係わりを持 ったシンボルとして 、散

策i絡の辻々や高台の各所に散見することができた 。本来ならば庭園

における[ / 9 阿としての機能が期待されていたのかどうかは推 illi] の域

をでないが、様々な素材と形態を持つ一見して風変りなテザインは、

周辺の空や緑に鋭〈切り込むがごとく 小気味良い異彩を放 っている 。

なかでも人々の雑踏で込みあう辻々に置かれたものは 、むしろ散策

の疲れを癒す 人々の訪問をあえて 拒絶するかのように巨大なオブジ

ェとして lli 乞立し 、それでも )1寺折飛び込んで来る突然、の訪問者との密

やかな会話を楽しんでいるかのようだ 。

トー タルな環境 を演出

夜の| 肢がおり、会場全体がライトア ップされる頃になると 、花開

はまた 別の側而を見せてくれる 。各ノ マビリオンやストリート、広場

には灯が点り、今まで見えなか った鮮かな色彩や建物のシルエ ッ ト

が Ｑ Ａｩｾ に ｪ 手かびあがる 。 フ ｹ トライトによる ｦ 封々のライトア ｹ プも

す っかり定着したかのようだ 。7 ジカルクロス周辺は、修学旅行の

団体とおほしき少年少女達の歓声に加えて、全体がまばゆいばか り

のイルミネーションに彩られ、さながら巨大な遊戯機械と化す。 そ

の一 方で .tj を澄ますと、今までは人々の| 喧 l燥にかき消されていた

「小川 のせせらぎ」などの環境音も僅かながらに 聞こえ てくる 。

このように、建築、花、緑、水、光、色彩、音、イベント、そし

て大池周辺に配された野外彫刻など 、環境を梢成する様々な要素を

絞合化 ・重層 化す ることによ り、 昼夜を 問わ ずトータルな環境の iri{

:1¥が試みられているのも 忘 れてならない花内の特徴であろう 。

花開に提案 ・計画されたものカ、すべて疑似空間であり 、疑似出展で

あり 、虚伊Lのシミ ュレ シ ョンであるという指摘はあるが 、 もとも

と博覧会は 、降立したイベント 7 ニュアルや建築を含めて完壁なま

て‘ にm. .f iY i が再現 された東京ディズニーランドのような世界と も、 一

向に 改善が進まず気息奄奄たる現実の者11市空 1M] とも、 遠くかけ自If .れ

た{ 立遣にあるのだ。むしろ、花博のために世界中から一時的に移植

された花や緑を前に歓声をあげる人々を見ると、日頃そんなに緑を

沿望しているのかと l嘆息する前に、虚構の世界を前提に観答として

の楽しみ方を熟知し た冷めた姿が見え隠れしてしまう 。

このギャ y プをいかに .lA めつるのか。個々 の花や緑を愛でるイ| 占| 人

のレベルはもちろん大切にしなカ、ら 、今回の花 I専で提案された様々

な新しい者I1市環境への試みを 一過性に終わらせることなく、現実の

都市生活さらには世界全体の中でひろく人間と自然のあり方 、環境

と建築のあり方を考えること 、虚械の世界をひとたび自作れてみると 、

今固め花博の意義はこの一 点、 にあったことが思い 出 される 。

( さとう ふじお 本会 制 ｊｬＮ｜ ￭ＧＺＧ ｊｖ 大 ｉ ￭｜ｻ ｊ 、 Ｂ Ｑ 工Ｇ下 部 ｾｦ［Ａ 境 二 ｌＧ｝ 科 助ｬＭＩ

写兵;4 ライ トア y プ された夜の会場風景

57 



国際花 と緑の博覧 会

レポート

縁と環境デザイン

三沢真理

会場構成

国|努花と緑の↑専覧会 、通 称 「花 WJ は、 「花と紘と人間生活と

の関わり」をテーマにした国際博覧会であ り、東洋で初めての園芸

w覧会でもある 。

会場には 、今まで公園として使われ、 市民の !'t[ !いの; 場であ った鶴

見紋地が当てら れ ている 。 参加l 国は 80ヶ|王10 130余 りの庭図と 32の

ノマビ リオン か らなる 140ha余 りの会場は 、 「し、のちの 71ft J を中心 lこ

して、正 ｼ 然を表 わす 「 山 のエ リ ア 」 、者 ｉｬｩｬ ￭ ｾ ｾ ｉｩ ｜Ｑ である 「 街のエ リ ア 」

それらをつなぐ「野原のエリ ア」 という 3 つの災なるエリアからな

っている 。

「山のエ リア」 は会場北東部の丘陵一叩ーで、そこには 、世界各国

の外|王i庭園、日本の47都道府県によるスポ y トガーデン、日本政府

の「政府先」が配置されている 。 r街のエリア 」は 、 自然と文明の

調和 した耳目想的な都市空間の創造がテーマである 。 多数のノ マビリオ

ンが並び、メインホール 、そしてアミ ューズメント ・ゾーンの7 ジ

カルクロスがある 。 r野原のエリア」は 、会場中心の 「いのちの泌」

とその周辺で 、 「花桟敷 J r花の谷」 とい った大lE!nが配置されて

いる 。

このように 、性格の違う エリ アを配して会場に多係性を持たせた

ことが、人々の花博への機々な期待にこたえることにな り、結果と

して入場者 数 の 多 さに も結びついたように 忠われる 。

人と自然の関わりがテーマ

大 ｼ 荻 ｊｊ ↑ ｾ ｪＺ から Ｒ Ｐ 年 たっ た 。 神 戸ポートピア博が成功して以来 、 奈

良のシルクロー ド博 、横浜↑ 阜、名古屋のデザイン博 、 と機々な地方

I与が今や花盛りである 。

過去の博覧会は 、高度経済成長を支えてきた科学技術の進歩、人

工の世界、機械化 、工業化などがテーマであり、そこには 、科学技

術の進歩は人間を幸福にするという前提があ った。 しかし、産業文

明の著しい発展は 、人 々の生活を12かにはしたが、その一方で、地

写良一 l メイ ンホール・90
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f，P;;i 岐の! 政壊という問題を生み a'j J. してきている 。そうした H寺代の流

れを背京にして 、 「 花と ｾＢｫ ｊ という 、 人間と自然との関わり合いを

テーマにした昨覧会が企画されたともいえ よ う。

今までの博覧会は 、技術進歩の成果; を示すノ守 ヒリ オン建築が rl "心

であ ったのに 対 し、花時 は、庭 園、 ili 極|が大 きな役書IJ を来 たしてい

る。すなわち会場全体 をr 1'1然」という統一 テー 7 を基にして計l血l し、

さまざまな装置や邸岐デザインによ って、出会 いやふれあいの坊 と

機会を演 出 しようとする試みがなされている 。会場 とい う環境が、

「自然、」というテー? の一大展示場とな っているのである 。 rfi .ll，容

は、たんにパヒ リオンの l人Jml )民11、だけを 見 るのではなく 、会場 内 をJlよ

くこと によ って会場全体を楽しむ」 という博覧会の新しい姿がそこ

にあるともいえよう 。

会場環境の「静」と明む

「花同会場i J の環岐には、 r t¥"J f J と 「動」の二つの側面があろう 。

一つは 、風景、としての環境エレメントであ り、 その 中には 、仙波、

小川、 池なとの自然を脱した ili ｬ ￯Ｚｬ ｬ と 、 ＮＧ ｾｱｪ ニするパビ リ オン、フォリ

一 、ストリートファニチャ 一、サインなどの 人工物がある 。 もう 一

つは 、上記の造匝lや人工物を、ある環境装置として考え 、それを動

か した り、 光 、水 、Hl ¥' iちるいは i'f 杯 、映像と 組み合わせることによ

って作り出 される 動的 な以境である 。 たとえば 、夜のライトア y フ旬、

水 を依 った仕掛けとしての噴水や裂水、 またそれ らと kJl み令わせた

各種ショー 、イベント、 パフォ - 7 ンスなどである 。 r し、のちの ill j: J

をV! f . 台に、 水 と照明、11・特による総々なノ f フォーマンスを 仕好トける

「 アレフ 」 は 、 新しい展 ￯ ｊ 、の ｽ ｦ ｾ ともいえる 。 そして 、 「花 同」一番

の見ど こ ろとな っ ている 。 これからは 、 パフォ ＭＷ ンスのｾＡｦＮ ｦ ￬ や修

景としての建築設計も与えていかねばならない 11寺代なのかもしれな

し、。

環筑エレメントの 中心となる ifi 闘は 、主に「 山のエ リア」に配し

てはあるが 、展示館や邦地設の参}Jr1が庁l えたために会場全体がjk皇官

'lj:W:  2  アレフ



化し、 11寺則が早か ったせいかもしれないが、植栽とくに花が少ない

ように思えた 。国際庭園 、日本庭図もも っとスペースが欲しか った。

外国の庭図は、たしかに 一つ一つは美しか ったが、庭園だけではな

く、その国の気{ 氏、風土、 空気、太陽の光さえ切り取 ってそ っ くり

持 ってこなければ、その国の庭図としての本当のぷ囲気を味わうこ

とはできないかもしれない。庭園展示の難しさをつくづくと感じた 。

ストリートフアニチャーでは、 rili のエリア」の各ストリートを

構成しているフラワータワーやフラワーバスケ ッ トなどの立体花壇

やテントが、爽やかな並木道を演出していて良か ったように思う 。

「 いのちの海 」 のほとりの、竹で編んだ民族関の休ｾ，ｌｬ所と「水辺の

テラス 」は、一般ほのぼのとした風景を作り出していて面白か った。

この博覧会の新しい試みとして興味深かったのは、建築でもオブ

ジェでもないフォ リーとい う庭園 内の「東屋」的建築物である 。 フ

ォリーは、本来、庭園とい う周囲の環境との調和の中で、その魅力

が発揮されるはずのものであるが、会場の施設がi U . み過ぎていて、

庭園の中に点. ( E する風景とはなり得ず 、本来の魅力が半減している

ようだ ったのが残念であ った。主に外国人建築家が作っ た13のフォ

リーはノ f ビリオンなと、の焔設に比べれば町小 さいものであったが、い

ろいろな仕掛けが施されていて楽しいものが多か った。たとえば、

香りが出たり、水を流すことによ って動〈仕掛けが組み込まれてい

るものなど 。 こうした、笑用的でない「遊び、の ｾｉｈ ｝ ｊ は、今まで日

本ではほとんど進られていなか ったが、これを機会に 、ベンチや彫

刻l ぐらいしかなか った日本の公園にも、而白い i;it 境装置のーっとし

てフォリーが別えていけば、都市の生活環境は、より楽しく 12かな

ものになるで、あろう。

環境の弘直しが IUI は‘ れている今日、景観の主制llil 、イメージづくり

の一以として、サインにも大きな JJJH奇が寄せられている 。サインは、

従来の案内や誘導の手段としてだけではなく、 シン ボル的なサイン

のように、あるイメージを与えたり、人の心の rl"に↑ 15報メ ッセージ

を伝えたりという、人間と袋1M] とのコミュニケーシ ョンの表現手段

としても、重要な役割l を果たすようにな ってきている 。 そして、都

市の部境テサインの一端として、建築、植栽計画、交通や移動のシ

ステム、音や光などの総合的なシステムとの述携も必要であろう 。

花博会場のサイン計画については、デザインにもう一工夫ほしい

ように思う 。 そして会場全体を視野にいれて、も っ とトータルなサ

イン計画を考えれば、より良いものにな ったであろう 。一般に看板

その他のサインは 、建築が出米てから取り付けられる 。 そして、サ

イン類の設計もその時期にな って着手されるケースが多い。サイン

の重要性を考えると 、今後は、サイン設計も 、早めに、つまり計画

当初から取りかかる必要があるだろう 。

写真 4 集りの大通りのライトア ップ

写兵 3 サイ ン

花と緑のユートピアとしての都市

過密な施設と 、その隙聞に埋められた緑や花やノl汁11 など 、また、

レジャー施設としての遊困地やゴルフ場もある花博会場は、ある

意味で 、現代の日本の者11市の品l I i図であり、私たちの日常生活環境を

思わせる 。花博がめざしたものは、花と緑におおわれた都市という

ユートピアの創出であるが、実際には、緑盟かな都市の理! 恋! のがi 出

とまではなり利なかったように思われる 。

者 ｉＱ 市 ｦ ｊ［ＺｬＮｬｊｾから緑が失われつつある今日、都市と自然の関わり方、

すなわち 、都市の中に自然、をどう取り込んでいくのか、ということ

を真剣に考えてし、〈必要があるであろう 。 それはまた、建築と自然、

との関わり方を考えていくことでもある 。

また、現代の占11市生活者にと って、自然も含めた者11市の環境テザ

インは、重要なテー? とな っている 。そして花博会場で見られたよ

うな、見るだけでなく、 1mし、たり触れたり歩いたり参加したりして

体験する、自然をも含めた環境デザイン一 一遊び心も満たされるよ

うな環境デザインー ーが求められるようにな ってきてし、る 。

私にと って、子供の頃遊んだ原 っぱや 山の風景: はなつかしい自然

の思い出となり、四季の草花は季節i !惑を! 感じさせてくれた 。花↑ 卓会

場の7 ジカルクロスのジエ y トコースターに来 っている子供たちを

見ていると、この子たちが、将米なつかしく思い出される原風景とは

どんなものであろうかとふと思った。緑が少ない若11会のコンク リー

トとガラスの風景が、この子たちの心のふるさとになるのだろうか。

いや、いつの時代にな っても 「紋」は、私たちに心のやすらぎを与

えてくれるものだと信じていきたい。

( みき わ まり 本会編集委U / 大成ill 設株式会社設，汁宮11)

， 

写真 5 7 ラワーノ〈ス ケ y トやテントによる演出
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菌際花と 縁の博覧 会

花博会場へのアクセス

花 博 を 契 機 と し た ま ち づ く り - 京橋を中心として一

山保敏和

1  はじめに

平成 2 年 4 月 1 日から 9 月30 日まで、半年間、大阪市鶴見紋地に

おいて 「国際花と紘の博覧会 J ( 以下、花博という ) が、開催され

ている 。

このような 時覧会などの、イベント開催そ のものは 、一時的なも

のであるが、その波及効果は道路、鉄道なと のハードなまちづく り

から、経済 ・文 化 ・アメニィティなどのソフトなまちづくりに至り、

都市全体の活性化に大き く貢献す る。 そして花博以後、大阪の者[1市

空 間におい て「花 と紋と人 聞 の共 生」が考えられる限りのギ象にお

いて生かされ、反映されることこそ開催の意義があ ったというも の

である 。

この稿では 、花開を契機としたまちづくりを紹介するとともに、

花博の欽道ア クセスの玄関口として変貌の著しい京僑について、告

いてみたい。

2 ハードのまち づ くり

図 1 は花博 |品J.述 卒 業 を，T，したものである。花 I卓会場は大阪市東

北端にあり、敷地には守口市城も含まれている 。従来この地域は、

道路、鉄道とい っ た者 ｛Ｑ 市基鍛の主主備が整 っ ておらず回、 ｾｾｊ 也が散在

し、市内では比較的開発ポテンシ ャルの js ; いところであ った。

1  ) 会場周辺道路網の整備

花博会場へのアク セス交通を円持j に処)11' .するために会場周辺の者[1

市計画道路を強引fii する必要があり、都島茨圧IfJi1 (中日50m) や東野田

茨回線の新設 ・拡幅カ、はかられている 。 また近畿自動車道からの仮

設ではあるがランプも新設されてい る。特に者[I! 誌茨回線は大阪枚方

京都線とし、う広域幹線道路の一昔[1 となる道路で、その止と備効果は極

めて大きいと J うえられる 。

2) 地下鉄と拠点ターミナルの 整備

花博は会J¥J I中約2000万人の入場者を見込んでおり、そ の6 0 %を道

路で 、40% を鉄道で分但するとされており、会場までの輸送力を確

保するため京情ターミナルよ り束!I !-J' 回茨回線を通り鶴見緑地に至る

地下鉄総見緑地似の建設を行っ た。開催以前の予測では約 977 人/

日の利用を見込んでいたが、現状では 10万人/ 日以上の利用がある 。

もとよりこの道路は、花時以後において大阪市の東北部に位置す

る都島区 ・城東区 ・餓見区の市内で比較的鉄道サービスに .It ! : まれて

いない地域を京情と結ぶことになり、従来は路面交通に頼 って交通

渋滞を引 き起していた 地域に高速性 ・大量性 ・定時性に優れた交通

機関として地域の発展に寄与するもので 延長は約 5.6 kmとな って

いる 。

駅位置に ついては京儲から l順番に蒲生四丁目 ・今福鶴見 ・横堤 ・

鶴見緑地があり 、この地域の主要交差点を引11さえるとともに| 両端部に

おいては将来の延 仰が可能なよう設計されている 。

起点となる京橋駅では、 J R 大阪環状線 ・J R 片町線 ( 学研都市
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線 ) 、京阪本線と述絡し、京橋ターミナルが名笑ともに大規挟ターミ

ナルとなるよう、再生刷版を行っている 。

3) 花1尊跡地利用

大阪の四大緑地のひとつである総見緑地の花博後の跡地利用につ

いては 「鶴見緑地みらい計画懇話会」において、 21世紀にふさわし

い都市公園のあ り方が検討されており、 「花と綜と人が一体となる魅

力に高んだ生活文化創造の場」を 目標と定めている 。

閉幕後も存笹される 外国庭園 ・大詰ll 室 ・メ イン fUl ・F会場などの施

設と合わせて、国際交流、文化芸事lij ・者11市リゾートなどの複合機能

をも った一大拠点を形成する方向で検討中である 。

地下鉄餓見緑地紋により、大阪ビ ジネスパーク ・京紙ターミナル

とい った業務 ・商業伎と ネッ トワーク化される鶴見緑地は、 国際交

流の場 ・くつろげる文化的なエリアとしての役割が期待される 。

3  ソフトのまちづくり

1  ) 市民レベルでのアメニティの創出

花主9ーの開催を契機として 、市民の一 人ひとりが、自分の身のまわ

りに花や緑をもちこむ傾向カ、強くなり、花と絡にあふれたうるおい

のあるまちづくりが、い っそう要求されることとなる 。

建築協定、窓辺協定、生垣協定 ・工場緑化など地域住民が、みず



から の地域環境の創造に取組む機運が盛りあがることがj切待されて

いる 。

2  ) 都市レベルでのアメニィティの創出

もちろん市民レベルだけでなく、行政においても、道、水辺とい

った公共空間に花 ・緑の演出を施す努力をするとともに、今後新設

される公共物、都市施設についても‘ よりい っそ うの配慮‘ が行われな

ければならない 。

花 博のホス トシテ ィとして、また、平成 5 年 春の関西国際空港の

附港を控え、大阪 の国際化は 一段と進ん でいくと考えられる 。 こう

した状勢の 中で 「自然と人間との共生」 という花博のテーマを生か

した良質なアメニィティをイj耐えたまちづく りを進めることがより重

要である 。

4 京橋のま ちづ くり

昨今、京怖は花博景気に沸いている 。平成 2 年 4 月 l 日から 9 月

30 日までの半年に及ぶこのビ ッグイベントは入場者2000万人を目標

としており、この 5 月12 日に は 500 万人目の入場者があ ったところ

である 。

京橋においてはコムズガーデンを中心に活気に満ちており、所JlJI

の目的とはいえイベント効果による活性化は、目をみはるものがあ

る。

勿論、 l EWは一 過性のもので、このイベ ン トで得た行政、民I l Il とも

の財産、スト ックをどう生かし、どう増やしていくかが今後間われ

てくることになる 。

ここ では京僑の現状と今後について概観してみたい。

1  ) 京橋の現況

(1)  鉄道

京 橋 は 図 2 でみられるごとく 、 市 内 有 数 の鉄道ターミナルであ

って、 J R片IHl 総 ( 学研都市線 ) 、京阪本線の放射ラインと J R大阪環

状線によ って椛成されている 。

各路線をみると、 J R片町線は大阪東部を経て、生駒沿いを北上し、
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「関西文化学術研究都市」 という国家的プロジェクト が進行中の京

阪奈丘陵に至り、 一転して生駒の西1f111で奈良方向に南下している 。

京阪本線は淀川左岸の連垣する市街地を旧京街通に沿 って賞き京都

の 中心部に至 っている 。また JRfJ; i状線は大阪の業務・商業の中心地

の外紋苦1¥を一 周して日常の都市活動の大動脈とな っている 。加えて

平 成 2 年 3 月末には 、地下鉄鵠見緑地線カ、開通し、鉄道ターミナル

としての機能は増強されている 。

(2)  道路

京僑周辺における幹線道路は 、地下鉄の通 っている東野田茨回線

( 国道 1 号 ) 、少し雌れて片町徳J奄線がある 。 いずれも東西道路で

あ って南北ラインの道路が未繋備である 。特に南側からは寝屋 川 、

J R片町線により南北方向の動線が分断されており、駅へのアクセス

が非常に悪い状況にある 。

(3) 街

京橋は大阪の東の玄関口として朝夕の通勤、通学ラ ッシュを繰返

しており、住と職の接点としての特性をもっており、このことを背

宗として J R環状線東側に飲食庖を主とする商業地が立地してきた 。

環状線西側は、駅に近接して業務系が立地するのみであ ったが、

寝 屋 川 をはさんで南側に大阪ビジネス パー ク ( 0 B  P 、面積約26ha

計画従業人口 4.5 万人、 平成 7 年完成予定、進捗率85%) の開発 が

なされつつある 。

京橋は、たんなる釆替拠点から者1¥心機能の集積による業務地とし

て姿を替えつつあり、朝夕だけでなく昼間も賑いのある街とな って

きている 。

そして、餓見緑地線京橋駅の設置は街の姿を 一新した 。駅計画頭

初にあ っては、京橋の駅位置が既存駅とは 200 m以上離れているこ

と、地上、地下の レベル差があることなど 、花 i等の鉄道アクセスの

玄関口として 、j野洋j を迫られる需品泌があ った。殺到するであろう利

用者をいかにうまくさばくか。炎天下や、雨の時の長蛇の列は想像

したくもない、そしてなによりも、全国から花博を訪れ、京橋に

第一歩をおろす人々の印象を惑いものにしたくない 。 ところが、現

状では、道中高の狭いジグザグの動線であり、かつ卓やノ〈ス動線が横

切 って、快適な歩行者動線の確保は至難と 思われていた 。

この課題の解消を 一 言でいえば、現状の京橋のごとく 地下通路を

整備し、あわせて京橋公園の高度利用 をはかり、京僑ターミナルを

名実ともに整備して大阪の顔にする 。という ことになる が、現在のあ

のダイナミ ックな変貌を服のあたりに見て 、花博 インパ クト、イベ

ント効果のほどを思い知 ったことである 。

2  ) 京橋の今後

京慨は 図 2 で見られるごとく市内第 4 位の釆車答をもっ鉄道タ

ーミナルであ って、大阪市の東口といえる位置にある 。過自 の新 聞

では花博インパクトによる京橋の変貌を取りあげ、大阪キタ ・ミナ

ミに対する 「ヒガシ」という表現があり、多分に遊機能に着目した

記事があ った。 i 大阪のヒガシ 」化はともかく、 OB Pの建設や、

民間、行政いずれもの花博関連動向によ って、京橋は都心の一翼と

して大きく発展する素地と、その第 l 歩をふみだしたといえる 。

次に京橋に関連する大阪市の位世づけと者11市恭盤の椛築について

ひろ ってみたい 。

(1)  東西軸の強化

図 3 は都市活動強化のために大阪市が考えている都市車IIJ の概念を

示したものである 。

近代の大阪は地下鉄、道路の発達過程にみられるように南北輸が

比較的強〈、東西軸の発達が遅れていたが、近年においては均衡あ

る大阪の発展のために東西取IJ の必化が必要とな ってきている 。
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これらのことは「テクノポート大阪計画」に代表されるべイエリ

アの開発と O B P の開発や花時をテコとする東部の開発をにらんだ

もので、これらを都心と結ぶことによ って 、よりい っそうの都市活動

を行おうとするものである 。勿論、東西取h強化の視界には、関西国

際空港や関西文化学術研究者11市とい った国家プ ロジ ェク トがあるこ

とはいうまでもない 。

納の強化とは人、物、情報の流れと多くするということで 具体的に

は鉄道、道路、通信網を建設し、都心と結ぶことによ って 拠点を強

化し、拠点相互の役割を補充し合い、開発ポテ ンシャルを高めるこ

とにある 。

京 紙 、 及 び 京 橋 周 辺 は 図 2 、図 3 でみられるとおり、東西取li に

おける広域的な結接点という条件を備えており業務、商業機能の

より 一層の充実と、周辺部においては都市型産業、都市型住宅の集

積が期f寺されているところである 。

(2)  鉄道の延伸計画 ( 東西側l強化のために )

京橋を起点とする鉄道の延伸計画は、具体の目経にあヵ、 っている

ものとして 「片福連絡線」がある 。 (図 3 参照)

片福連絡線は文字通り J R片町線 ( 学研都市線 ) と福知山線を結ん

でしまおうとするもので、京橋を起点として片町、南森町、国道 l

号、 2 号を通り梅田ターミナルとは、大阪駅前ダイヤモ ンド地下街

を介して連絡し 、日野町、歌島橋、竹 l誌を経由して尼崎に至る延長

約12kmの都心横断型鉄道て、ある 。工事は既に始 って おり、平成 7 年

の開通をめざしている 。

具体の日程とな っ ていないが 「鶴見緑地線」の都心方向への延伸

も検討されている 。去年の運輸政策審議会答申によ って緊急に諮備

すべき路線とされており、御堂筋線心斎橋駅との連絡をめざしている 。

答申によれは‘ 最終的に 「餓々線」 として J R大正駅付近を通り、大正

区鶴町までとされている路線である 。

大 lilirli 件! の i な Il ト11t フ。ロジェク卜

(3) 道路網の準備

京怖が真のターミナルとなるには道路網の整備は不可欠である 。

現状では南北道路の未整備や鉄道へのアクセス不備とい った問題を

かかえている 。

都市計画道路の埜備については、河川、鉄道とい った即地的な制

約条例ーがあり、その重量備を難しくしているが、 この解決のために

は 、今後、道路単独の整備だけでなく 、他事業との組み合せや 、立

体道路手法の検討など複合的な手法を取入れてい〈必要があると考

えている 。

5 おわりに

平成 5 年春には 、我が国最初の24時関空港となる関西国際空港の

開港を控え、大阪は世界に関かれた国際都市へ生まれ変わろうとし

1:;<13 

ている 。

いい換れば、人 ・物 ・情報の流れに対して 24時間、フルタイムに

対応できる都市基盤を構築しょっとしている 。大阪が世界に通用す

る都市として、また市民が愛着と誇りを持てるまちづくりを進める

にあた って、道路 ・鉄道とい ったハードな都市基世主主主備とともに、都

市景観、アメニィテイといったソフトな 町っくりが両輪とな って、

総合的に行われることが重要で、ある 。

京橋においては、大阪が今後強化すべき東西軸上に位置し、東の

玄関 口として、また都心機能の一翼を担う地域として発展するため

に、今後とも、都市基盤の主主備が行われてゆくが、 24時間に対応

できる多様性、自由性をもった都心機能づくりや、アメニィテイと

いった、多分に民間活力に負うところが大きい分野について、諸先

達の提案が是非とも必要である 。

としかず大阪i 1 i . i I' l!!! il;ij ｲＮｊ ｬ ｩｉ￯計 ｬ 剖ｾ ヱ 作 Ｉ( やまじょっ
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国際花と 緑の博覧会

花博会場へのアクセス

変貌する京橋駅前の建築群

一 - K 2 ビルディング・コムズガーデン・都島住宅京橋ビル・京阪京橋駅ビル新館 一 一

大森智子

建築表現の文脈に閲する 概念は、時代を越えて重大である 。都市、

とりわけ周辺環境と如何に関わるのかをプロポーザルする |努に発生

する状況解説の必然性は、今日までその命題の拡がりと共に建築的

事象の中に提起きれている 。 これまでも何度となく H品われ続けてき

たことではある が、今日ほと' 具体性への切迫した響きを持つことは

なかったであろう「向然と人聞の共生」をスローガンに掲げ、 21世

紀への快適な都市環境形成への提案を盛り込み、花の万1 ' 4 - ' E X P  

0' 90は関かれている 。 そして、その玄関口としても整備iが進む京橋

は、その状況性ゆえに問題提起を必然的に受ける都市として、幾つ

かの建物が姿を現し、消えている 。

筑波博では、その玄関機能も担ったつくばセンタービルが、博覧

会や、研究学園都市という状況性を越えて関心 を集めたことは記憶

に新 しい。一方、昨日の記憶を塗りつぶす賑やかきてい今 日を詔うフ

ォリーを始め、会場計画理念実現の是非はともあれ幾つかのパビリ

オ ンが話題を有する花博に対し、そ の玄関 口 ・京橋を新たにオリエ

ンテイ トする建築は如何な様相を 呈 している のだろうか。

諮るまでもなく京橋駅周辺は、 ::(Et ' 4 - の玄関口という契機以外に、

監備、開発をプログラムされるべき高いポテンシャルをも った場所

である 。京阪電車、 j R環状線、学研都市似の結節点であることに

加え、新設された地下鉄鶴見緑地線の起点 ともなり、インテリ ジェ

ントビルの建設が進むO. B.P を控え、ターミナルとしての重要性は

ますます高くなりつつある 。 ターミナルの充実とそれに伴う多燥な

ニーズの増加に対応すべくこの周辺地域には繰々な IjfJ 発構怨が準備

されているが 、駅前広場として様変わりした京橋公図に立 ってみる

と、大阪の下町あるいは大衆の歓楽街という昔ながらの京橋のイメ

ージと は対極にあ って、すでにこの界限の現在と今後をそれぞれの

表情で諮 り始めている新しい建物が視角の 司: に入 ってくる 。

建 集 と社会 / 1抑 制



K 2ビルデイング

この界限の新しい建物の中でも特に際立 って異なる語り口調をも

っているのが、 K 2 ビルである 。ハーフミラーの大壁而や、構造体

を表面化するとい った手法自体に篤〈時代ではないが、京怖という

場所に対して肩 の従 らない赤提灯や狼雑なネオ ンの光に彩られたイ

メージを持つ者に極めて新鮮な印象をもたらすのは、設計者 篠原

一 男氏の用いる形態の明 11祈性によるものだけではないであろう 。

また、この建築との出会いを 遠景から 偶然に捉えたノ、ーフミラ

ーとアルミ パ ネルがっくりだす幾何学形態の一瞬の締きの鮮烈さで

語り始める人は少なくなし 、 同じく輝きの建築であり、また氏の建

築のある意味での/ J K点であ った金l品| 寺を金箔の鮮やかな頃に氏に同

行して歩いた折り、それをキ ッチュの建築と評されていたこと、そ

して、その時I況に K 2 ビルの椛恕は 、氏の中で完全に具体的な像を

結んでいたであ ろ うことが思い起こされて興味深い。

国道に面して敷地問口い っぱいの立商を選択することによ って計

画された地下鉄のチ ューブを跨ぐ大架構と空間の配分は、大枝をリ長

り出したような構造の見せる軽快な力の流れや、鋭角に欠き取られ

たコーナーとカラフルな l汲持|気筒及び穿たれたヴォイド空間とアル

ミノf ネルの壁而のタイナミ y クな対比 を構成している 。 このような

北側 の 表 情 に 対 し 、 氏 自 身 の言葉を借りるなら 「婦人のベールの

ような柔らかな」架械と、遊歩道に沿 って緩やかなカーブを州〈ガ

ラスの凹函で椛成される南1J!1J ファサー ドは、ゆ っ くりと上方に伸ば

された両腕がまさに前方に 差 し出されるとき の身仮り の持つ催しさ

と緊張感をたたえている 。 また rlll 聞のノ、ーフミラ ーは新たな強制日j に

よる街路樹とそ の向こうに今後変貌を遂げてゆくであろう維然とし

たビル群を、同組の{ 象が幾重にも折り重なり断続的に呼応する姿で

映し出しており、新設された地下鉄を跨ぐ大架椛と共に、地上でも

地下でも進行する都市の変化を周辺環境へ向けて リズミカルに視党

化している 。名11市から隔絶された庭園の中で完結することで外へ輝

きを放つ金| ￥lに対し、都市環境そのものに明石19に反応することによ

って内に環境を込め焼かせる K 2 ビルに都市と積極的に係わりたい

と話されていた氏の意図が鮮烈! な存在感を放 っているのである 。

東工大百年記念館については、ロシア構成主義と の関連が取り沙

汰されたが、 :ji :者自身 K 2 ビルについては 、計画発表時よりテラー

ニらのラシ ョナリストによるプレラ ・アカデミ一新校舎の椛成やミ

ースのシカゴ ・コンペンシ ョンホール案の表而意匠と共存させて見

ていた 。 しかし、氏自身は設計の途中でそのような作品が脳裏をか

すめた記憶は 一 切ｾ Ａ 和、と話している 。 幾何学的な造形の理念を追求

写真 2 K  2 ビルディング北而
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していけば、ラシ ョナリスティ γ クなモダニズム の持つ構成美に 至

るのはある磁の必然な のかもしれない。 しかし、幾何illi 象への構成美

を追求するシ ュプ レマテ イストには決して見ること のできない独特

の ヒュー7 ニテ ィーを、エレガ ン トなまで の幾何に込め、 J); ' 1境性を

抽象化し、ダイナミ ック にプ ロポーサソレできる のも 篠原氏 の構成力

の魅力であろう 。

コムズガーデンと者li烏住宅京橋ビル

元の公 i主! としての機能をできるだけ地上に残し、各線へのアクセ

スや飲食関係の応古ili などを全てグランドレベル以 f' こ沈めて計画さ

れたコムズガーデ ン ( 本号作品頁参照 ) は、ここを行き交う人々に

これまでの京僑になか った空間を提供している 。 ローマのナボーナ

の ような閉鎖型 の広場を意図したというアーバ ン ・ホールは B 2 レ

ベルにあ って庖舗を有した回廊で二層に取り囲まれたエクステリア

である 。公図か ら下方に広場が見わたせたり、反対に広場に降りて

地上の庭園1WJ を見上げωると扇型のキ ャノピーやミラ ーボールの照明

タワーが構成する栄しげなスカイラインと広い空を目にできることは、

錯綜するビル1洋に四まれたかつての駅前ではあり待なか った空間H本

験なのである 。

市の公園緑地音11 としてもこのような計画が初めての試みであ った

こともあり、緑との調和に加え周辺地域に残る風俗| 掲係への連恕を

おもんばかりアクセ ン トカラーとしてのピンクの} ; i ，択にも難航した

ことなどには、基本的なコンセンサスの段階か らの設計者の苦心の

一端が伺える 。 さらに手摺りやペイブ ・壁商のタイルなど桜の花弁

をモチーフにしたデザインで統一するなど、細やかでやさしいディ

テールには、京橋駅前広場としてのアイデンティティ の付与に努め

る設計者の意欲が見て取れる 。 また、階段やエスカレーターの周辺

は、 l噴水や照明を配し特にステージ性が高いが、現在、デザイン配

慮を欠いた花博会場行きの地下鉄の切符売り場に占領されてその効

果を発揮でさずにいるのが残念である 。京橋公園の西側IJ に面して建

つ都島住宅京僑ビルは公関空地を公園側に取り 、コ ムズガーデンに

用いられている淡いグレイに極めて近い色調で仕上げられており、

今後の駅周辺の最鋭形成を予感させている 。

京阪京橋駅どJ レ新館

公図の南および束側は雑然と古びたビル群がこれまで通りの姿を

留めているが、その背後には新たに姿を変えた京阪京情駅ビル新館

が新しい姿を見せている 。京阪電鉄のコンコース全体を広告i Ii 関係の

写真 3 K  2 ピノレディング南而



入ったフロア で二重 、三重に取り巻き、さ らに その上にホテ ルを積

みあげた駅ビルは、新しい機能をすべてクランドレベル以下とした

コムズガーデ ンとは対照的な広場を作 り出す結果とな っている 。す

なわち京阪から J Rへの連絡通路の途中に整備 されたもう 一つの駅

前広場には、駅ビルのハーフミラーの大壁面が立ち上が り、やはり

薄いクレーのペイブと ともに 、以前の雨ざら しの自転車道場の記憶

を拭い去ろうとしているのである 。

一過性の都市づく りであり 、都市への提案博でもあるであろう花

I専の会場計画においてでさえ 、理想的 な環境形成の実現の困難さを

見せつけているが、急激な変化の中で公共スペースの|浪られた京橋

が、どのような発展的援備を遂げるのか注意深〈見守ってゆきたい。

都島住宅 ビルから眺め る風景は 、 K 2 ビルデイングも コムズガーデ

ンも穏やかなリズムで既存に溶け込み心地好い都市環境を形成 して

いるが、京僑の町が、願わくば K 2 ビルのように、バランスよく軽

やかに、そして力学にとど ま らない硲かな椛j生フレームを持ち 、そ

の中 に生活を豊かに写し 出す 日が早〈訪れてほ しいものである 。

( おおむリ とし こ 本会編集委J V武w川女 f 大学生活造形学料品川 )

建築概要

. K 2 ビルデイン グ

設 計 監 理 篠 原一 男アトリエ

施 工 大 成 建 設

所 在 地 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町2 - 9 - 7

敷地面積 1，528 .09m'  

建築面積 1，297. 30
m

'  

延床面積 9，912. 96
m

'  

構 造 規 模 S R C、B I、8F

工 期 昭 和63年 9 月一平成 2 年 3 月

. コムズガーデン

設 計 監 理 大 建 設 計 + 石 井 幹 子( 照明 タワーデザイン )

施 工 大 林 ・熊谷・前回建設 J V

所 在 地 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 2 丁目

敷地面積 6 ，662
m

'  

延床面積 9，800m'  

構 造 規 模 R C、 B2

工 期 昭 和63年 7 月一平 成 2 年 3 月

. 都島住宅京橋 ビル

設 計 監 理 安 井 建築設計事務所

施 工 銭 高 組

所 在 地 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 2 - 2 - 6 他

敷地面積 1，372. 53
m

'  

建築面積 802 .37m'  

延床面積 7，209. 70m'  

構造規模 S RC 、BI 、10F 、P 2

工 期 昭 和63年 11 月一平 成 2 年 2 月

. 京阪京橋駅ビル新館

設 計 監 理 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 ・ 京 阪 建 設 J V

所 在 地 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町2 - 1

敷地面積 14 ，306. 01 m' 

建築面積 1，366. 75
m

'  

延床面積 25 ，935 . 24 附

構 造 規 模 R C、S 、BI 、15F、P 2

工 期 昭 和63年 4 月一平成 2 年 3 月

写真 4 コムズガーデン夜景

写真 5 都品住宅京橋ビ/レ

写 真 6 京阪京紙駅ビ/ レ新鋭
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しく、境界部付近にコンクリー卜の打ち継ぎを多

くつくることは漏水の而からはディメリ ッ トとな

ることも考えられた。工事は境界音11分も一体で施

工し、境界部付近の五li い壁のみ施工H寺j切を巡らせ

ることにな った。

また、工事中は 図- 4 に示す多くの計iJII Iポイン

トを設け、地擦のリバウ ンドのi l i ! J きを観測すると

同時に、 111皆床面全体の動きを地下工事完了後も

躯体工事完了まで測定し、建物平回全体の動きを

チェックすると 同H寺に、壁、基礎t誌のf色裂を観察

し、絶えず境界苦 ＱＱ の異状の有ｾＡｉＮｆ，をチェックしなが

ら工事を進めた。

. 観測結果

測定は、 3 段階の深さの雌そのものの動きと 、 謂警 官官す

l 階床ス ラプレベルの動きについて行われた。 1 T 里竺空竺60

下部粘土層

|渚床スラフ酬の iJII I定結果 を図 Bに示す。 基ｩ｟ｾ｜は掘

削開始前の l 階床レベルであり、医l中の①~⑤は

各施工段階を示し 、以下のようになる 。

① 二次掘削施工中

② B 1 コンクリー ト施工 中

③ B 2 コンクリート施工中

④ ベースコンクリ ー ト施工完γ

⑤ コンクリ ー ト工事完了

施工段階②@ ④の工事進妙状況は 図- 5 のよう

になり、⑤のコンクリ ー ト工事完了 H寺とは、区卜

l の建物概要図のように建物全容ができあが った

状態である 。

I 階床而の動 きは工事前の予 iJIII と同様の傾向を

示し 、④から⑤への動 きのように高府官11の荷重が

載 った 中央官11付近の沈下の傾向 を示したが、建物

全体としては最終状態ても浮き上がりの変形が残

っている傾向を示した。 このことは最終状態での

1 階の床 レベルの決定および欽f i 建方時の柱寸法

の決定にも影響を与えた。

. まとめ

軟弱な地盤では、建物の沈下が問題になること

も多〈 、設計時からかなりの労 ) J を賀やして検討

を重ねるが、 一般にリパウンド ・セ y トのような

施工中 の動きに対する検討を設計11寺に行うことは

あまり多くはないであろう ロ しかし、木例のよう

に、条件によ って は良質な地盤であ って も数cmの

上下動が施工 中 に生じるということに ｼ 分に注ｾｾ

しておく必要がある 。 このことは 1.'-' 小規絞でも 既

存練との取り合いがあると きなど 必ずしも無視で

きない場合もあり、設計時からテーィテー ルのみな

らず施工方法の検討を要することもあろう 。一方、浮き

現場での施工手順が設計者が考える理想的な状態 上がり - 5

で進むとは限らず、設計H寺の方針を重視しつつ、

現場では設計者一も含め再度調墜することにより最

善の施工が可能になる 。
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建物の施工の ｼ 療、侃 ｉｾｉ ｊ ・排 土によるリバウンド

u字き上が り) 、および建物荷重によるセ y ト( 沈

下) は、規模の大小 を!日jわず生 じているものであ

るが 、大規模な構造物や、高府部 ・低Il'l昔日があり

荷重が偏在する建物に ついては 、その変形は無視

できず、十分に検討する必要がある 。
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図-4

OB Pキャ ンスルタワーの建物概要を 図 1 に示

す。地上38階 ・地下 3 階で、地上官11は高層部と低

層部があり、エキス パンンヨンジョイン トでつな

がっているが、 地下は- {;材待迭とな っている 。敷

地は、 大阪平野の 中では 地盤のいい上町台地の延

長上にあ り、こ の建物の基礎 (G L- 16 m) 付近には

支持カの高い洪村i砂府 がある ( 図-3 )0 1長大接地

圧は 、 高層下苦11てゆ約 50t / m' 、低府 F昔日で'15t / m' で

あり、直接基礎で設計されているが、逆打ち工法

を採用した ため、基礎j底よ りやや深いイ宣世ま て村長

心台柱 ( 場所打ち杭 ) を 施工 している 。

建物および地下工事概要

④ 工 程

地盤の変形に対する設計対応・現場対応

④

⑤

③

①

 

施工段階状況図-5

160m 

1階 I 通りの床スラブの動き ( 実現1J 値)図-6

参考文献

1 ) 寺田邦雄 花品見 市本企i 此i J・三氏日目大島i . l S: : W造物

のリパウンド セ y トに |刻す る 観 測 地_[1:例l、上と，H壁、

V oL 37， NoJ l ， ppI 9- 24. 1989 

株 式会相 011J1，役JI 監J l I明1)(せ い た か よ し

本工事においては、設計者 ・施工者の調型査が十

分に行われ、無事竣工に至ることができた。 しか

し、観iJII Jにおいてはデータの解析もさることなが

ら、測定点を最後まで{!'{Ii 保することにはかなりの

苦労があり、施工者の取り Ml み姿勢に負うところ

も大きい。現場kt 哩11者 として 、設計者 ・施工者に

感謝すると同時に、同様の問題に 多少 とも参考に

なれば幸いである 。

おわりに

l垣内'1前A  

日....-一一一一-------- 1削 JB.j

｣ ｾ 高層部品川町

‘一← 斗 」一一 図-2

IK層部 l 高層部{ 氏階部 1階床レベルの動き

建築と社会/ 1990年 6 月号66 

建物概要に 示したように、 Ｑ ｦＺｪ ｩｬｾ Ｑｪ ゴ ニ 量も多〈建物

荷重も偏在していることから、 図- 2 に模式的に

示したような地撚の変形は、施工1.'.1に数cmになる

こと が予 iJIIJ された。

設計時には、地下工法としてアイランド工法を

想定し、リバウン ド・ セ ッ トが完了した後、高低

層の境界都 (施工中の動きが大きい部分) の胞工

を行 い、変形を 吸収し ようと考えられていた。

実際の地下工法は検討の結果、逆打ち工法とな

り、 ;境界都を後で施工することは工程的にむずか
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最近の加湿器

岡 田 和 泰

加湿

力日混ということを簡単に定義つければ、空気中

に水分を補給する操作、ということになる 。一般

空調において加湿が必要となるのは、冬期の暖房

シーズンである。すなわち、ある温湿度条件の空

気の温度を上げると相対湿度は下がり、いわゆる

乾燥した空気となるので、これを 一定の湿度に保

つためには、空気中に何 らかの方法で水分を補給

せねばならない。水をどのような方法で空気中に

蒸発拡散させるかによ って加湿方式が異なり、大

きく分けると次の三位となる。

- 水微粒子噴霧方式

- 蒸気 (強制蒸発) 方式

スが必要とな って くるからである 。 多 〈使用されている。通常は加湿効率が30- 40%

この現状に至るまでの空調システムおよびこれ であり、高度な釜司司システムには向かない。

に付属する加湿システム の変化進展を振り返 って ( 3)1  ¥ン型加湿器

みると、次の三つの期に大別できる。 ステ ン レスの水憾に電熱ヒ ーターを組み込み、

第 l 期は昭和40年代、すなわち大型のエアハン 7 1 < を力[ 1 熱蒸発させるもので、価格が安〈純突な加

ドリン グユニ ッ トによるセ ン トラル空調方式の時 湿がて' きるため、パ ッケージエアコン組み込み用

代である 。 ヒソレ全体またはいくつかの階を 1 台の としての実績もあり、割合小規模な杢剰には広〈

装置で空調するもので、この頃の加湿装置は初期 使用されている 。消費電力が多〈、スケ ール堆積

はエアワ ッシャーであり、中期l以降は高圧 スプ レ による機能低下が早いという問題点はあるが、ス

一 式 Ｑ ｊｬｬ ｩ ｾｾ 総 てＧあっ た 。 ケ ルに関しては水槽内の水の濃縮紡止機構など

第 2期は昭和50年代、すなわち床置きパ γ ケー が付加され、かなり改善されている。

ジエアコ ンによる各階別空調が主流とな った時期 ( 4) 気化式加湿器

である。オイルシ ョ y クの影響で省エネ の必要性 気化式加湿椋が急速に伸び始めたのは、加湿メ

が高まり、併せて建物が小型化したことにより、 ディアとして使用される新素材が次々と開発され

空調システムは各階ごとに秒、立して行う方法とな

り、そして床置きパ y ケ ジエアコンの小型化が

急速に進んだ。この頃の加湿器としては、初期は

小型高圧スプレ 式加 i，¥l i 総が線用されていたが、

のちにはほとんどが超音波式加湿骨量とな った。

昭和60年以降を、第 3期とするのが妥当であろ

うと思われる。その大きな特徴は、個別分散化が

進展し 、 さらに省スペ スの必要性から天井埋込

型ノマ y ケージエアコンが主流とな ったことである。

そして空調機総の小型化によって加湿装置を組み

込むことが困難とな って、単独機能の天井埋込型

加湿器の出現とな った。

最近の加湿器

業務用加湿器を細か 〈分類すれば十数種類とな

たためである。その主なものは、 lkの四つである 。

. 親水性樹脂板

・透iiffi.朕

- 親水性不織布

・親水性セラミ y ク

加湿総としての構成は、これらのメデ ィアを水

槽内に立てて水を吸い上げるもの、7 1 < 機 内で回転

させるもの、上部から水を滴下浸透させるものに

大別されるが、寿命、信頼性などの点から、 i商下

浸透方式が主流とな っている。

この加湿器の最も大きい特長は、クリ ン加湿

すなわち白い粉が出ないため衛生的であることで

あり、さらに加1霊能力が通過空気の混湿度条件に

よって自己調整されることも他の加湿務にない特

長である。

- 自然蒸発方式 るが、台数的には超音波式加湿器が最も多〈、次

水微粒子噴霧方式とは、文字どおり水を微細な いで高圧スプレー式加湿器、電熱パン型であり、

粒子にして空気中に噴霧し、水の粒子は空気との 最近は気化式加湿器の台頭が目ざましい。

接触で蒸発潜熱を受け取り蒸発するもので、超音 ( 1  ) 超音波式加湿器

波式力日 i，' [ f r . 号、高圧スプレ ー式加湿器、遠心噴霧式 水槽の底から水面に向けて超音波を放射し、水

加湿器などがある。 面上で水を常温のまま微細な霧にしてフ ァンの風

蒸気方式とは、 ttl 熱などで水を沸騰させて蒸気 で拡散蒸発するもので、発売以来十数年の実績が

の状態で空気 中に出す方法で、パン型加湿器、電 あり、 一般事務所ビル空調の分野では広〈使用さ

極式蒸気発生器な どがある 。 れている。この加湿器は消費電力が少なく、小型

自然蒸発方式とは、吸水性または親水性のある 軽量て¥制御性、応答性に優れている。問題点と

素材に水を吸収させてファンの風によ って蒸発加 しては 、給水中に洛存している不純物が水分蒸発

湿するもので、回転気化式加湿器、滴下気化式加 後白い粉とな って空気中に浮遊することであり、 ( 5) その他の加湿器

1毘援などがある。 一般的には純水器の併用か望ましい。 上記以外の1J 日湿総として主なものは、次のとお

加湿システムの変遷

一般事務所ビルにおける加湿システムは、それ

自体が単4虫て。作動するものではなく、あくまでも

空調システムの一部分である。したがって、加湿

システムの変遷は、空調システムの進歩変化に連

動してくる。

現在の一般事務所ビルにおける空調 y ステムは

個別分散化と高度制御化の傾向が著しい。個別分

散化は経済性の追求すなわち省エネであり、高度

りである。

. 電極式蒸気発生器

- 赤外線式蒸気加湿器

. 遠心噴霧式加湿器

.  2 流体ノズル噴霧式加湿器

まとめ

この稿では、主として 一般事務所ビル空調周の

加湿器について述べたが、農園芸、きのこ栽培、

印刷工場、低温貯蔵庫などの産業分野においても

制御化は事務所空間の高品質化すなわちアメニテ 、，事 超 音 波 訓j蹄 加湿の認識が高まり、加慨についてのいろいろ

イのためであるといえる。
な要望が出ている。

しかしながら、杢調機縁そのものについての構 ( 2) 高圧スプレー式加湿器 いずれの分野においても、加湿器は空調装置の

造面から考えると、個別分散化と高度制御l化は相 小型のポンプで水の圧力を 上 げてノズルの小孔 発展進歩と手を燃えていくことは確かであ り、 加

反する条件であるように思える。すなわち、個別 から噴霧し、噴霧された水の粒子は通過空気と熱 湿器の製造会社数の増加と競合が、加湿捺の技術

分散化のためには小型化が必要て‘ あるにもかかわ 交換を行 って蒸発加湿するものである。この加湿 水準を引き上げていくであろうことも事実である。

らず、高度制御化のためには細かい温湿度制御や 録は価格が安〈、消費電力が少ない、適用範囲が

空気清浄などのための機能部品を組み込むスペ 広いという特長を持ち、 一般杢調用加湿器として (おかだ かずやすウエ y トマスター株式会社開発本部長)

挫築と社会/ 1990年 6 月号 67  
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第 15回吉 田 五 十 入賞決 ま る

第 15固有国五十八1 ' t は、推薦総数79f'!:の lゃから、

建築の部は 「司リ 11 一 政美術館」の柳津孝彦氏に、

特別賞は 「伝統建築 ・大工道具等の: 写真による永

年のJ )}*tt に対して」 岡本茂男氏に決定した。 なお、

建築関連美術の音11に該当作品はなか った。

選考委員は、戸 JJ ;{ 義信、故 . il ij:老 Jt，( 一郎、凶主; :

J勝三、力日倉井和夫、高 山辰雄、村松貞次郎、脇 HI

和の 7 氏。

柳湯孝彦氏

1935年 長野県に生まれる

1958年 東京芸術大学尖術学部建築学科卒業

I，;J 年律相竹中 ｔＮｾＡ￭ ｲｮ 設計部入社

1968
1
1三- 69.11三 渡米、現地設計事務所て7計 十WiD肋

1981年 側 竹 中 工 務1占JR>;( 本庖設計部長

1985年 側 竹 中 1務応プ リンンパノレ アー キテクト

設計部長時代に千がけた代表作品は、熱海MO A美

術館、有楽町7 リオン 、大千セ ンター ピノレ、身延 111

久i皐守大本企ほか. いずれ L BCS賞受ft

1986年 第二 l司立劇場設計磁技に て五日豊労賞受ft

!日l 年 胸T A K建築 ー都市計画研究所 を設立

現花、! 日i研究所代表取締役

岡 本 茂男 氏

1929年 JRJ;( 官11に生まれる

1945
1
1三 日!n:r業同校千 :業

1974年 彰同社写真部 を経 て7 リーに

Ｎ ￬ＺＺな者ＺＮｾｽ . 前動

下口F

1  976- 821) o  r道具蛇陀1 i 111j ' 続道具 lt 陀縦I 続々ju兵一娃陀様 J

(1正日新Ill J)

1976- 86if. ' 住宅建築J : i i l i 載占典数寄附研究(建築資m斤究所)

1980- 81年 「日本民家」第 1 - 8 巻 (学科研究社)

「キ1'.Jl :J I. B J で1982年度毎 LI ＮＧＱ｜版 文化 ｦｴｾ 在日 ｉｊ Ｇ ｦ ｗ 正日新 ＱＱ ｭ

1983- 4年 「現代初胤挫築M<J 第 1 .  2  .  7巻 ( 講談社)

1986年 r J;( 郎御所J (毎 U新 Ill J)

1988- 89年 「不滅の建 築J' 厳島神社」他 (毎 日 新11m

' 11 本町嵯l量IJ ' 宮廷の泌 I 大名 の嵯 J (講談社)

1989年 ru  本の嵯ｼ車 ｉｾ ｉ 三 渓憧 ｉ ｉ 特離 ｈ ｊＨ 集英社 Ｉ

建築の 部 真 鶴 町 立 中 川 一 政 美 術 館 設計 柳 i撃 孝 彦

「夜、は真鶴半島の付般に住んでいる 。大島も見える 。平11島も見える 。熱海から 川奈へかけて、

うらうらと 見える 。その先はアメリカである 。 … 彩、のアトリエは世界一広いと威張 っていた」

( '1 '川一政 「箱線駒ヶ +1の記」 より )

そんな広〈明るく豪毅な 97歳の jrll j家の心象世界 を、 民敬の念 をもって謙E並lこ誠笑に建築空間に映しと

った美術館で、神奈川県立 文餓半島白然公凶の '1' に、 il ij: へ向か う斜而を巧みに生かし て計 jihjされている 。

半裁のウ。オールト昆般を持つシリングー状の展示笠IH] 5 宅が、油彩・水銀・陶芸 . ￟｜ｾ 跡 ・ Ｓ＿Ｈ刻と幅広い

jlhjf自の作品に対応し て同一方向にi売さ を変えてたばねら れ、これに直交してのびやかな空間の ロビーと

茶室が対応し、海に I)fl かれた '.1' 庭がその11¥1にあ って全体を 白然の"1' に結節している 。小規模てーはあるが

明る く、見やす く、親しみやすい美術館建築の近米の秀作。美事11に心底から奉仕 して自らも 向められた

什一品 て' ある 。

特 別 賞 写 真 を 通 じ て 永 年 の 建 築 界 へ の 功績 写真家 岡 本 茂 男

|刈木茂男氏は円本の伝統建築を主とする建築 i.n'L家で、その木造の

kr:1疋と技法の本質に肉迫して、しかも冷線、! ギ利なカメラワークは、

つとに定評がある 。城郭、社寺、民家、数寄屋、経! 到など広範にわた

るi . / J 工作品のほかに、大工道具を '1' 心 とする 職人の道具の: 写工J ; 集があ

り、 また近年黙々と 精進し ておられる巨樹の搬彩などにもうか がわれ

るように 、氏は白 らも 職人の心をも って、 職人 を理解し」長感し、さ ら

にその道具や紫材としてのモノとも傑〈語り合うことのできる、稀れ

な司 ｾＧￏＧ ｬ をも っ た乃 ＺｮＮ 家である 。 建築とその成立の機微を写真をも っ て

伝えて、建築界に対するその永年の武献はまことに大きい。

OPT I CAL  ACRY L I C I LLUSI ON' 90 

建築家 ・i J l 崎泰孝氏の企阿7 ・ロテ'ユ ースによ り、A CRYLI C OB] E C T  

の夏原晃子氏を 中心とする若い アーテイス ト逮が新しい空間の創造を試み

る。

透明アク リルの立体 の中lこ七宝、ガラス 、金属、植物な どの無機物、有

機物を封 じ込めた夏 JJ;{ さんの作1171は光の具合によ ってさまざまな 見え 方が

する 。 この作z日，が、光、音、 !u)J き、構成などとどういうふうに響きあい 、

触発しあい、何を有 ＱＱ り ， ｾｂ す のか＿

*  

と き 1990年7月20日(金)- 7刀31 日(火) AMl l :  00- P M 5  :  30 

ところ A B Cギャラ リー大阪

(大阪市天王寺= 区上本町 6 - 5  - 29 T E L  06- 773-6111)  
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写 真家 ・ 村 井 修 氏 、 第 6 回

東 川 賞 受 賞

建築写真で知られる村井{ 彦氏が、石を題材とし

た1j:J' i 集 「石 の 記tii; J ( リプロポー ト発干IJ . s  4 変

形 判) で、 第 6 回束川口囲内作家 賃を 受 賞した。

北海道上川郡東川町 ( 人口約7400人) は、ふる

さとf i I I 生を一 歩先取りし、 1985年 6 JJ 1 日に、写

真文化を地域振興の核とする r ' . l : j : 真の町」宣言を

行 い 、 この宣言に基づき、同年から国際的な2手工L

f F束 J II 1't J を制 定 、 ま た 写真ーの町の祭とし て「東

川町 フォ トフ ェスタ」を 毎年尖施して きた。

東川 11は、海外作家 賃 、 国 内 作 家 賞、新 人 作 家

賃、特別i ' i : に分かれ、第 1 固から第 5 固までに、

圏内作家貨では須悶一政、 回 JJ;( 佐 一 、 篠山紀信、

奈 良 原一 市、植田正治、仮音I1雄有氏が受賞してい

る。ま た、第 4 回の新人作家11は伊奈英次氏が受

1'¥し ている 。

今 回 は 第 6 回目を数え 、 海外作家賃はグラシエ

ラ ・イ ト ウ ル ビ ー デ 氏 ( メキ シコ) が「ジュチタ

ンの女たちJ' こ対して、新入賞作家公は写真展 r IFT'

l汲の陰彩」ほかのイ乍家 活動 で佐藤i時啓氏、特別11・

は 写 真 作 家 - 広 告写 真 家 とし ての活 動 ・功 績 で 操

上布 l美氏らも受賞した。

7 刀27日( 金) 16 :  00- 17  :  00に、政村環境改

善 セ ンタ一大ホール ( 北 海 道 上川郡 東 川 町) で 受

賞 者全 民 出 席のもとに 、 第 6 mlW: 川賞 授 賞 式 が 行

われ、 受 賞者の作品は 引 き続き 8 月26 日( 日) ま

で、昨年 ll J J 3 日にオ ープンした 東 川 町文化 ギャ

ラリーで展示される 。

なお今年の東川町 国 際 写 其フェスティパル 「東

川町 フォ トフ ェスタ '90J は、上記授賞式を皮切り

に 7 刀27 日- 9 月16 日まで天人峡温泉、l I ! l 岳温泉

など束川11汀一 円で行われる 。 問 い 合 わ せ は 東川11fT

役 場 フォトフェスタ 推 進 室 (0166-82- 2111) へ。

*  
東川賞 。東川町長が依頼するノミヰータにより逃 :Hされた

作品を東川賞審奈会 ( 会長 渡辺J事政氏) が帯脊する L の

で、対象は発表年度を fi lJ こう 3 年間までさかのぼり、ジャン

J レを tiit わず、写真史上また表現上、 未来に意味を残せるもの

とする Ｎ たどし、「特 ｾｉ ｊｦｴ ｊ は 北海道花住またはＺＱ｜身、もし く

は北海道をテー7 ・品[:Ej' 休とした作品に附られる。

r' it -:il: J は、受賞作品オリジナルプリ ント「只い上げ令J を

意味し、東川町民は永久にその写真の保管公聞の貨をむつ。

ダラシエラ・ イト ウルビーデ氏と、「ジュチヲン

の女たち」よ り (右の写真)

Ｇｴ 粋のノキシコシティ っ 子てヘ ＱＹＴ Ｒ 年 Ｇｉｾ まれ ｡

If . ( 住民イ ンディオとその血をひく混血のジュチ

タンの町に{ 五む立たちの、上俗信仰と一体とな

った日背j を力強くとらえたものて 1987
i
pに、

ユージン スミス 1l を受1l し ている。

(寄食#よリ }

操上和美氏と「ク ラッシユ 」より

シリアス作品 r クラ ;t : / ユJ は1989年 5 月*

M のJJ;( 美術館で大仰Wt として展示されたもので

あるが、オブジェ、人物などを限度なテクニ Y

Ｗ でとらえ、氏の広告表現の ｪ 凪ｉｦｾ的なイメージ

としての: t J ，1味をむ っている o (待作酔よ '/)

兵庫県立近代美術館開館20周年記念特別展「日本美術の19世紀」

江戸と明治の文化を く19世 紀〉 というものさし . 第 1II 音11 ・“ 美 術" の 成 立/ 見世 物 か ら展 覧 会へ

で連続してと らえ、 日本人の視覚体験の変遷を追 一 一松 本喜 三郎 、 高 村 光主主 ・光太郎、 矢 田一 明Itt ら。

いながら 、〈美 術 〉が ど の よ う に 定 着 し て い っ た 西 洋 か ら 入 って きた illl 絵 が 、 そ れ ま で 日 本 に あ

か を 約 150点 の 絵両 、 写 真 ・見世t物 やノマノラ? な っ た絵 ｾ ｾ ｩ 形式で 受 けとめ ら れ、円木建築の 中 て｜

どで検証する展覧会が、 9 月に開催される 。 横 長 や 縦 長 の iilli 而に変形してい った推移は、今岡

. プロローグ/ 同時代人の肖像 の展 覧会 では会 場内和室 で の第 11 昔11の展示により

一 一 谷 文 晃 、 渡 辺 整 iJ l、葛飾北斎、狩野芳雄ほか。 眺 め ら れ る だ ろう 。

・ 第 I 音11. 写 真 と 絵 阿/ 現笑との新しい 出会 い と き 1990年 9月1日(ニt)- 9刀 30 日( 日)

一 一 向精 由一 、浅井忠、青木繁、内田九ー ほ か。 ところ 兵 庫県 立 近 代美 術館 (神 戸 市灘区! 泉E l l 通

. 第 11 部 ・絵 阿 の 形 式/ 日本建築の "1' の油絵 T  E  L  078-801- 1591) 一 刀眼目休館一

川村 清 雄 、 横 山松 三 郎、 石 橋 和司11ほか。 阪急f正司王神戸線「王子公凶」駅 下 車

村井修氏と r石の記憶」

より

日本人が Ili 代からイ7

に託してきた集合点象

にレンズがIIIJ け句れ、

また Ｎ， のｾ形にみられ

る日本人の災意識のイE

リ僚にまで&. ひ¥モノ

いわぬ石に刻みこまれ

た U本人的 ，ie憶を 11予ぴ

限まそ うとする立欲作

て・ある。( 審" " . . t ' よリ)

I>J より

彫刻から入 っ てきたｽ Ｇｾ

色の存在o 8  x  10インチ

の大型カメラの y ャ y タ

ーを 聞いたまま長時間露

光し、その/Hlにベンライ

トやストロポて党の軌跡

を怖さ、四次兄 ｦ 内なＧｾ， Ｚｊ ｊ

l ;:J J I ，を試みている。フラ

ンス語の 7 ォトジェニイ

というのは r 光町制緩J

を意味するが、これはフ

ォトジェニイの再現とし 。

ってよい。 ( 膏哨岬より )
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日本建築協会

月間の動き

平成 2 年 4 月分

E里

第 1 固定例理事会

事

. 6.  

ｾ＠

25 日 41侍10分 - 5 0分 於 本 会 会 議室

出 席 者 佐 野 ・ 市 川 金多正副会長ほか23名

議判1 ) 定時評議只会議決 'J 1- m報告の件

(2) 役員の会務分掌 ・'i i¥"11辺!事 18名選任の1'1

(3) 定H寺評議以会、通常総会、定例理事会、 ';j :l

任理事会HfJ11i i 日時決定の{牛

(4)前年度の引き継ぎIFJ J i承認の1 ' 1

Ｈ Ｕ Ｉ 平成 Ｒ 年度委員会委 Ｑｾ 委嘱 の 件

(6)会只状況報告 と会員. T rl'jgi の件

(7)入退会者承認の件

(8) 第10回大阪まちなみ1 ' ( ( 大阪都市長観建築

i t ) 、同記念事業に対する協伎の件

(9)建築保全業務共通仕係当 ( 平成 2 年版 ) 講

習会後般の1'1二

(1目「旧伊丹郷町モテソレハウス設計競技 J (伊丹

市 ) 後援の件

(Il) r第 7 回国際オフ ィス 環境展 ・イン テリ ジェ

ン トビ /レ' 90J 協伎の何

(12)報告事項

編 集 委 員 会

第 1 回繕造分科会( 新旧合同 )

4 日 411寺- 6 11寺 於 本会会議室

出席者 山崎委民、福山旧委員ほか 6 名

識 ｾ ｊ 珂 Ｑ Ｉ 新年度構造分科会斡 Ｇ ｊｾ の件

(2f 椛造の頁」 の企画

(3)締造特集 「椛造音!I 材の超高 'HU主化」の企図

第 1 図作品作風小委員会

5 日 6 時 半 - 811寺半 1氏本会会議宇佐

出席者 宮下 li ¥IJ 委員長ほか 4 名

議司王( 1)本年度の小委員会側当 li¥IJ 委長長、同代行 の

l工選並 びに本年度の委貝編成

(2) 本年度の小委員会の運営につい て

(3) 最近のぬ』隙状況 ・予定の報告

(4) 本年度の 「新建築訓告表」の依頼について

(5) rCall er YJ 内容報告と 今後の検討

第 1 回会員企画小委員会

10 日 611寺- 81時 於 本会会議室

出席者 高田副委員長ほか 7 名

議事( 1)本年度の小委員会担当函IJ 委只長、同代行の

互選

(2) r建築と社会 J ( シリ ーズ もの) の報告と拘

.1ま予定

U  建築と社会/ 円90年 6 月号

第 1 団法令分科会 ( 新旧合同)

I  I  事 業 委 員 会

11 日 21侍 - 411寺 於 本会会議室

出席者 4tE井委貝、大 liij 11: 1委員ほか 4 名 | 第 1 回見学会小委員会

議判1 ) 平成 2 年度法令分科会の委w品成と 幹事の I 5 日 611寺- 9 時半 於本会会議室

件 |  出 席 者 南 高IJ 委員長ほか 13名

(2)r 法令コ ーナー」の企阿 |議' f ; { 1)前回事業委員会の報十

(3) 法令特集の企画の{斗 I  (2)  3 月の見学会の報告

編集委員会総会・第 1 回編集委員会( 新旧合同) I  (3)  4 月以降の見学会の予定

12 日 41時 - 811寺 於本会会議室 I  (4)今後の見学会の候補

出席者 向管制1宏至/! J JJXほか26名 I  (5)分科会から の報告と検討

議白 ｊ ｾ Ｈ ｬ Ｉ 自己紹介 | 第 1 回広報小委員会

(2)編集委員長 の選出

(3) 編集委員長 のあいさ つ

(4 )各小委員会副委員長 ・各分科会幹事の互選

とあいさつ

(5) 編集委員会の椛成 と編集に ついて の説明

(6)'，1き継ぎギ項 ( 4 月号以降)

(7)本年度の制集のあり万および収支自然に つ

いて

議よれ終 了後、立食ノ マーティ 。

第 1 回設備分科会 ( 新旧合同 )

13 日 4 時 - 6 時半 j六本会会議宅

出席者 坂田進、械下善雄、藤岡/f 、日十N*治、

山根敏平日の各執1王者、佐雌旧委員、安

ｻ音委只ほか Ｕｾ 片

議 ιl可l f J，建築と 設備 のチェ ツクシ ー トと核点」特集

の原稿調態

(2) 設備分科会幹事の選出

第 3 回和歌山支部創立40周年記念特集幹事会

23 日 2 時 - 411寺 於ヰ[ 1 歌山支部会議室

出席者 北山支部長ほか 7 名

殺事 「建築と社会」和歌山支部創立40周年記念特

ｾ の 検 討

第 1 回広告企画小委員会

24 日 411寺- 511寺 半 於 本 会 会 談宅

出席者 日竜神委g 長ほか 7 名

議εJ1- (l ) 4 月号 「スケール感」特集広作収入報特

(2) 5 月号 「プ レハプ住宅技術の現在と未来」

特集広告途 中経過報告

(3)  6 月号 「国際花と紋の博覧会」 特集広告途

"P経過報告

(4)  7 月号 「建築と設備のチェ ックシ ートと緩

点」特集広告途 中経過報管

(5)  8 月号 「構造部材 の超高強度化」特集

(6)平成 2 年度独自特集企画、そ の他

(7)平成 2 年度予算案検汀

(8) 収支状況報告

第 2 回構造分科会( 新旧合同)

24 日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 山崎検事ほか 4 名

議 事 「柿造音11材の高強度化」特集の企画

第 2 回設備分科会

25 日 4 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 坂 田 進 、 城 下 善 雄 、 藤|司J丸 山 桜 敏 和

の各執唱者、遠藤斡事ほか 4 名

議事 「建築と設備のチ ェックシートと篠点」特集

原杭割強

9 日 61時 - 91時 半 於 本 会 会 議告

出 席 者 原 見K¥IJ 委員長ほか 9 :10， 

議 Ｇ ｊ ｾ Ｈ Ｑ Ｉ 前回卒業委員会の報告

(2)教室分科会か らの報告と今後の企画

(3)別委只長、幹事の互選

(4) 本年度の当 小委員会の編成に ついて

第 1 回若い会員の集い小委員会

10 日 61時半 - 9 時 於 ぼ る と

出席者 富野副委員長ほか 15名

談 判 1)平成 2 年度小委員 会担当副委艮長、 幹事の

選出

(2)本年度の年間企画に ついて

第 1 回 1 泊見学分科会

17 日 611寺- 711寺 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 3 名

議事 見学会の企画について

第 1 回事業委員会

19 日 1 11寺40分 - 3 時20分

出席者 西村委只長ほか 8 名

議 事 各小委員会からの報告

第 1 回「ヴォーリズの建築」企画分科会

23 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議室

出席者 ゲスト 山形政1115氏 ( 大阪装術大学 )

佐々木委員ほか 4 名

議4弐1)企画内容について

(2) 会告原稿について

(3) 今後のスケ ジュール

第 1 団関東地区建築見学分科会

24 日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 南 高IJ 委員長ほか 4 名

議事 w : 京話題建築見学会について

第 1 回「海外建築視察旅行」企画分科会

25 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 大川，ｾｾ司王ほか Ｓ 名

議司司 1) 目的地

(2) テー 7 ・内容

(3)実施時期!

(4) コーディネーター

第 1 回「関西の祭事」研究会

25 日 611寺半 - 9 時半 於本会会議室

出 席 者 大 森 主 査 ほ か l 名

議事( 1)本年度の研究方針

(2)今後のスケ ジュ ール

第 1 回広報第 1 分科会

26 日 611寺- 81時 半 於 本 会 会 議室

出席者 原見副委員長ほか 5 名

議事 今後の企画につい て



建 材 委 員 会

第 1 回建材委員会

18 日 3 時 半 - 5 1時半 於本会会議室

出席者 金井委員長ほか 14名

材料説明: 打放しコンクリート 仕上工法

今後の検討建材 : コンクリー| 自筆除去斉11 r ア

クト j レ」

教 育 委 員 会

第 1 回教育委員会

24 日 6 11寺- 7 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 片倉委員長ほか 8 名

議司王( 1) 平成 2 年度正 日11委員長及び幹事の選出

(2) 講習会 ・工高生教育両小委員会の委員編成

について

(3) 本年度の事業企画 、その他

出 版 委 員 会

第 1 回出版委員会

19 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 平成 2 年度正 ・副委員長の選 出

(2) <プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(3) 今後のテー? と執筆者選定について

(4) r プロのノウハウ 」講座ンリーズについて

ビ デ オ 映 写 会

現代建築家ビデオシリーズ第 2 回

1) 日本のアバンギャルド

ヲ) 安義忠雄

23 日・ 27 日 6 11寺半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

参加者 71名

建 築 ク ラ ブ

第 216回朝食会

10 日 8 時 - 9 11寺半 於大阪クランドホテル

演題 「日本 人 と訴訟」

講師 弁 護 士 花井繁男氏

参加者 69名

4 月 の 入 会 者( 敬柏崎)

〔団体会員 1 社〕

海原建設側

〔個 人会員 11名〕

稲葉 繁夫 iili 野 勉

( 繁盛聾構造設計隅) ( サンウラノ股計)

紙西 孝彦 北 本 拓也

( 昭相位計 ) ( 広品保田市間 )

進F証 明 鈴 木 佳 吉

( フジタ工揖 ) ( フジタ工草 )

東 善 宏

( i!I 世地方控訟局 )

( 準会員 l 名〕

碓田 智子

( 大市大住生活冊)

三好 機

( 竹中工揖庖 )

門川 清行

( 竹中工窮屈 )

佐 藤 正 治

[ 量知工車専門学院 }

中村 嘉男

{ 量知工量専門学校)

アメリカからの報告 3

チャールズ・ク守ワスミー近作を語 る

4 月 4 目、チャールズ ・グワスミーによるその近

作を巡る講演が、イエール大学アートギ ャラリー

のレクチャーホールにて行われた 。

毎年 、春と秋に建築学科によ って催されている公

liJfl講座の故 後を自li るものであり、 氏 はポール ・ル

ドルフ レクチ ャーの四代目税問i として、当タ母

校に招かれたのである 。

冒頭、現在のディーンである T . ビービーから経

歴他 の紹介がなされた 後 、話{台に立った氏は 、ス

ライドに映し出される自作の説明を、淡々と、時に

ユーモアを交え続けた 。

名作として名高いアマガンセ y トの 「両税のため

の家」 、長い直線路に よる芝生の 中 のアプローチ

が極めて 印象的な海沿いの住宅三作 に続いて紹介

されたのは、竣工直後もしくは間近であるコーネ

ル大学の三つのプロジェクトの内の二作、Iぷ学 部

の管理・研究棟、 そしてセオ リーセンターてーあった。

それらは何れも既存の桃内において 、 重ｾＩ線処理 ｮ 、

形態 、素材等を吟l床し尽くしたものであり、三作

品1つての発表が待たれているところである 。

この数年来 、一 部の建築家、史家からの批判の矢

面に立たされて来た感さえあるク ンゲンハイム美

術館増築計画については、日正に工事進行中でもあ

され、近年 、ネオ ・ジ ョージアン械式の旧 館に J .  

スターリングの手により増築がなされたフォ ック

美術館にも連結されると言う比較的小規桜な増築

計画である 。極めて難解な敷地特性の下 、紹介さ

れた幾枚 かの写lミーからは 、 それらに旬、当に 対 応 し

た堅実な解である印象を受けた 。筆者滞米中の 竣

工が見込まれているため 、機会があればク y ゲン

ハイム美術館 とも 併せて追記報告したい。

- 11寺間半に及んだ氏の講演 は、盛大な 拍手ととも

に幕を閉じた 。

時代の趨勢に応じ、その領域を緩やかに拡大しつ

つ見受けられる作風の背最 に は 、 Ｍ Ｍ Ｑ ｾ してプライ

7 リーな幾何 学的形態へのこだわりと周辺の文脈

への強い意識が介在している 。氏にと っての設計

活動とは 、氏が折りに触れて誇る通り 、モ ダニズ

ムの柏村1文化 を盟かに拡張する 作業に他 ならない 。

その経歴 、作風に言及する迄もなく 、米国建 築 界

の次代を担うひとりである氏は、また 、母校イエ

ール大学建築学科次期ディーンの有力候補とも目

されているようである 。今後 、前任者逮同様ビ y

グネ ムへのさらなる飛躍 が確実に 期待さ れ る。

*  I  CHA RL ES  GW仇T H MEY，G WAT HME Y  SIEGE L  &  

AS SOCIAT ES  

るためか、客観的 、概括 的な説明がなされたに過 *  2  YA L E  S CHOOL  OF  ａ ｒ ｃ ｈｉｔｅ ｃ ｔ ｕ ｉ ｾ ｅ ，＠ PUBLl C  

ぎなかった 。 それらは 、現在迄に各方面で行われ

たものとほぼ同様であり 、 ライト自身による増築

計画に準拠した上 で、オリジナルの造形を1 ftなう

ことなく 、周辺の者I1市構造とも共存すべ〈設計さ

れた経緯が改めて 披露された 。

石灰岩のマトリ ックスからなる十層箱状のその建

物は 、スケール、素材とも周辺の街並みに融和し

たものであり 、 また 、オリジナ j レの大小のロトン

ダにとっては 、セントラルパークに対峠する背景

として機能することが期待されている 。

最終音I1分では 、ハーヴァード大学ブ ッンユ ・ライ

ジンガ一美術館が紹介された 。ル ・コルビュジェ

最 H免年 の作品 カーペンターセンタ竺の隣地 に建設

L ECT UR E  S E RIES. S PRING.  1990 

*  3  T HO MA S  BE E BY. DEA N， S CHOOL  O F  A R CHI T E  

CT UR E， Y  A L E  U NIV E RS I TY  

* 4  A DMI NIST RATl ON， A C ADE MI C  B UI LDI NG， S CH  

O OL  OF  A GR: C UL TUR E， CO RNE L L  U NIV E RS I TY， 

IT HACA.  NE W  Y OR K  

* 5  T H E  T HE OR Y  C E NT E R.  CORNE L L  U NIV E RS IT Y， 

IT H AC A， N EW Y OR K  

* 6  T H E  G UG G ENHE I M MU SEUM A DDI1司IO N，N E W  

Y OR K  CI TY  

*  7  T H E  BUS CH.R EISIN GE R  MU SE UM， HA RV AR D  

U NIV E RSIT Y ， C AMBRI DGE.  MAS S ACH USE T TS  

*  8  C AR P ENT E R  CE NT E R  F OR  V IS UAL  A R TS. 

HA RV AR D  U NI VERSI T Y， CA MB RIDGE ， MA S S A C  

USE T TS  

本 9 FOG G  A R T  MU SE U M， H A RV AR D  U NIV E RS IT Y， 

C AMBR I DGE.  MAS SAC H USE T TS  

Ｈｪ｜ ｾ回 学竹' 1 ' 工務応設計百11)

増築工事中のグ ッゲンハイム美術館、西fU1J ( セントラノレパーク ) からの全策
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
治 、

ｾ＠ 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 クトクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 ( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石田T 4丁目 (電話811-3610)

テトカッパー防水

・2ZiiEfpt完結日記長江七

. ' .  ｾナーノ Ｎ .  ｉｔＮ 恨 ア ｶ ＮＢＢＺｾ 【

新 しし、時代の、 新しし 、扉をひらきたし、。

本

カッパー防水帯

《議
. お申込次第カタログ進呈

ｾ＠ 業株式舎ff1
本 社 東 軍 縮 中 央 区 銀 座 8 - 4 - 9 電話03 1571 1  2703 

大 阪 本 務 所 大阪市淀川区東三 国 6 - 1  - 41 電話06 (39111081-2 

1奇王宮 換 所 崎 1 県袖川市東 1- 3  - 30 電話0487(7412845-6

厚 木 出 娘 所 神様川県厚木市金1 s 259 電鮪0462 1211  1761 

名古屋出娘所 r，占属 市南区若隼町33 電話052 (8111  3660 

九州出張所 佐賀県佐賀町l路市町大"f: 路 市 出450 電眠0952 (471 2945 

ヰ土 干 540 大 阪市 中 央 区常 盤 町 1- 3 - 8 ( 日 本 生 命谷 町 ピ ル)

T E し (0 6) 94 3 - 6 571 ( 代: )  
東洋シャッター株式会社

・東京/横浜/盛岡/仙台/ 水戸/静岡/岡崎/ 名古屋/富山/大，章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 底

Board&Slate 

@問

現対

Standard 

フ タ バ 業

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義
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本 社

日本写植センタ

，宰山写植センタ ー

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 ;章山市大手町8 番5号4婦百E全館

含 06( 伝道 ) 1111代

含 ω 9 2 ( 26) 4371 

宮 偲 682 ( 4 ) 1771 

本 キ土

天理営喋所

哩!!- 550 大阪市西区西本田T I - 13 - 3 3

電 話 大 阪 0 6( 532 ) 代0461 ⑮ 550

天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0

あ ±

勺 ・T 叩

ゆ こー さ

λ 一ー 阪 フ

雇門事Rt

Ｋ 良 二 Ｍ ｾ量ラ
工 .R， 区 ス

事証 書五五

の唱有、主六六

!目式E77

:; 会言自白

社 三 五

百 号 六 回



r  

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  屯話 ( 434 )6171 ( 大代 )

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区1J11島 1- 58- 59 '，Ii 話 (302)2271 (代)

支 庖 北 海 . 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・"1" 同 九 州

営業所釧路・函館・盛岡・繊浜・ ｉｾｐ 岡 ・ 京 者 Ｑ ｜ ・ 神 戸

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲ〉械式会社

* 底 ・大匝本社 干650 大 阪 市 西 区 江戸 堀 IT 目9酔25{} i'包括 (06)4"18231  

東 京 本 社 干 102 車 京 冊子 代 田 区 日 士 見2丁 目15帰 10サ 屯稲 (03)261 8231  

支 社 名古 座 偏向

主 唐 札 純 仙 台 ー 新 山 大 白 子 輩 横 棋 ー世 iJt 京 都 神 戸' > : 1 ' 1 ' 阿山

広 ぬ 高松 崎ノド

嘗車 所帯 広商 館 ｉｾ ｲ 車紋 ｕｉ .  Ｑ ，昼間 ｩｩＧｈ 晶 ｬ 毛 野静岡 ｾＺｈｉｉ .  i l! .  i ;¥山

偏 井 健 山 松 山 町 制 北 九州 鹿 児 品 郎副

出 強 所 lI!l川 偏 品 川 崎 校江 徳 山 下関 l長崎 太 分 H 問

書 舛 宜 庖 y ン ガ ポー ル ホ ムr コノ

鏡 情 研 究所 干35' 埼 玉 県 人 /111郡三 芳 町 大 字 北 ゑ J t- 390昨地 屯 話 (0492) 58 1511 

空気調和設備 / X ' ¥ ，lif 業 技 術

給排ノド設備 1 /冨¥1 ノド 処 f盟 結 設

電 気 設 備 マー"""' v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 清 二

大 阪 支 庖 長 三 田 村 嘉 也

大阪支唐 大阪市 中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202)3071( 代表 )

本 庖 東京都千代田 区有楽町1-4- 1 屯話03( 502)6111 ( 大代 )

支 唐 名古屋 ・九州| ・北海道・中国 ・東北 ・北陸 ・四悶

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設計施工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 |夫 紅 侮田T 3 番 5 47 電 話 (352) 1  1  3  1  (f¥j 

本 社 l R J;t /if1中 央 区 円 本 橋 蝋 伎 町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431  ( 大fU

支 社 名 古 屋 ・仙 台 札 帆 広 島 ・傾|高l ・金 沢 ・新 潟 ・悌 i
rr
.

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社 三 晃 空 調

本 社 大阪市中央区域見2丁目 l 番61号ツイン21MID7ワ- .; tr話 06 - 949 - 1ま71

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西新 宿 新宿住友ピル電話 03 - 344 ー1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号 電 話 06 - 363- 1371

支 庖 仙 台 市 青 葉 区大 町 2 丁目 2 帯 10号 電 話022 - 261- 3002 

名古屋市中村 区名駅南 2丁目14ffi 19号 電話052- 581 - 8571

広 島 市 中区紙 屋 町 l 丁目 2 寄 22 号 屯話082- 247 - 4535

福 岡 市 中 央 区大 名 2 丁目 4 番 22 号 泣 話092ー761 - 3795

営 業 所 札 幌 ・横浜 京 都 ・ 神戸 ・絵江

出 張 所 w森 ・秋岡 質問大宮・ 千葉・川崎・富山・嗣4' 1 和歌山

鳥取・岡山高松 下関 熊本 脱児 J:li ・I'! l 縦

- 空 調 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 よりよき臓へ繍で挑む一 一

- 株式会社意書研

側団 町一一-

本 社 大阪市中央区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京支広 東京都千代回区九段南2丁目 2番5号( 九段ピノレ 2 - 4階)

郵便番号102 電話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商昂は空気ですo ¥1 ｾ＠
a・・・ 燃と空気のエンジニア内ーーー-

LK: J 55t  
・哩

空 気 調 和 どと竺L 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式盆租

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒100 東 京 都 千 代 田 区 丸の 内 3 丁 目 3 番 1 号

z  ..... 凶 削 除 ョ

活 話 o  3 ー 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

空 気 調 和 設 備

設計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 煎 工 総 織 玉 電 舎 雄 大 騒 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田r 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京紙 2 T 目9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 lli 06- 313- 1846 

大阪営業所

牧方営鎌所 枚方市 1，1' 斐回東町T 9  - 3  ';江0720- 49- 2128

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 応 ・ 営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

⑨日本管工業株式会社

本社車京郵主庖 京 都 市 南 区 凶 九 条 ! 泣 I到町f 2  0 番 地 の l

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・佼!日i専用 (691) 1045  

大 阪 支 唐 大阪市北区天満1- 5- 20 'i[t 話 ( 06)352- 3501間

三 重 支 唐 津 市 栄 町 2 - 1 1 1 'i li 話(0592)26- 361倒的

四日市営集所 四 日 市 市 西 末 広 町 m話 (0593)53ー7431附

滋 賀 営 換 所 大津市 中央 2 丁目 4- 28 'i丘話( 0775)22- 9738附
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成長詰王会雲霊
、J 本社

。

干530 大阪市北区角田町1番l 号(東阪急ピル) s (06)313-1101 

東京本后

105 東京都港区芝大門] - 4-8 ( 浜松町清和ピル)

支庖

東関東・償浜・名古屋・大阪商・神戸・広島・四国・九州・ シンガポール

電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 会 員

-
興 語I

代表取締 役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  (立ヒル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

支 庖 東 京 都中央 区 日 本 紙 苫 場 町 2 丁目 1  7 番 3 号

電 話 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 t:t 

電気設備・ 計装制御設備・空間設備・クリー ンルーム設備・プラン ト設備

給排水衛生設備・エネルギー集中監視 システム 設置十施工

& 三 宝 電 機 械 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

事 在 干5却大草剤 L区西天海ート配堂ピlレ) TEL 闇(364) 147HAX 団(3剖)5533

車京宣柱 干 Ｑ 団東京 ｅ 極脚 Ｍ ＱＶＨ ニ ュ ー輔 ピ Ｇｊｾ Ｉ TEL  aJ (5似) 013HAX aJ ( 刷)0268

名古& s 5 干462 名古置市北区宣銅ー12-14 TELO日( 矧 )513HAXO包( 引4)7日5

神戸豆盾干 ＶＺ＾Ｇ 縛戸 市 量区岩盤 ヰ咽 ＱＭＲｾ Ｈ 工 ビスピ ＩｾＩ TELO吊( 飽1)5:>' HAX078(871)6担1

層研究所有田 大蔵府精官三宝町七T3図 T  E  L0722(27) ω8・FAX0722( V)1喧4

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和 室に最適

凹固. 一(練株)凋副 O: J : J !]C: 
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営 業 種 目

- 防 水 工 事 被布 防 水 . /' ー ト| 坊水 ・モノレタノレ防水

・ 樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 組 樹 脂 注 入 被 着補 修工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 名 将 樹 胎 注 入 ・ 充 棋 ・ コ ー キ ン ク

・シ ーリ ン グ 工 事 シ リコン ・チオ コー ノレ ・ウレタ ン ・アクリノレ

・吹 付 工 事 アク リノレ ・リシン ・弾性タイノレ・その他

く〉建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー53 ) ?n51225号

く〉 日本 シ ーリ ン グ 工事 業 協 会 々 員

大阪市北区末広町 3 - 21  

J ，・ 和地所周町ピノレ201S  

T EL 06( 315)  0  7 0  J  

( 株) 特殊技研

⑧善言誕両面法式会社

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大 阪 市都 島区 中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428(ω

F AX (06) 351- 5299  

(''''M. i 舎町震届靭S

ー・F 電冒. ， . . .  

Ｍ・・ＮＮＮ可，ｾ， ｉｉ ，.，. 

③白玉組主主常持

誠 実 と 技術 で お応 えする

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

本社 / 司F553 大阪市11.11区福島7Tel 22-8 o(a; )452- 11引( 大代} 東軍 亨 ＱＰＵ 東 京 ｡ ｾ ［ｦＺ ＱＦ 芝 Ｒｔ ￪ｬ Ｒ Ｍ ＱＷ tl' ω3) 454-7311  (大代}

. 電力工夢 ・世倫工率 . プラント工写

究霊 ｬｩｉ ｬｾ 倫 工 Ｔ 匹 ビルｬｩｉ Ｂｬｾ 備工 ＧＢ 空 調 工 夢 . 情報システム工夢

空母' ，; i丞配電綜工事 工 ' M電気! I l 備工事 暗 j 鼻水" ' ，ξ 工 写 光伝記Eシステム工事

地中送配mr.t' 工事 町 熔電 気胆愉工事 Ｑｾ 鉢配管 よ 事 C A T Vシステム工事

針 決 工 凋1 消防施 Ａｉｬ Ｑｾ 備 工 事 茜神 アンテナ ｾ ｩｉ 工 事

電 気 設 備 ⑤ 設 吋 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貧 土

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピ ル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0 6 6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大阪市 中央区高腿t，!ii 4 丁目 3番7号 電 話ー大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 l 丁目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 東 北 ・丸 ノ内 ・新宿・ 神 奈川 ・東関東・中 部 ・九州

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

Master BUI I 曲賞s Tec hnolc甲es

JICモ.J " I J コ. . : t 勾眉量孝司k 事司t 重量:' j j.t 

日曹マスヲ Ｍｾｊ ｉ，ヲ二又穂式会最
本 社 東 京 m港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L03-582-8813 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( (，1霊 ピル ) T  E  L06-202-3294 

。＾ＲＮＮＮ｜｜ＯｾＮＭ鴨代の断熱用シｾ人
Jるてら〆ヤ・ ＮＮＮＮＮＮＮｉｾ み

目n/¥' イナ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て将帽した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 別 干 畑 区 丸 の 内 汀 自 制(叩 ピ ル)

、



意 匠復元、

超耐候性付与。

吉田工法I. t . 、打欣しコンクリー卜の耐久性を内面から改修します。合i受強化資IJ

rNY- 606J 、補修斉IJ rNY- 調合樹脆モノレタノレ」て、コンクリ ー 卜に抜群の接着性

日釦支を持たせ、般化を防止。

工程の概要

さらにトッフ。コート rNや 9090J 表面，先浄ー

Y-606吉漫

で超耐候性仕上げです。 鉄筋防鏑-

しかも、独特の型枠松崎も 設立|

当時のイメージに美 しく車生らせ

ます。( PAT. P.)

・責任施工で10年間の保証付

N Y- 調 合 樹 脂 モJレ1/ )レ

修盤周 NY - 鯛合樹脂モルタル

N Y- 色合わせー一一一一一一一

型 枠慎機造成

表面防水固定処理

図三Lkt 這E，a式 会 担

G2 叩全国書屈で好評発売中/

建築技術者のだめの

建築構造問題快筈集圃

建築構造設計に携わる技術者が実務の上で遭

遇した疑問に対して、そ の道の先達 が明快に

回答する他に類書を見な い Q & A集 。

石黒徳衛 監修 A 5判 328頁税込定価3，900円

実例地質と場所打ち杭の設計

東京および周辺3白箇所の土質ら施工アーヲマ、ソブ付き

場所打 ち杭の設計を 地質という観点から捉え、

設計例 を用いてわか りやすく解説。構造設計

者 ・施工者必携の貴重な資料集。

佐竹次男北中将博共著 A5判 368頁税込定価6，800円

「建築技術_ j i曽刊号Vol .2

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄筋 ・511わ く ・コンクリー卜工事の検査 ・試

験方法を 、それぞれの検査 ・試験ごとに項目

をお って 解 説。V ol. l も好評発売中。

亀田泰弘監修 A 4判 280頁税込定価3，300円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ビル

T E L.03-537卜3811 F AX. 03-5371-8282 

- 特集

型枠工事

(}) 

高品質化

型枠工事の高田質化を実現する疋めの

ポイントを、現場サイドガら

わかりやすく解説します。

⑨好評連載 1

建築法令を考える

検E 構造強度規定の

変遷と建築構造技術

最終回建築基準法令の

揖造強度調定の変遷

⑨好評連軍鹿E

高齢化社会の住宅

第5 白老人は謹とつき合うか

， . 型枠工事の動向

2. 型枠用合板の局慣と選び方

① 型枠用合板の製造 t 品質管理

②輸入合板の品質 t 検査

③塗装合板の利用

3. 型枠工事の品質確保の

ポイント

4. 各種型枠工法の高晶賀施工

① 打放しコンクリー卜型枠

②透水型枠

③裏張り養生型枠

④ 打 込み 型 枠

⑤ 羽 継 ・打 込型 枠

⑥ 大 型 型 枠

⑦ 仮 設 梁 型 枠

5. 最近の型枠支保工

①支柱に加わる荷重 と安全対策

② スラブ型枠早期解体の工夫
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主去要
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シャッターに描かれたメッセージカミ

閉庖後のお庖をアピール。

絵 や写 真、文字 、ロコ‘タイフ。などを使って自由に描けるスクリー

ンと、パ ックライトを、シャ ッターに組み込んだくアドビジ、ョ ン〉。

浮 かびあがる美 しいメ ッセー ジが、閉底後のお庖を効果的

にア ピーノレし、前を通る人に、お底を強〈印象づけますL

〈アドヒ、、ジ、ヨ ン〉は、 今、 新しL、時代の、新しL、扉を聞きました。

: P/-i巳三Fョ=，

東京本社/ 東京都港区六本木6 - 3- 18(第一地所麻布ビル) 〒106 TEL. 03  479・2911附

03379- 6  雑 誌

東洋シャッター株式会社

本 社/ 大阪市 中 央区常盤町1・3- 8 ( 日本生命谷町ピル) 干54 0 TEL.06  943-6571附


